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第１章　不運













　赤に白。焦茶色をした古木に美しく咲き誇るのは梅の花だろうか。

　その花弁に瑞々しい色を乗せる男の横顔は真剣そのもので。換気のためにと小さく空けた窓から吹き込む風が男の黒い紗のような前髪を揺らす光景は、一枚の絵のようでもあった。

　息をしていないと言われても納得出来るほど、彫像の如く微動だにしなかった男の腕が、やがて動き出す。

　男自身焦れったくなるほどにゆっくりと、横に一滑り。赤色の絵の具がついた筆が柔らかく動いた。

「……っ、今日はここまでかな」

　それまで詰めていた息を吐き出すと男は側の机の上に筆を置く。ゆるりと、時間が動き出した瞬間だった。

　男の名前は佳か山やま京きょう司じ。今もっとも注目されている新進気鋭の画家の一人である。

　京司の雅号は〝彩る〟に〝蝶〟と書いて彩さい蝶ちょうと読む。

　友人らには「どこぞの僧侶の名前でもあるまいに」と茶化されるのだが、京司はこの雅号をいたく気に入っていた。

　その理由はというと、京司が師と仰ぐ金かな山やま哲てつ二じにあった。

「お前の描く世界は蝶のように自由で、驚くほどに鮮やかだ」

　そう言って普段ニコリともしない仏頂面に、はにかんだような笑みを浮かべながら彩蝶という名をつけてくれた師の姿を、そのときの胸の温かさとともによく思い出す。

　厳しく、多くを語らぬ人だが彼の描く絵には命があった。

　金山哲二のこれまでの作品でも、随一と言われるほどの代表作。「暴れ獅子」は荒ぶる獅子の雄々しさが見る者に畏怖の念を抱かせ、鬣たてがみの細部に至るまで緻密に描かれたそれは躍動感や空気の流れを感じさせる。

　その絵は京司の心をいまだに掴み、離さない。

　自身の目指すべき頂いただきはそこにあるのだと、昔は漠然と思っていた。

　しかし、京司が近付こうとすればするほど歪な形の絵になる。そこにあるのはただの形骸的な美しさ。なにも内包しておらず、人を心から感動させることも出来ないと気がついたのはほんの二、三年前のことだった。

　金山にも、「真似をして得られるのは技法や手法のみ。真の美しさは己で見出だすもの」と叱られ、京司は金山の真似をするのを止めた。

　助言されたように、ただ己の心の赴くままに筆を白いカンバスに滑らせた。そうすると、驚くほどに筆が進んだ。

　金山のようになるのだ、と技法をこらし、頭を捻り考えながら時間をかけていた時よりも気分は晴れていた。

　カンバスの中では京司は何にでもなれた。燐粉を散らせながらヒラヒラと平原を舞い踊る蝶にも青い水中を我が世界とし泳ぐ魚にも。

　そうして、京司の意識は様々な生き物になりカンバスの中の世界を駆け回る。

　手はその情景を見たまま、感じたままに写しとり、それがカンバスに現れるわけだ。だから京司の絵には自由があり、そこに描かれた生き物達はまるで命を宿しているかのように息づくのだ。

　しかし、最近はどうにも上手くいかない。京司の絵は相変わらず美しく、様々な人物から高く評価されているが京司自身はマンネリを感じていた。

　似通ったものもあるが、京司の絵は全て毎回違うものを描いている。

　のどかな田園風景の中で散歩をする老婆、黄金色の稲穂の海の上を泳ぐあきあかね。咲き始めの香しき梅の木と鳥、木造平屋の古民家の庭で欠伸をする犬。

　日常の一コマを切り取ったような絵もあれば、獅子が極彩色の蝶を追いかける絵や冷たい色をしたヘビが美しいその身体をくねらせ踊る絵など。現実ではあり得ないようなものまで。

　それらを浮世絵のような、輪郭をはっきり有するタッチで印象的に描きつつ、彩りは幾つもの色を重ね鮮やかに。

　油彩や水彩、木炭、パステル、無節操と思えるほどに京司が使用する画材は多く、一つでも加減を間違えれば雑然とした印象を見る者にあたえてしまうぎりぎりの匙加減で調和が取られていた。

　そのことで京司を批判する評論家や同業者もいるのだが、京司はさして気に留めていなかった。

　彼にとっては自分が楽しく、かつ師に誉められさえすれば周りの評論などどうでもよかったのである。




　開いた窓の隙間から秋色の風が室内に舞い込む。

　外では最初で最後の恋を成就させんと蝉が鳴いているが時期外れであるから、恐らくつがいは見つからないだろう。それを嘲笑うかのように秋の虫達の輪唱が京司の耳にもの悲しく響いた。

　京司はゆっくりと新鮮な空気を肺へと取り込むと、今度は吐き出しながらググッ、と身体を伸ばす。長時間同じ格好でいたから体の節々が固まって痛かった。

　グッ、グッ、と足を伸ばし折りして肩を回す。

「もう、歳かもしれないなぁ……」

　京司は苦笑いを浮かべる。そう思っても仕方がない年齢に京司は差し掛かっていた。

　フィールドワーク以外で外に出ない肌色は雪のように淡く白く、上背は百七十八センチメートルと高い方ではあるものの、鍛えても筋肉は殆どつかず、沢山食べても身に付かない性質なのもあって薄っぺらく骨張っていた。

　面倒臭いからと伸びっぱなしの黒髪は幸い禿げることもなく、艶やかさを保っているが邪魔だからという理由で緑の紐でざっくりと一つに結わえているので台無しである。

　顔は堀が浅いが、黒曜石のような涼やかな瞳にすらりと通った鼻梁、右目尻に二つ並んだ黒子が印象的であった。

　見た目だけならば二十歳そこらでも通用しそうなほど皺のない顔や肌は若々しいが、京司は今年で三十七歳を迎えようとしている。

「っと、こんな時間か……」

　時計がけたたましい音を立てて十七時を知らせた。

　京司は時計のタイマーを止めると濡れたタオルで軽く手を拭い、開けていた窓を閉める。

（続きは、休憩を挟んでからかな……）

　そのままアトリエとして使っている部屋を出ると、軽い足取りで自室へと向かった。




　ガヤガヤと耳障りな人の声と熱気に圧倒される。やはり、自分は外の喧騒は好かない。京司は毒々しいネオンの光に眉をひそめながら、繁華街の大通りを歩いていた。

　あの後、友人に呼び出され和服に着替えた京司は渋々外に出てきたのだが、早くも後悔していた。

　進みたいのは反対側だというのに、ヨタヨタと前に少し進んでは人混みに流され元の場所に戻されるのを何度も繰り返していれば、嫌気がさすというもの。

「……はぁ、帰りたい……」

　泣き言に近い呟きが京司の唇から滑り落ちる。大体、こんな賑やかな場所は苦手だし自分にはあっていない。

　一度出てきただけでもいいじゃないか。人混みに酔ったとでも嘘をついて、帰ってしまおう。

　クルリと踵を返し、人混みに逆らうことなく進もうとしている京司の手を誰かが掴んだ。

「そう簡単に帰らせるわけないだろ」

　突然のことに京司はビクリ、と体を強張らせた。しかし、よくよく思い返してみるとその声には確かに聞き覚えがあった。

　驚かされたことに文句の一つでもぶつけてやろうと口を開きながら振り返る。

「っ、……いきなりは驚くだろう。手を掴む前に声くらいかけてくれよ、嘉よし成なり」

　嘉成と呼ばれた男は呆れたような顔で京司を見ると、軽く拳を握った手で頭を小突いた。

「っ、痛いって……」

「お前が勝手に帰ろうとしてんのが悪い。どうせ、後で〝人混みに酔ったから帰ったよ〟とでも電話すりゃいいとか思っていやがったんだろ？」

「うっ……」

　京司は言葉を詰まらせた。嘉成に図星を刺され視線がキョロキョロと宙を彷徨う。が、やがて観念したのか、嘉成から視線を逸らしたまま、小さな声を出した。

「その、……悪い。その通りです……」

「ふん、分かればよろしい」

　偉そうにふんぞり返る嘉成に流れを塞き止められた周りの人間の視線が突き刺さるが、彼はどうやら気にならないらしい。

「よ、嘉成、兎に角一端ここから出よう。通行の邪魔になっているみたいだからさ」

「お、そうだな。ほら、此方だ」

　そう言って嘉成は掴んでいた京司の手を引きながら力強く人混みに逆らい目的地へと足を運ぶ。

　京司は友人の頼もしさと強引さに苦笑いを浮かべながら、その背を見つめていた。

　羽は坂ざか嘉成とは中学からの旧友で、引っ込み思案で奥手な京司は何かとよく助けられていた。

　嘉成は京司とは正反対の性格で、豪快で男らしく、リーダーシップのある男で学生時代はよく纏め役として頼りにされていたのを今でも覚えている。

　彼は今も昔も、いい意味でも悪い意味でも人の目を惹く存在だった。

　確か、父親がイタリア人で母親が日本人だと言っていただろうか。

　ハーフだった彼はその当時から上背があり、今は京司と十センチメートル程差がある。

「さ、着いたぞ」

　そう言って嘉成が一軒の店の前で足を止めた。ぼんやり考えごとをしながら嘉成の背を追っていた京司も、嘉成にぶつかりそうになりながら止まる。

（本当にここか？）

　京司はもう一度確認するように辺りを見回したが雑貨屋やよく分からない店はあれども、どうやらこの界隈で飲食店はこの一店だけのようだ。

　おまけに嘉成の足がこの店の前で止まったということは、十中八九目的地はここなのだろう。

　京司は嘉成に露骨に嫌な顔を向けた。

「嘉成、俺帰っていいかな？」

「なんでだよ、折角来たんだし食っていこうぜ」

「お前、俺がこの手の料理苦手だって知ってて誘っただろう」

「えー、何のことか全然分かんないなー」

　席につくなり、嘉成が京司の方へとメニューを寄越しながら訊ねてくる。

「で、お前何が食いたい？」

「あっさりした奴」

　メニューにろくに目を通さぬままそう告げると、嘉成に頭を小突かれた。

「却下。俺はこってりいきたい気分なんだよ」

　だったら自分に聞く必要など初めからなかったと思うのだが。京司は非難を込めた瞳を嘉成に向けた。

「嘉成が決めたらいいだろ」

「折角連れてきたんだし、お前にも好きなもん選んでもらいたいんだよ」

　尖った声で京司が文句を口にすると、ニッと口角を上げた嘉成に押し付けられるようにしてメニューを渡されてしまった。

　仕方なく京司はメニューを開き目を通していくが、どれもふんだんに香辛料が使われていそうな料理ばかりだ。

　京司は早くもメニューを閉じたくなった。

「ほら、観念して決めろって。好き嫌いばっかりしてると大きくなれないぜ」

「これ以上大きくなってどうするんだよ。そもそも、成長期なんてとっくの昔に終わってる」

　急かすように京司の持つメニューを覗きこむ嘉成に子供扱いされ面白くない京司は、ツンと顔を逸らした。

「ほら、拗ねるなよ」

「別に拗ねてなんかない」

　京司は否定したのだが、膨れっ面で否定しては説得力など皆無である。

「あぁ、はいはい。拗ねてない拗ねてない」

　案の定、京司の機嫌を取るためにと端から聞いていても分かるだろう生返事が返ってきて京司が更に機嫌を損ねたのは言うまでもなかった。

　それから、数分も経たないうちに京司と嘉成の座るテーブル席に生ビールと野菜スティックが運ばれてきた。結局、京司では注文を決めきれず、嘉成が生ビールと適当にいくつかの料理を注文したのだ。

　どちらからともなく『乾杯』とグラスを合わせ、口をつける。

　昔はビールなんて苦いだけで好きではなかった京司だが、今はこの苦味と喉を滑り落ちる感覚が嫌いではない。

　先程まで機嫌を損ねていたことなど忘れ、京司は口元に小さく笑みを浮かべ嘉成が注文していた野菜スティックから人参を選ぶとかじりついた。

　ポリポリと小気味いい音をさせながら食べていると、まるでウサギか何かになったようである。

　京司が前を見ると、同じように嘉成がキュウリをかじっている。

（……間抜けというか、シュールというか……）

　そんなことを思っていると、早くも二本目のキュウリを指先で摘まんでプラプラと遊ばせる嘉成に話を振られた。

「で、お前調子はどうなんだよ」

「まあまあ、だけど……」

　京司は嘉成の問い掛けに率直な答えを返す。別にスランプに陥ったとか大層なことではなく、京司が描く絵は美しいと相変わらずの人気である。

　けれども、そこに京司は微かに違和感を覚え始めていた。

『美しいだけが絵ではない』

　あれは京司が心に深い傷を負うことになった。

　とある一件の後、再び京司が筆を取るようになって三年が過ぎた頃だった。京司の絵に対してそんなコメントを残していった審査員のことを京司は違和感を抱き始めた今頃になって思い出す。

　どうすれば美しいだけではなくなるのだろうかと、京司はアトリエに籠ってはカンバスに向かうのだが正直今は────。

「〝行き詰まってる〟って感じなんだろ？」

　流石、腐れ縁と言うべきか。昔から京司のことを知っている嘉成は京司のことを熟知しており、ちょっとした言動からすぐに察してしまう。

　言い当てられてまで隠すつもりはない京司は「あぁ」と短く返すと、汗のかいたグラスをひっ掴み。苦い感情を胃の底にビールで流し込んだ。

「お前さ、根詰めすぎなんじゃねぇの？　ちょっとリフレッシュしてきたらどうよ」

「は？　リフレッシュ？」

　藪から棒に何だ、とでも言いたげに京司の眉が寄る。

　リフレッシュと言えば、既にこの飲み会がそれではないのかと京司は思うのだが。どうやら嘉成にとっては違うらしい。

「そ、例えば……そうだな。旅行とかいいんじゃねぇの？」

「旅行、か」

　嘉成にしてはまともな提案に京司は肯定的な態度を見せる。

　確かにリフレッシュするならば旅行はうってつけだろう。

　京司が乗り気なのをみて、嘉成は一気に畳み掛けるつもりなのか。

「丁度さ、一押しのところがあるわけよ」とテーブル上に身を乗り出しながら話を切り出した。

「なんだよ、営業かよ」

　京司の表情が曇る。

　嘉成が旅行代理店に勤めていることは知っていたが、まさか友人の自分にまで営業をかけてくるとは思いもしなかった。

　見損なったとばかりに、京司が白い目を嘉成に向けると、嘉成は頭をブンブンと横に振った。

「違うっての。俺は友達のことを想ってだな──」

「で、一押しのところってどこなんだよ」

　長くなりそうだと判断した京司が嘉成の言葉を途中で遮ると、嘉成は顔をしかめながらも本題を話し始めた。

「話は最後まで聞けよなー。まあ、いいけど。〝ニーラムザール〟って国なんだけどよ。中東辺りの国で数十年前まではオアシス近くに造られた小さな国だったんだがここ数年で大規模な発展を遂げてな。今では、高級リゾート地として各国から毎年多くの観光客が訪れるようになっているんだよ」

「へー、因みに見所は？」

　嘉成のことだ。薦めるからには見所くらい押さえているだろうと踏んで京司はキュウリをちびちびとかじりながら訊ねた。

「アラビアンナイトに出てくるような王宮が女性客には人気だな。あとは、砂漠が近いからそういった大自然とか」

「王宮か……」

　ピクリと京司の指先が動いた。

　京司は今まで日本の様々な風景を描いてきたが、改めて振り返ってみると海外の風景を描いた作品は一枚もないかもしれない。

　ただ純粋に〝描きたい〟という欲求が京司の中に生まれていた。

「行く気ならパンフレット持ってきてやろーか？」

　京司が考え込んでいる間に運ばれてきたのだろうクミンかコリアンダーかは分からないが、兎に角スパイスの香りがする唐揚げを嘉成が箸で掴みながらそう言った。

　京司の目の前にも魚の蒸し焼きが置かれていてふっくらとした白身から湯気が立ち上っている。

　それを、箸を器用に動かし一口大にほぐしながら京司は頭を横に振った。

「いや、いいよ。知らないでいった方が感じ方も変わってくるだろうし」

　予備知識なしで行って、感じたこと全てを絵への糧にしてみたかった。京司は新しい可能性が拓けるような、そんな予感を感じて早くも浮き足立っていた。

　こうなってくると、苦手な香草やスパイスも気にならなくなってくるから、我ながら現金なものである。

　引き締めようとするのだが、勝手に綻んでしまう口元に白身を運んでいると嘉成からクスクスと笑われてしまった。

「なんだ、行く気になってるじゃねーの」

「煩いな」

　文句をぶちぶちと言いながら引き続き魚をつつく京司の心は、既にまだ見ぬニーラムザールへと旅立ってしまっていた。




　二週間後。

　京司は異国の青空の下に立っていた。

　始めは嘉成がガイドを含め旅行手続きをすると言ってくれたのだが、京司はそれを断った。今はスマホさえあれば通訳いらずで旅行だって行ける時代だ。それに、観光目的ではなく絵を描くために行くのだ。余計な予備知識やガイドなどの第三者による情報を得てしまうと、いざ絵を描くとなった時、それが雑念のようなものになってしまうかもしれない。だからこそ、京司は嘉成に無理を言って今回一人で旅に出ることにしたのだ。

「ここがニーラムザールか……」

　日本とは違いカラカラに乾いた風に照りつける灼熱の太陽。頭上に広がる空はぬけるように青く高く、見ている京司の心が弾んだ。

　京司が深呼吸をすると風から砂っぽい匂いがして、そこがまた日本と違って面白い。

「しかし、結構近代的というか……」

　京司は目に飛びこんできた光景にそんな呟きを溢していた。

　京司としては中東の小さな国と聞いていたから、てっきり建物は全て土や煉瓦で出来ていて民族衣裳を纏った人々が大勢いるような様子を想像していたのだが。

　目の前に広がるのは整備された道路を車が行き交い、高層ビルが建ち並び、歩いている人々も殆ど京司が着ているものと変わらないという不思議な光景だった。

　これには京司も苦笑いを浮かべるしかなかった。

　日本とは違う光景を求めて来たというのに、これでは日本の都心部と変わりないではないか。

（……少し歩いて回ってみるか）

　勝手に想像しておいて想像と違ったからとニーラムザールに来たことまで後悔したくない京司は、心揺さぶられる風景を求めて歩きだした。

　少し街中から外れたら、京司が求めるものがあるかもしれない。

　期待を原動力に変え、京司が一歩進むごとに噴き出る額の汗を拭いながら数日分の着替えや画材道具を詰め込んだ、ボストンバッグを握り直した時だった。

「うわっ!?」

　ドンッと勢いよく後ろからぶつかられ、京司は堪えきれずに前に転がった。

　思わず荷物から手が離れ、地面に倒れ込んでしまう京司の側を、薄汚れたＴシャツにズボン姿の男が走り抜けていく。

　恐らく、彼にぶつかられたのだろう。

　文句の一つでもぶつけてやろうと怒りで眉を釣り上げた京司だったが、走り去る男が手にしている物を見てそんなことはどうでもよくなった。

「っ、それ俺の荷物だ！　返せっ!!」

　男の手に握られていたのは京司が先程まで持っていた筈のボストンバッグだったのだ。

　慌てて立ち上がり、京司は男を追う。

　もう、観光気分など完全に吹き飛んでいた。

　全速力で駆ける京司を嘲笑うかのように、京司のバッグを盗った男との距離がジリジリと開いていく。

　体は走り出してものの数分で既に限界を迎えていた。

　息は苦しく、足が鉛のように重たいがそれでも京司は目の前の男の背を追う。

「っくそ!!」

　今になって普段から運動していなかったことが悔やまれる。

　日本に帰ったら、真っ先に運動するようにしようと心に決めつつ京司は気力で足を前に進めた。

　ニーラムザールに着いて初めは空の青さと太陽に感動したが、今はそれが京司にとって煩わしくて仕方がない。

　滝のように流れる汗のせいでＴシャツや髪が肌に貼り付き気持ちが悪いのだが、京司にはそれを直している時間すら惜しかった。

　このままでは、見失ってしまう。

　そればかりに気を取られ、足元を見ていなかった京司は石に躓き、地面に倒れ込んだ。

　急いで顔を上げ、辺りを見渡した京司だったが残念ながらもう男の背はどこにもなかった。

　いつの間にか辺りは土壁や石で出来た住宅や、細い路地ばかりになっていて、どこに男が逃げ込んだのかも分からない。

「そんな……、嘘だろ……」

　京司は呆然とその場で座り込んでしまう。

　あのバッグの中には大事なものが沢山入っていたというのに。

　パスポートや財布や現金も必要ではあるが、それ以上に京司が大事にしていたのは師からもらった筆だった。

　京司が画家として初めて大きな作品展で賞をとった日。それまで殆ど褒めたことがなかった師が武骨な顔をくしゃりと歪ませ「おめでとう」と京司に手渡してきたのは一目見ただけで高級だと分かる金の蒔絵の施された漆塗りの箱だった。

　Ａ４用紙ほどの大きさのそれを開けると、中から出てきたのは大小様々な絵筆で。筆先もラウンド、フラット、フィルバートと一式揃っており、水彩用、油彩用になんと唐筆や羊毫筆まである。

　しかも、そのどれもが最高品質のもので。

　京司は受け取れないと師に箱を返そうとしたのだが『これは、お前が一番必要になる』と、決して受け取ってもらえなかった。

　暫くは絵筆を使うことに躊躇していた京司だったが、やはり絵描きとしての欲求には抗えず、ためしに一度使ってみたところ非常に相性がよかったのだ。

　それ以来、師からもらった筆一式は京司にとってなくてはならない相棒のようなものになっていた。長年愛用しているのだが、元が良品であるから不思議とくたびれない。

　だからこそ、旅にも持ってきていたのだが今回はそれが仇となってしまった。

　地面に打ち付けた膝や擦りむけて血の滲む掌よりも、取り返せなかった自身の不甲斐なさが悔しくて京司はきつく唇を噛み締めた。

（探さないと……）

　ふらつく体を無理やり起こし、砂埃まみれのまま京司は辺りを見渡す。

　見つけ出すことが出来るのだろうかと、不安が顔を覗かせるが京司はパンっと掌で頬を打つと顔を上げた。

　取り戻すためには、捜すしかないのだ。

　京司は見失う前に男がいた辺りまで歩いていき、取り敢えず近くの路地に入ってみた。

　住宅が密集しているせいか、昼間でも薄暗く細い路地は酷く埃っぽい。

　京司は表通りとはガラリと変わった雰囲気に一瞬たじろぐが、キッと先を見据えると一歩踏み出した。

（嘉成は治安は比較的いい方だっていってたのに……。帰ったら文句を言ってやる）

　来て早々に盗難にあって、〝治安がいい〟も何もあるものか。

　遠く離れた日本にいる友人に心の中で不満をぶつけながら京司が進んで行くと、左右に分かれた道が目の前に現れた。

　どちらがどの場所に通じているのか京司には皆目見当もつかない。

　ええいままよ、と左に飛び込み暫く歩いていると広場のような開けた場所に辿り着いた。

　広場、といっても怪しい露天や見るからに粗悪な衣服、食べ物を売っている小さなテントがちらほらとあるだけだが、そこに売人らしき人物の姿はない。

　それなのに、どこからか京司を値踏みするような視線が身体中に突き刺さる。それは身体に纏いつく砂埃よりも京司を不快な気持ちにさせた。

「一体何なんだよ……」

　気味が悪い、と京司は汗で貼り付く前髪を掻き上げて早くその広場を後にしようと出てきた路地へと引き返した。

　狭く暗い路地の、そこかしこから気味の悪い視線を感じ京司の不快感が募る。

　進めども変わり映えのしない景色に苛立ち、京司が足元の石ころを蹴った時だ。

　ザリッ、と砂を踏む音が京司の背後から聞こえた。

　それも一人ではない。音からして三人程だろうか。

（嫌な予感がする……）

　京司の背を冷や汗がタラリと伝い落ちる。

　こういった当たってほしくない予感ほど、よく当たるのだ。

　喉がひりつくような緊張感の中、京司が振り向くと現地の人間だろうか。

　随分と擦りきれ、茶色く汚れたカンドーラを身に纏った男がギラついた瞳を京司に向け、ジリジリと近寄ってきていた。

「な、何なんだよ」

　京司は警戒を顕に、堅く尖った声で訊ねたのだが男達からの返事はない。

　京司は男達を睨み付けながら、後退する。

　落ち窪んだ瞳だけがギラギラと生々しく輝いていて、まるで幽鬼のようだと京司は思った。

　男達は何かを話しているが、京司に分かるはずもない。

　言葉が分からないことがこんなにも人を不安にさせるだなんて考えもしなかった。京司は、今身をもってそれを実感していた。

　男達にジリジリと詰め寄られ京司はその分だけ後退する。不意に背にトンッと何かが当たり足が止まった。

　振り返ると、黄土色の壁が京司の逃げ道を断っていた。

　慌てて別の方向に逃げようにも、路地は狭い上に既に逃げられるスペースもないほど男達が距離を詰めていて、京司は壁に背を押し付けたまま体を強張らせるのがせいぜいだった。

「っ、!!」

　京司は声にならない声を上げ、ビクリと体を震わせた。

　髭面の男が何か言いながら唐突に京司の顎を掴んだのだ。

　かさつき骨張った指が皮膚に食い込み、痛みを感じる。

　京司は無遠慮に触れ続けるその手を思いきり振り払った。

　パンッ、と乾いた音が京司の鼓膜を揺らし男の指が顎から離れる。同時に、周りで見ていた男達が気色ばんだことが言葉の分からぬ京司にも伝わった。

　しまった、と思った時にはもう遅く、京司は叩きつけられるようにして壁に頭を押し付けられた。

「う、ぐっ……っ!?」

　ぐらりと京司の視界が歪む。軽く脳震盪でも起こしたのか、指先ひとつろくに動かせない。

　壁に押し付けられていなかったら今頃地面に転がっていた筈だが、この状態では地面の方がマシだったかもしれないと京司は思った。

　男の手が動けない京司のＴシャツの裾から入り込み、薄い腹の上を這い回るのが酷く気持ちが悪い。

「く、そ……っ」

　理不尽なこの現状に京司は悔し涙を溢す。

　どうしてこんな目に会わなければならないのだろうか。一体何をしたというのだろうか？

　応えのない問いがぐるぐると京司の頭の中を巡っている時だった。

　風の音に混じり、砂を踏む音が京司の耳に届いた。

　警察が来たのだろうか？

　いや、コイツらの仲間かもしれない。

　期待と不安が入り交じる。

　京司はぼやけた視界の中で前者であることを祈った。

　足音の人物は京司の視界に鮮明に映るほどの距離で止まった。

　その男は一目で質がよいと分かる純白のカンドーラに身を包み、金糸によって細かい刺繍の施されたゴトラを頭に被っていた。

　しかし、何よりも京司の目を惹いたのはゴトラからこぼれ落ちる金の髪と、褐色の肌の中で一際輝き意思の強さを窺わせる青い宝石のような瞳だった。

　まるで絵画の中から抜け出てきたような美貌の男が京司と男達を冷たく見下ろしている。

「何をしている」

　京司は耳を疑った。

　京司を見下ろす男の整った唇から出てきたのが流暢な日本語だったからだ。

　この人ならば、助けてくれるかもしれない。

「た、助けて……下さ……っ」

　喉の奥から絞り出したかすれ声で助けを求め、京司は男へと視線を送った。

　冷たい瞳がスッと京司の頭を壁に押し付ける男へと向けられる。

『消えろ、目障りだ』

　彼はなんと言ったのだろうか。京司には分からないが、男達にとっては恐ろしい一言だったのだろう。

　金髪の男の放つ威圧感に耐えかねた男が京司の頭を離すと、京司は自身の体を支えられずに地面に転がった。

『早く消えろと言ったはずだ。さもなくば、切る』

　金髪の男が腰に提げていたジャンビーヤをスラリと抜き放つと、京司を囲んでいた男達は震え上がり、蜘蛛の子を散らしたように逃げていった。

（よかった……）

　命の危機を脱した安堵からか、京司の瞼が重くなる。

　せめて男にお礼を言いたいのに。

　そんな気持ちを裏切り、京司の意識はどんどんと遠退いていった。
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　サラリとした布地の感触が心地いい。この手触りはシルクに似ているな、とぼんやりと思いながら京司は寝返りを打った。

　旅の疲れがでたのだろうか。酷く眠くて瞼が開けられない。

（どうせ、今はゆっくり出来るんだし……もう少し寝よう）

　そう一人結論を出し、京司は布団を引き上げようとしたのだが、何故か重くて動かない。

　はて、荷物か何か乗せたまま寝てしまったのだろうかと疑問が浮かぶが、よくよく考えてみるとそもそも荷物自体盗られたままであることを京司は思い出した。

（……というか、俺無一文なんだからホテル泊まれないよな……）

　サアッと血の気が引き、一気に眠気も吹き飛んでしまった。

　慌てて瞼を開いた京司の目に飛び込んできたのはベッドの天蓋で、金糸や銀糸がふんだん使われたそれに目が眩む。

「夢、じゃないよな……？」

　目の前の光景が現実のものだとは思えない京司は自身の頬をつねった。

（い、痛い……）

　頬に走った痛みが、これが現実であることを京司に突きつけてくる。

（俺、もしかして無銭宿泊？　どうする……しかも、こんな高そうな場所）

　京司は絶望的な気持ちで頭を掻きむしった。

　解決策など一つも浮かばず、〝どうしよう〟という問いだけが頭の中をグルグルと回り続けている。

「……東洋人は皆朝からそのように百面相をするのか？」

「え？　いや、普通はしないけど──っ!?」

　謎の声に問い掛けられ、律儀に答えた京司だったが、そこで異常な状況に気が付きベッドから跳ね起きた。

　声のした方向──京司の左隣──を見ると知らない男が寝そべりながら京司を見ていた。

「っ、あ、アンタ誰だっ!?」

　京司が仰け反りながらそう叫ぶと、男は煩そうに整った眉をひそめた。

「朝から騒々しいな。しかも、助けてやった恩人を忘れた上に礼も言わぬとは……日本は礼節を重んじる国ではなかったのか？」

　返ってきた流暢な日本語での嫌味に京司はあんぐりと口を開けていたが、男の言葉でようやく昨日のことを思い出したのか「あっ!!」と短く声をあげた。

「あの時の……」

　ゴトラを被っていないから分からなかったが、目の前の男は獅子の鬣を彷彿させる黄金色の髪をしていた。

　瞳もサファイアをそのまま嵌め込んだような美しい色をしていて、褐色の肌によくあっている。

　一度見たら忘れられないその美貌は、紛れもなく京司を助けてくれたあの男だった。

　京司がまじまじと男を見つめていると、これ見よがしに大きくため息を吐かれてしまう。

「私は、礼はどうしたと言ったんだが。聞こえていなかったか？」

　綺麗な形の口からポンポンと飛び出てくる嫌味に京司は顔をしかめたが、礼をしてない自身に否があるので文句を呑み込み頭を下げた。

「あの、助けて頂いてありがとうございました……」

「別に構わん。見捨てでもしたら目覚めが悪いからな」

　さも当然だと言わんばかりの態度で男はそれだけ言う。

　高圧的な物言いが引っ掛かるが、恐らく悪い人間ではないのだろう。

　男に害意がないことが分かり安心した京司だったが、布団がずれ落ちた部分から覗いた自身の白い肌にギョッとした。

　今まで気付いていなかったが、布団を一枚捲った京司の体は服を纏っていなかった。

　これでは嘉成に鈍いと言われても否定できない。

　京司は男の視線から体を隠すように布団を胸辺りまで引き上げた。

「それで、あの……俺はどうしてここに？　その……、なんで……裸、なんでしょうか？」

　出来るだけベッドの端の方に体を寄せながら、京司は恐おそる々おそる尋ねた。

　意識をなくす前はきちんと服を着ていた筈なのだが。

　京司自身で脱いだ記憶もないし、そもそも寝る前に脱ぐ習慣などないので全裸であるのがおかしいのだ。

（貞操の危機……とかじゃないよな……）

　京司が訝しんで視線を向けると、男はハッと鼻で笑った。

「私が運んできたのだ、感謝しろ。服は汚れていたから脱がせただけだ、手は出していない。そもそも、お前のような薄っぺらい体など抱いても面白味がない上に骨が当たって痛いだけだ」

　興味がないから安心しろ、と言われているのは理解した京司だったが何故だか納得がいかない。

　何もなかったのは良いことなのだが、コンプレックスを突かれると面白くない。

「……っ、悪かったですね……薄っぺらで」

　視線を下に向けると、薄い胸板が視界に入り京司は余計に惨めな気持ちになる。

　自分だって目の前の男や嘉成のように逞しい体つきに生まれたかった。

　暗い思考にずぶずぶとはまってしまいそうで嫌だった京司は、頭を振って無理矢理そんな考えを叩き出す。

（今は体つき云々より、現状を把握する方が先だ……）

　自身が置かれている状況をもっと詳しく理解するため部屋の中を見渡していると、男の面白がるような声が聞こえた。

「しかし、お前も変な奴だな。荷物もなしに旅をする奴なぞ初めて見た」

「そ、そうだ!!　荷物!!」

　男の言葉にハッとした京司はベッドから下りようとして。しかし、男に裸を見せるのを躊躇いもどかしい気持ちで布団を掴みながら辺りを見渡した。

　荷物を取り返しに行くためには、まずは服を探さなければ。

　キョロキョロと京司は室内を見渡すのだが、ホテルの一室とは思えぬほどにだだっ広く、目につく範囲では目当ての物を見つけられない。

　このままではらちが明かないと踏んだ京司は、目の前の欠伸を噛み殺している男に尋ねた。

「あの、俺の服はどこに……」

「あぁ、汚れていたから捨てさせた」

「え……？」

　目の前のこの男は今なんと言ったのだろうか。

　聞き取れたのだが、頭が理解するのを拒んでいる気がする。

　京司が身動き一つせず固まっていると、不思議に思ったのだろう男が口を開いた。

「どうかしたのか？」

　どうかしたもなにも、京司が固まっている原因は明らかに男にあるのに当の本人はそこには思い至らないようだ。

　全く悪気のない様子で訊かれてしまうと答えないわけにもいかず。

　京司は腹の中で燻る怒りを底の方へと沈めるように深呼吸すると話し始めた。

「あ、えっと……その、俺の荷物が盗られてしまって……。それを取り返しに行くためには服が必要だから……」

　こうしている間にあの絵筆が乱雑に扱われているかもしれない。いや、既にあのひったくりから他の人間の手に渡って更に見つけにくくなっているかもしれない。考えれば考えるほど、京司はいてもたってもいられず。駆け出して探しにいきたい衝動に駆られた。

　唇を噛み締める京司の耳に、男のため息が聞こえた。

「……なるほどな。昨日貧民街をうろついていたのはそういう理由か。……しかし、阿呆だな。危険に対する意識が低すぎる。いくら日本が平和だからといって他国全てが同じだと限らんのだぞ。お前のように鈍そうな旅行客など格好の餌食だ。盗ってくださいと言っているようなものだ」

「……っ」

　京司を責める言葉の端々に怒りも感じたが、男の言葉は正論で京司はきつく唇を噛み締めた。

　事実、京司は嘉成にニーラムザールは〝治安がいい〟方だと聞いただけで安心し、警戒を怠っていたのだ。

　京司は男の顔を見ていられず、俯いた。

　射抜くような視線と真っ直ぐな言葉を紡ぐこの男が恐ろしい。

　京司が体を強張らせていると、目の前で布団がサラリと動く感触がした。

「で、何を盗られた？」

　続きを促すように男に問われ、京司は小さな声で答えた。

「……パスポート、財布、服。あと絵筆です……」

　京司の脳裏に絵筆が入った漆塗りの箱が浮かぶ。

　無くしたと金山が知ったらどんなに悲しむだろうか。

　京司はそう考えただけで、心が刺されたようにズキズキと痛んだ。

「……目的は財布だろうから後は恐らく捨てられている可能性が高い。……その絵筆というのはどんな奴だ？」

　京司は滲んだ涙を乱暴に擦ると、ようやく顔を上げた。

「えっと、これくらいの箱で……色は黒。表面には金で蝶や花が描かれていて……」

　大きさを示すように京司は手で箱の形を空に描いた。

　それを見ていた男が何やら考える素振りを見せた後、おもむろに立ち上がった。

　男の体を隠していた布がハラリと落ち、京司は思わずその下に裸体を予期して目を瞑ったのだが。

　チラリと視線を上げた先にあったのは、上半身だけ裸で下にチノパンを履いている男の姿だった。

　自分にも付いている上に、他人の。しかも、まったく知らない男のモノなんぞ見たくない京司としては助かったが、心配して損をしたような気分にもなる。

　複雑な気分で京司が眉を寄せていると、男が部屋の外にまで響くような声で誰かの名前を呼んだ。

「……バハル、そこにいるか!!」

「はい。ここにおります、アサド様」

　呼び掛けて直ぐ返事が扉越しに聞こえた。

「失礼します」という落ち着いた男の声が聞こえ、扉が開いた。一人の男がそこに現れる。

　スラリとした体。黒い髪が後ろに撫で付けるように固められている。

　理知的な黒色の双眸に細く光る銀フレームの眼鏡がよく似合っていた。

　しかし、何よりも京司を驚かせたのはその男が東洋人だったことである。

　バハルと呼ばれた男の冷たい瞳がスッと京司へ移され、男の表情が曇った。

「え？　わっ!?」

　何故そんな顔をされなければならないのかと、一瞬思った京司だったが視線を下ろした先の自身の体が裸体なのを見て慌てて布団を被った。

（そりゃ、確かにこんな格好見たら眉間に皺も寄るよな……）

　顔から火が出てしまうのではと思うほど熱を持ってしまった頬を意識しながら、京司は布団から顔だけを覗かせた。

「バハル、昨日購入したものをここに持ってこい」

「畏まりました。少しだけお待ちください」

　男が言うとバハルは恭しく一礼し、部屋から出ていってしまった。

　男の高圧的な物言いに慣れている様子といい、バハルの畏まった言動といい。

　どうも、二人は友達や知り合いといった関係ではない気がする。

　ではどういった関係で、何者なのだろうか？

　京司の頭にはそんな疑問が浮かんでいた。

　暫くすると、バハルが箱の様なものを手に部屋に戻ってきた。京司はそれを目にするや否や叫んだ。

「っ、それ!!　俺の絵筆入れです!!」

　遠目で見てもすぐに分かるほど馴染んだソレに京司の瞳に涙が滲む。

　早く手に取り、あの漆塗りの箱に頬擦りして相棒の帰還を喜びたい。

　そんな気持ちが京司の心を埋めつくし。いてもたっていられず、飛びつかんばかりの勢いでバハルの方へと身を乗り出したのだが。京司を冷たい男の声が諫めた。

「……申し訳ありませんが、アサド王子の前です。控えてください」

　バハルに身も凍るような目付きで見られ、京司は動きを止めた。

　この場から逃げ出してしまいたい気持ちに駆られた京司をバハルの視線から隠すようにアサドの背が京司の前に出てきた。

「バハル、よせ。これは私の客人だ」

　京司からアサドの表情は見えないが、言葉尻には怒気が滲んでいた。ゆるく癖のついた鬣のような金色の髪も、気のせいか逆立って見える。

「ですが、アサド様。アサド様はこの国の第一王子であらせられる方です。このような礼儀の欠片もない言動は許されるはずが……」

　アサドの怒りを目の前にしてバハルは一瞬たじろぐも、やはりアサドのことを思ってのことなのだろう。険しい表情で忠言を口にするのだが、京司はそれよりも別のことに気をとられていた。

（嘘、だろ……第一王子だって!?）

　嘉成からニーラムザールが王政であることは聞いていた。そもそも宮殿が見たいがために旅行を決めたのだ。

　しかし、まさか第一王子にこんな形で出会うとは誰が想像できただろう。

　京司は驚きに口を開けたまま、彫刻のように筋肉の浮き出るアサドの背中を見つめていた。

「バハル、くどいぞ。私がよいと言っている」

　アサドがピシャリと言い切ると、バハルは悔しそうに唇を噛み締めた後「……はい」と静かに頷いた。

　少しの間静寂が訪れる。

　京司が居心地が悪そうにもぞもぞと動いていると、アサドがクルリと体の向きを変え。京司を見下ろした。

　その威圧感に京司は知らず知らずのうちに手元のシーツを握り締めていた。

「で、お前はこれが自分の物だと言ったな？」

「え、あ……はい」

　滑らかに口が動き、アサドがバハルから手渡された箱を両手に持ちながら問い掛けると、京司は圧倒されつつ頷いた。

　アサドの手の中にある箱は紛れもなく京司が探していた絵筆入れだ。

　表面に描かれた蒔絵も京司の記憶と寸分の違いもない。

　すんなりと渡してもらえるかと期待して手を伸ばした京司だったが、アサドはいつまでたってもその箱を京司に渡そうとせず。これはおかしい、と京司が眉をひそめた時だ。

「……これは昨日私が露天で買った物でな」

　唐突にそう口にしたアサドの意図が読めず、京司は頻りに瞬きした。

「え？　その……」

　だから一体なんなのだろうか、といった思いが京司の頭を巡り、それが顔にも出てしまっていたかもしれない。

　アサドが京司を見下ろしながら、クッと口角を持ち上げた。

「譲ってもよいが、その代わり条件がある」

　アサドの言葉に京司の眉がつり上がった。

　今はアサドの手元にあるかもしれないが、元は京司の物なのだ。それをただ返してもらいたいだけだというのに、どうして条件を付けられなければならないのか。

　京司は被っていた布団を払い落とすとアサドへ詰め寄って反論の声をあげた。

「ちょっと待ってくれ！　譲るもなにもそれは最初から俺の物だって言ったはずだ！」

　そのまま間近で京司の視線とアサドの視線がぶつかる。

　まるで火花が散るようにきつく睨みあった末、アサドが高慢に鼻を鳴らした。

「ではそれをお前は証明できるのか？　それに、私がお前にこれを譲ったとしたら私だけが損をするのだぞ。それをお前は一体どう補償してくれるのだ？」

「それは、その……貴方が払った額と同じ額を俺が払います」

　正直、何故ひったくりに遭った自分がそこまでと京司は思わなくもなかったが、あの箱がアサドの手の中にある以上そんなこと言えず。

　無難に金で解決しようと思ったのだが、どうやらアサドにとっては京司の回答はお気に召さないものだったらしい。

　アサドは白けたような視線を京司に向け、大きく溜め息を吐いた。

「……お前も存外つまらん奴だな。これでも、私は一国の王子だ。金など腐るほどある」

　アサドが欲しいのは金ではないことは分かったが、だとすれば一体何を払えというのだろうか。

　ますます分からなくなった京司は眉間に深い皺を刻む。

　いくら考えても答えが出ない上に、時間は無限ではないのだ。京司は諦めて教えを乞うことにしたのか、不服そうな表情でアサドに尋ねた。

「では、……何を払えと？」

　京司がそう訊くのをまるで待っていたかのように、アサドの唇がユルリと弧を描きサファイアの瞳が妖しく光る。

　嫌な予感がして、アサドから距離をとろうとしていた京司の細い腕をアサドの大きな手が掴み。そのまま吐息が肌に触れそうなほどの距離まで京司は引き寄せられた。

「お前自身を差し出せ。それならば、これを譲っても構わん」

　まさしく〝傲岸不遜〟という言葉がしっくりくるような不敵な笑みを浮かべるアサドへの怒りが京司の腹の底から込み上げてくる。

　こんな人のことを物扱いするような人間が一国の王子であっていいものか。

　京司は睨み付け、怒りに任せて叫んでいた。

「……ふ、ふざけるなっ!!」

　室内にわんわんと京司の声が響き、アサドが迷惑そうに眉を寄せたが京司の怒りは治まらない。

　もし、京司が喧嘩っ早い性格であったならばアサドを殴っていたかもしれない。

　それほどの目力で睨まれているというのに、当の本人であるアサドは薄く笑っていた。

「ふざけてはおらんさ。私は至って真面目だ」

　心外だ、とでもいうように肩を竦めたアサドに京司の険しい視線が突き刺さる。

　そもそも、真面目な人間は〝お前自身を差し出せ〟などと無茶苦茶な要求を初めからするはずがない。

「……そんな条件飲めるわけない」

　馬鹿馬鹿しい、と京司はアサドの条件を一蹴し、掴まれていない方の手で箱を奪い取ろうとしたのだが。

　いとも簡単に交わされてしまった上に掴まれていた方の腕を頭上で捻り上げられてしまった。

　アサドの身長が高いせいか、不自然に捻られた腕に京司自身の体重がかかり、軋むような痛みが京司を襲う。

　しかし、アサドの前で苦悶の声を上げたくはない。表情を歪めながら京司が堪えているとアサドが意地悪く笑い、京司の目の前で箱を振った。

「では、これのことは諦めて帰るといい。帰りの飛行機と服代くらいは手配してやろう」

　親切でもなんでもない言葉に、京司は虫酸が走った。

「っ、く……なんで、……なんで俺自身を差し出さなきゃならないんだ……アンタ、俺の体には、興味がないんだろ？」

　だったら、何故この身を差し出さなければならないのか？

　京司の瞳がそう問うていた。

　嫌悪を剥き出しにして京司が言葉をぶつけると、アサドは急に掴んでいた京司の腕を離した。

「うわっ!?」

　重力に倣ってベッドの上に転がった。

　何をするんだと、抗議の意を込めた瞳で睨み付けたのだが、アサドは嘲るような視線を京司に向けただけだった。

「確かに、お前の薄っぺらな体など抱く気にはなれんな。ただ……ここは酷く退屈でな。お前が暇潰しのいい材料になるのではないかと思ってな」

「は？　暇、潰し？」

　アサドの言葉を鸚鵡返しのように繰り返した京司だったが、明らかにその声には怒りが滲んでいる。

　二度も薄っぺらと言われたことにも腹が立ったが、京司が何よりも腹が立ったのは自身を暇潰しの〝材料〟と言われたことだ。

　そんなことのために、振り回されているのかと思うと京司は怒りを通り越して呆れを感じる。

　金持ちには変人が多いとも聞くが、目の前のこの男がそうなのかと思うと重い溜め息が溢れた。

　本当ならこの手の人間には一番関わりたくないのだが、アサドが箱を持っている限りここから離れることも出来ない。

　ベッドの上でどうすることも出来ない京司はただ反抗的な瞳でアサドを見つめた。

　アサドの瞳が無邪気に、残酷に輝く。

「お前と私でゲームをしようではないか。私は暇潰しが出来る上にお前は目的の物を手に入れられる。悪くないゲームだろう？」

　そう問い掛けられても、京司は頷くことが出来ない。

　選択肢が一つしか残されていないのは京司にも分かっていたのだが、何もかもアサドの思い通りのような気がして癪だった。

　だからこそ、せめてもの反抗で「嫌だって言ったら……？」と言ったのだが。

　言葉にはしないが予想していた通りアサドは京司の前に箱をちらつかせ、暗に従えと牽制してきた。

「お前が私を楽しませたら、お前にこれを返した上で解放してやろう。また、私がお前に〝飽きた〟と言っても同様に解放してやる。ただし、お前からゲームを下りた場合はこれは返してやることは出来ん。まあ、要は簡単だ。お前は私を楽しませるか、飽きさせればよいのだ」

「っ、そんなの全部アンタの都合じゃないか！　俺はこんなゲームは認めない!!」

　京司は握ったこぶしを怒りで震わせながら言った。

「お前が条件を呑めないというのならば、筆のことは諦めろ」

　ふん、と鼻を鳴らしそう言い放ったアサドに対し、京司は今すぐにでも殴りたい気持ちに駆られる。しかし、ここで感情にまかせてアサドを殴りでもすれば、それこそすぐにでも追い出されかねない。筆のことがある以上、ここは我慢するしかないだろう。

「……っ、別にアンタの言うゲームに乗ったわけじゃないからな」

　吐き捨てた京司に、アサドがクッと唇の端を持ち上げて笑う。

「何とでも言えばよい。どうせお前は私の言った条件を呑むしかない」

「くそっ……アンタ最低だ」

　京司が忌々しいとばかりに表情を歪めて詰るが、アサドは楽しげに喉をくつくつと震わせ笑うだけだった。

　アサドのその余裕のある態度がまた京司の神経を逆撫でする。先程からアサドの掌の上で転がされっぱなしの京司は我慢の限界だった。

「何がなんでも、筆は絶対に返してもらう!!」




　途端に、薄いと思っていた京司の印象がガラリと変わり、アサドの口角が勝手に釣り上がる。

　年齢の予想が付かぬ東洋系の幼い顔立ち。その目尻に並んだ二つの黒子が酷く艶めかしい。

　はっきり言って、京司の体つきはアサドの好みではない。しかし、サラサラと流れるような髪の間から見える屈しない強い光りを持つ瞳はアサドにとって好ましいものだった。

　これは存外楽しめるかもしれないと、アサドの期待が膨らむ。




「バハル、この者に服と部屋を与えろ」

　それまで無表情で控えていたバハルが慌てたような声を上げた。

「っ、アサド様！　まさか、宮殿に住まわせるおつもりですか!?」

「ああ、ゲームが終わるまでこの者にはこの宮殿にいてもらう。表向きは賓客として扱え」

　アサドの碧眼が京司の方を向く。

　しかし、京司はアサドを無視するようにツンと顔を背ける。

　それを見ていたバハルが黙っているはずがなかった。

「このような無礼者をお傍に置いてはアサド様の名誉に傷が付きます。どうか、考え直して下さいませ」

「バハル、くどいぞ。私に二度も同じことを言わせるな」

　主であるアサドにピシャリと言い切られてしまえば、バハルも引き下がるしかなく。悔しそうに唇を噛み締め閉口してしまった。

　張り詰めた空気が室内に満ちている中、京司は不満そうに声を上げた。

「……〝この者〟とか〝お前〟とか言ってるけど、俺にも名前があるんで」

　バハルは京司のことを無礼者だと揶揄したが、京司からすると人に名を尋ねないまま〝これ〟だの〝あれ〟だの呼んでいるアサドとバハルの方がよっぽど失礼である。

　普段ならば、こんなことで一々目くじらなど立てない京司なのだが流石にここまで言われては黙っていられなかった。

「そうか、それはすまなかったな。で、名前は何と言う」

　あっさりと返ってきた謝罪に京司は面食らった。てっきり、アサドのことであるから自身の非を認めないと思っていたのだが。

（なんだ、素直に謝れるんじゃないか……）

　アサドの意外な素直さに毒気を抜かれてしまった京司は抑揚のない声で答えた。

「佳山……。佳山京司」

「キョウジ、か。私はこの国の第一王子、アサド・シャムス・ニーラムザールだ。後ろに控えているのがバハルだ。何か用があればバハルに命じろ」

　アサドに確かめるように名前を呟かれ、京司は妙なくすぐったさを感じる。

　親を早くに亡くした京司にとって、自分を〝京司〟と呼んでくれるのは親友の嘉成しかいない。

　何だか、アサドが急に近しい存在になったようで酷く落ち着かないが、彼が名乗った通り。彼はこの国の王子という立場で、京司の近しい存在になりえるはずがないのだ。

　それに、アサドは京司をわけの分からないゲームに巻き込んだ張本人である。憎いと思いこそすれ、好意を抱くことはない。

　京司は傲岸不遜な王子から視線を外しバハルの方を見た。

　視線が合うと露骨に嫌な顔をされたが、それは一瞬のことで。流石第一王子に仕えているだけあって表情を消し去ると、バハルは京司に向かって深々と頭を下げた。

「……白しら峰みね海かいです。どうぞよろしくお願いします」

（ん？　白峰海？）

　京司は首を傾げた。アサドの紹介した名前とバハルが名乗った名前が一致しないのだが、もしやバハルというのはあだ名なのだろうか。

「アラビア語で海はバハルと言うのですよ。ですから、アサド様は私のことをバハルと呼ぶのです。貴方様はお好きな方で呼んでいただいて構いません」

　淡々とバハルはそう告げたものの心中は京司に名前を呼ばれることすら嫌なのかもしれないと、ついマイナスに考えてしまう。

　それもこれも、出会った時の印象が最悪なせいかもしれない。

　こんな状況で筆を取り戻すことが出来るのか早くも心配になってしまった。

（上手くいきそうになくても、やらなきゃならないんだが……）

　厄介なことになってしまったと京司がため息をついていると、アサドがバハルに指示を出しているのが聞こえた。

「さて、私は一仕事せねばならん。バハル、キョウジが服を着替え次第部屋へ案内してやれ」

「畏まりました」

　アサドはバハルの返事を聞くと京司には目もくれず、部屋の奥の方にある扉へと歩いていき。その向こう側へと姿を消してしまった。

（何なんだ、あいつ……）

　アサドが消えた扉を睨みつける京司にバハルの尖った声が届く。

「さっさとそのみっともない格好をどうにかしてくださいませんか」

　口調は丁寧なのに、内容はその大半が京司に対する嫌味だ。

（あの主にしてこの従者あり、か）

　京司は布団を体に巻き付けて裸体を隠しつつ、のろのろとベッドからおり、今日何度目になるか分からぬため息を溢した。




　あの後、バハルから手渡されたカンドーラに身を包んだ京司は広い廊下をバハルと二人歩いていた。

　目の前のバハルが優雅にカンドーラの裾をさばいて歩くのに対して、初めて身に着けた京司は、その長い裾に時折足を取られながら必死について行った。

（歩きにくいな……）

　せめて裾を少しでも上げられたのならば少しは違うと思うのだが、そんなことをした瞬間。目の前のバハルがここぞとばかりに嫌味を言ってくるだろうことが京司には容易に想像できた。

（しかし、後姿だけは綺麗だな）

　同じカンドーラを着ているとは思えぬほど、バハルの後姿は美しい。

　京司と同じか、いやもしかすると京司よりも身長は低いかもしれない。

　しかしながら、スッと伸びた背筋からは自身に対する自信が窺え、頭からつま先、指先に至るまで。一つ一つの動きが洗練されていた。

　そんな彼が、高い天井と磨き抜かれた大理石の間。窓ガラスのはまらない大きな窓から差し込む光に照らされている光景は、京司の創作意欲を刺激した。

（描きたいな……）

　込み上げる欲求が京司の指を無意識に動かしていた。筆もカンバスもここにはないが、京司はまるでそこにそれらがあるように空に指を滑らせる。

　一滑り、二滑り。触れはしないがバハルの背をなぞるように動かしている時だ。

　不意に彼が足を止め、振り返った。

　驚いた京司は裾を踏んづけてしまい、危うくこけそうになりながらどうにか止まったが、バハルには呆れたような瞳を向けられてしまった。

「今いるここが、宮殿のワサト（中央宮）です。ここにはアサド様、カマル様、現国王陛下、皇后陛下が住んでおられます。ここが国の中枢であるといっても過言ではありません。なので、厳重な警備が敷かれています。むやみやたらと歩き回ったりしないようにしてください」

　唐突に始まった案内に京司はポカンと呆けていたが、聞いたことのない名前が出てきて首を傾げた。

「あの、カマル様ってのは？」

「アサド様の弟君で、この国の第三王子であらせられます」

（へえ、弟がいるのか）

　先程まで顔を突き合わせていた男は傲慢で傍若無人で。とてもじゃないが兄弟がいるようには見えなかったのだが、人は見かけによらないのだなと京司はしみじみ思った。

　あの男でも、弟の前では兄らしい顔をするのだろうか？

（だからといってあまり興味はないかな）

　何となく浮かんだ疑問を頭から追い出すと、京司は窓から見える景色を眺めた。

　元は、砂漠のオアシスに創られた小さな国だと聞いているが。この大きな宮殿を見る限りそんな面影は何処にもないように思われる。

　丁度二階部分にあたるこの場所から、京司がこの国の昔の姿を想像していると苛立ったバハルの声に引き戻された。

「よそ見をしないでいただけますか？」

　腕を組み、京司の前で仁王立ちするバハルの瞳が細身の眼鏡の奥で鋭く光る。

　会ってまだ間もないがバハルの性格が大分分かってきた京司はこれ以上面倒臭くなる前に、「あ、はい……」と素直に頷く。

　よろしい、とばかりにバハルは薄く笑むと説明を再開した。

「貴方が逗留されるお部屋はガルブ（西宮）にあります。ガルブは主に賓客室、ハマム（浴室）、娯楽室等々がございますので、退屈はされないかと」

　正直、京司からしたらあの箱さえ取り返せたのならば他のことはどうでもいいのだが。

　しかしそんなことをバカ正直に伝えるわけにもいかず、京司は適当なところで相槌を打ちながらバハルの説明を聞き流していた。

　京司の視界の端に映る窓から見える空は、昨日と同じで雲一つない。

　それなのに、心なしか曇ったように見えるのは京司が置かれている状況が違っているからだろうか。

「後は、シャルク（東宮）ですが……。ここには第二王子や使用人が住んでいます。他には厨房、牢なんてものもございます。一応ですが、表向き貴方はアサド様が招いた賓客ということになっておりますので、シャルクには近寄らないでください」

　一通りの説明がすんだバハルが、再び歩を進め始めたので京司も慌ててその後に続く。

　長い廊下を抜け、階段を下り。

　中庭を望める回廊に差し掛かったところで京司はぼんやりと聞いていた説明の中で気になったことを尋ねてみたい気持ちになっていた。

「……一つ聞いても？」

　バハルから快い返事など期待できそうにもないだけに、京司がそう切り出したら、案の定。バハルの不機嫌そうな声が返ってきた。

「内容にもよりますが、取り敢えず聞くだけは聞いて差し上げます」

　バハルからしてみれば、それだけでも十分な譲歩だろう。

　気を変えられないうちにと、京司は口を開いた。

「何で、第二王子だけその、シャルクに住んでるのかな？」

　京司からしてみれば何気ない質問だったのだが、バハルにとっては違うらしく。ピシリとバハルの周りの空気が凍り付いた。

「……申し訳ありませんがその質問にはお答えしかねます」

　硬い声で言いきられてしまえば、京司としても引き下がるしかなく。

「えっと……？」

　結局、疑問だけを残したまま。そこでその会話は終わってしまった。

　暫く京司はバハルのきびきびとした後ろ姿を眺めながら回廊を無言で進んでいた。

　回廊が終わり。バハルが〝ガルブ〟と説明してくれた建物内に入った頃だろうか。

　あの質問から沈黙を続けてたバハルが釘を刺すように尖った声で京司に話しかけた。

「兎に角、貴方様はガルブから出ないようにしてください。ただでさえアサド様は今大変な時期なのですから。少しの不安材料でさえ潰しておきたいのです」

「大事な時期？」

　さっぱり意味が分からない京司は、ただ疑問を口にだしただけなのだが。「貴方様には関係御座いません」と振り返ったバハルに言い切られたうえ、敵意の籠った瞳で睨まれてしまった。

（俺が一体何をしたっていうんだ……）

　理不尽な対応に京司の機嫌も下がり、冷え冷えとした空気を二人漂わせながら黙々と歩く。

　重厚な扉を一つ過ぎ、二つ過ぎ。

　やがて、三つ目に差し掛かったところでバハルの足が止まった。

「ここが、暫く貴方様の滞在するお部屋になります」

　先導するバハルの手によって扉が開かれ、京司の目の前に現れたのは豪華な内装の部屋だった。

　バハルに早く入れと言わんばかりの目で睨まれたので、京司は恐々と室内に足を踏み入れた。

　先程のアサドの部屋よりも幾分か狭いが、それでも京司の家の自室の倍以上は広く。

　その中で、天蓋付きのベッドが一際強い存在感を放っていた。

　足元の絨毯も一体幾らするのか分からないほど高級そうだ。細かくアラベスク文様が施されていて踏むのが躊躇われる。

　京司が入口から数歩進んだところでまごついていたら、バハルにため息を吐かれてしまった。

「あまりきょろきょろしないでいただけますか。同じ日本人と思われるのが恥ずかしいので」

「あ、はあ……」

　一方的に言いたいことを言うと、バハルは踵を返す。そしてそのまま「私は隣に居ますから、御用があればお呼びください。ただし、くだらないことで呼ぶのはやめてください」と言い残すと、バタンと扉を閉めてしまった。

　部屋に一人取り残された京司は、居心地悪く絨毯の上を歩き備え付けのソファの上に浅く腰かけた。

（あの人、隣に居るって言ってたな……）

　バハルの言葉を反芻させていた京司は重たいため息とともに頭を抱えた。

　迂闊に何かしようものなら、バハルがすぐに飛んできそうで気が重い。まるで、見張られているようだ。

（これからどうなるんだろう？）

　こんな時嘉成に相談できればいいのだが、スマホは盗られたバッグの中だ。連絡すらつけられない。

　まさに、孤立無援そのものの状態。

　京司はソファに背を預け、これが夢であればいいと思いながら瞼を下した。








第３章　王子の戯れ













　コンコン、と扉をノックする音が京司の意識を揺り起す。

　疲れているんだからもう少し寝かせておいてほしい、と京司は音を無視するようにソファの上で寝返りを打った。

　しかし、ノック音は尚も続き止む気配がみられない。

　とうとう観念した京司は、目を擦りながらふらふらと扉に近付き、開けた。

「何度もノックをしたはずですが、何故出てきてくださらなかったのですか」

　予想通りと言うべきか。扉の前に立っていた険しい表情のバハルに小言を言われ京司はうんざりとした表情を浮かべた。

「疲れて、寝てたみたいで……」

　暗に放っておいてほしいと伝えたはずなのだが、バハルは眉を吊り上げただけで部屋の前から立ち去ろうとしない。

　それどころか、京司の全身を検分するように見ると忌まわしいとばかりにその表情を歪めた。

「本当にだらしがない方ですね。まあいいです、アサド様がお呼びですから付いてきてください」

　告げられたバハルの言葉に京司の眠気は吹っ飛んでいた。

　あの王子のことだ、会えばろくなことを言わないに違いない。

　京司は曇った表情のまま「何処にですか？」と、取り敢えず行先だけ尋ねた。

「アサド様の部屋です」

「行きたくありません……」

　バハルが淡々と行先を告げてすぐに、京司は断っていた。

　アサドに会うこと自体嫌であるのに、ましてやプライベートスペースに招かれ二人きりなど京司に耐えられるはずがない。

　もし二人きりになろうものなら早々に。主に京司が、だが、殺伐とした雰囲気になるのが目に見えている。

　京司は、話は終わったとばかりに扉を閉めようとしたのだが、バハルの手がそれを邪魔した。

「私個人としては、貴方がアサド様に近付くこと自体反対ですがアサド様の命令ですからお連れしないわけにはまいりません」

　ググッと力を込めなおも扉を閉めようとする京司だが、抉じ開けられてしまう。

　うっ、と言葉に詰まりながら京司の体が無意識に後ろに逃げた。

「因みに、こない場合は〝ゲームを自分から降りたとみなす〟とアサド様からの伝言でございます。それでも行かないと仰るのでしたら、もう私はお引き留めしませんが、如何なされますか？」

　恐ろしいと感じるほどの満面の笑みを浮かべたバハルにそう言われてしまうと、京司には断るという選択肢は残されておらず。

「行きます……」

　この世の終わりとでもいうような酷い表情で、京司はのろのろと部屋を後にしたのだった。




　バハルが滑るように大理石の回廊を移動していく後ろを京司は背を丸めとぼとぼと歩いていく。

　数時間前に通った時は、窓から差し込んだ日差しでまぶしいほどに明るかった回廊は、今は夕日に包まれて赤く燃え上がるような色をしていた。

　時折、何人かの使用人とすれ違うがバハルに連れられているせいか、誰も京司と目を合わせようとせず。足早に通り過ぎていく。

　無言のまま、京司はひたすら廊下を歩いた。

　やがて、ワサトに入り階段を上り。暫し廊下を進むと獅子のレリーフが飾られた扉が京司の目の前に現れた。

（安直な……）

　アサドとはアラビア語で獅子を意味するらしく、だからこそアサドの部屋の扉に獅子のレリーフが飾られているのだろうが些か安直すぎやしないかと、京司は心の中で突っ込んだ。

　バハルはそんなこと気にも留めていないのか。レリーフの前で動きを止めている京司を押し退け、扉を三度ノックした。

「アサド様、佳山京司様を連れてまいりました」

　抑揚のない声でバハルが言うと、「入れ」とアサドの高慢な感じのする声が扉越しに京司の耳に届いた。

　主の許可を得たバハルが、扉を京司の目の前でゆっくりと開いていく。

　アサドの部屋の内装が凄いことは既に知っていた京司だったが、それとは別のものを目の当たりにし思わず体を仰け反らせた。

「うわ……」

　部屋の中から香辛料の香りが溢れ出てきて、京司は顔を引き攣らせる。

「早く入れ」

　アサドが急かすように手招きするのだが、京司の体は中々入口の辺りから動こうとしない。

　というのも、アサドの部屋の中央。絨毯の上のビニールシートの更に上にはところ狭しと料理が並べられていたからだ。

「……床で食べるのか？」

　目の前の光景に京司はあ然とした。てっきりテーブルの上に料理が並べてあるのを想像していたのだが。

「こちらでは、これが普通なのです」

　淡々とバハルが説明をするが、まだ京司は驚きから抜けきれないでいた。

「どうしたのですか？　早く入ってください」

「あ、……はい」

　バハルに背を押され、京司はつんのめるようにして前に出た。

　今すぐにでも逃げ帰りたいところだが、ルールのせいでそれは出来ない。

　京司は萎えそうになる気持ちを無理矢理奮い立たせるとのろのろとアサドが待つところまで歩を進めた。

「さあ、座るといい。今夜の食事はお前のために作らせたのだ」

　近付くほどに強くなる香辛料の香りに京司は眩暈を感じた。

　食欲なんてものはわかなくて、ただ胃が引き絞られるように痛む。

　しかし、アサドに弱みを見せたくない京司はそれらをぐっと堪え。アサドの真向いに腰を下ろした。

「案外似合っているな」

　アサドが京司を頭からつま先まで眺めながら、満足そうに言った。

　ということは、このカンドーラはアサドが見立ててくれたものなのだろうか。

　京司はカンドーラの布地を指先でつまみながらそんなことを思った。着てみて初めて知ったが意外に通気性がよく、さらさらとした布地が心地よかった。

　しかし、それをアサドの前で口にするのは気恥ずかしいうえ、癪だったので京司はツンとすましたまま「いただきます」と口にして、平べったいパンのようなものに手を伸ばした。

　それを見ていたアサドが、京司の方へと杯を差し出す。

「折角なのだ、お前も杯を持て」

　押し付けられるように渡された杯の中には濃い赤紫の液体がゆらゆらと揺れている。京司が鼻を近づけて嗅いでみると、瑞々しい葡萄の香りがした。

　恐らく、葡萄酒だろうか。

　普段からあまり酒を嗜む方ではない京司は杯をアサドに突きかえしながら頭を横に振った。

「いえ、俺酒はちょっと……」

「何を言っている。これは葡萄果汁でアルコールは入っておらん。わが国では、基本飲酒を禁じているからな」

　クッと口角を吊り上げたアサドが再び京司に杯を差し出すと、勘違いしたことに恥ずかしくなりながら京司はそれを受け取る。

「キョウジ、お前と私の出逢いを神に感謝する」

　杯を空に掲げたアサドの口からさらりと出てきたセリフに京司はぎょっとした。

　こんなセリフ、日本で映画やドラマの中でしか聞いたことがない。

　きっとアサドも冗談か何かで言っているのだと京司は思ったのだが、アサドの二つの碧眼は澄んだ色を湛えていた。

　冗談なんかではないと分かると、京司は更に動揺した。まさか、素面でこんなクサいセリフを口にする人間がいるとは。

　呆気にとられていたせいもあって、京司は杯を取り落としそうになった。

「っ、……！」

　寸でのところで掴んだお蔭で床を葡萄ジュース浸しにせずに済んだが、杯の中身が大きく揺れ京司の手を濡らした。

「まったく、私の前でそのように狼狽える奴は初めてだ。しかも、溢すとは……手のかかる奴だ」

　やれやれと肩を竦めたアサドがスッと立ち上がった。

　恐らく、拭くものか何かをバハルからもらいに行くのだろうと思っていたのだが。

　アサドはおもむろに京司の隣にやってきて座ってしまうと、ぽたぽたと雫の垂れる京司の手を褐色の大きな手で掴み引き寄せた。

「わっ!?」

　引っ張られ、京司の体がアサドの方に傾く。

　踏みとどまろうとした京司だったが、アサドの力が強いせいで勢いのままアサドの膝に倒れ込んでしまう。

　固い感触が京司の頭の下にあった。

　視界が横倒しになって、布越しに自分とは別の体温を感じる。

「これは、随分と大胆だな」

　頭上から聞こえたからかうようなアサドの声でようやく固まっていた京司の思考が動き出した。

「っ!!」

　ガバリと起き上がり京司はアサドを睨んだが、アサドはクツクツと喉を鳴らすだけで、いっこうに手を離そうとしない。

　それどころか。

「こんなに溢すとは、勿体ない」

　そう言って、あろうことか京司の手首に伝ったそれを舌で舐めとったのだ。

　温かく、湿った感触が手首の内側。血管の透けて見える辺りを行き来している。

　驚きのあまり固まる京司を気にも留めず、アサドの舌が零れた雫を残さず舐めとる。最後に肉厚な唇が一度吸い付きわざとらしくチュッと音を立てて離れていった。

　ぞわぞわと怖気が京司の背を走り抜け、ヒッと小さく喉が鳴った。

「な、なな、なんてことをするんだ!!」

　どもりながら京司がアサドの手を振り払うと、あっさりとアサドの手は離れた。

　アサドは京司の隣に腰を下ろしたまま、さも当然といったふうに踏ん反り返って言った。

「私は親切でしてやったのだぞ。そこは感謝すべきだろう？」

　そう言われたものの、アサドの顔には意地の悪い笑みが浮かべられていて京司にはどうにもアサドの言うことが嘘っぽく感じられた。

　これ以上、隣に居たらそれこそ何をされるか分からないような恐怖を感じ京司はアサドから距離をとる。

　そしてアサドの手が届かぬほど離れた場所から、眉を吊り上げながら言った。

「だからって、舐める必要はないだろ!!」

　拭くものを持って来る手間はあったとしても、舐めるよりはずっとマシだ。それをアサドはしなかったのだから、京司が警戒するのもおかしくはない話だった。

　京司の怒りを目の前にして、アサドは悪びれもしない。

　弧を描いた口元へ杯を優雅な手つきで運び、唇を湿らせる。

「そういう気分だったのだ」

　そういう気分とはどんな気分だ、と京司は内心文句を溢す。

　気分でからかわれる身としては、堪ったものではない。

　京司は眉を寄せたまま葡萄ジュースを口にした。

　瑞々しい甘さが口内に広がり、爽やかな香りが鼻から抜けていく。普段の京司なら素直に美味しいと口にしていたのだろうが、目の前のこの憎たらしいほどに高慢な男を前にすると何も言いたくなくなってしまう。

　京司が黙り込んで揺れる杯の中身を渋い顔で見つめていると、アサドが話を蒸し返してきた。

「しかし、あそこまで驚くとは……お前はああいったことには不慣れなのか？」

　図星を差されたこともだが、それよりも。いや、それ以上に、あって間もないアサドにプレイベートにまで突っこんだ質問をされ京司の苛立ちは最高潮に達していた。

「……アンタには、関係ないだろ」

　鋭く尖った声で答えながら、京司はカンドーラを指が白くなるほど握りしめてていた。

　嘉成も大分無神経なところがあるが、アサドほどではなかった。

　京司は、この場に居ない友に内心謝りながら美味しいはずのジュースを仏頂面で飲み干した。

　相手が王族だと分かってはいるが、アサドの言動が気に入らない京司はムスッとした表情で彼を睨んでいた。

　しかし、変なことにアサドは気を悪くした様子もなく。上機嫌で杯を空けては手酌で赤紫の液体を注いでいく。

　てっきり、京司を部屋に案内した後、部屋の外で待機しているらしいバハルを呼び、酌をやらせるものだと思い込んでいた京司は仏頂面の下で驚いていた。

「ハハッ、本当にお前は面白い。私を前にして物怖じせずに言いたいことを言う奴なぞ久々に出会った」

　嬉しそうに笑うアサドに、京司の毒気がほんの少し抜かれる。

　普通、物怖じせずに歯向かってくる人間など厄介な存在でしかないと思うのだが。アサドに限ってそうではないのだろうか。

　そう考えたら、つい京司の口が滑っていた。

「……バハルさんは、言ってくれないのか？」

　京司の一言に、アサドの表情が僅かに曇る。

「あれは、忠言はすれどもそれ以上は言わん。従者としては正しいのだが、私としては物足らぬ」

　先程まで強く輝いていたアサドの青色の二つの瞳に僅かにかげりが差す。

　京司は早々に尋ねたことを後悔していた。

　しかし、元々社交的ではない上話術も下手な京司から話題を振って場の雰囲気を変えるなど出来るはずがない。

　どうすればよいのかと、気持ちばかりが焦るが考えれば考えるほど口は動いてくれず。自身の不甲斐なさに唇を噛み締めていると、アサドがフッと笑った。

「して、お前はいつまでそんな遠くにいるつもりなのだ？　取って食いはせぬからもう少し近くに来い」

　京司に手招きするアサドの瞳には既に輝きが戻っていて、京司はホッと息を吐いた。

　早くしろ、と急かすアサドに恐る恐る京司は近付く。

「本当に、何もしないか？」

　確認するように京司が尋ねると、アサドは無害だといわんばかりに両手をふらふらと振った。

「ああ、これ以上何もしない。キット（猫）のように毛を逆立てている姿を見せられたら、手出しも出来ぬ」

　手出しされないと分かって安心した京司は、一メートルほど間を空けてアサドの隣りに腰を下ろした。

　何だか、ドッと疲れた気がするのは京司の気のせいだろうか。

　京司は表情に疲れを滲ませたまま、今度こそ平べったいパンを手に取った。

　少し冷えてしまっているが、モチモチとした白く柔らかそうな生地は京司の食欲を誘う。

（そういえば、昨日から何も食べてないんだった……）

　今更になって思い出すと京司の腹が小さくクゥっと音を立てた。

　我慢できないと白いパンにかじりつく。と、口の中に入れた瞬間小麦の甘味が広がり京司は頬が緩むのを感じた。

　アサドに「美味いか？」と問われ、京司は頷いていた。

　腹が空いていたということもあるが、さすが宮殿で出されているだけのことはあって素直に美味しかったのだ。

　早くも、一個目のパンを食べ終わり。京司が二個目に手を伸ばそうとしている時だった。

　大きな肉の塊をナイフを使い器用に切り分けながら、アサドが唐突に話を振った。

「しかし、それなりに女性経験はあるのだろう？」

「っ、ゴホッ、ゲホッ!!」

　先程の話の延長でこの話題をアサドは選んだのだろうが、まさかこのタイミングでそんなことを訊かれるとは予想もしていなかった京司は盛大に噎せた。

　目尻に涙を滲ませながら激しく咳き込んでいると、アサドに飲み物を手渡された。京司はそれを受け取ると一気に飲み干す。

「落ち着いたか？」

「うん、……なんとか」

　アサドのせいで噎せたと言っても差し支えはないのだが、心配してくれていることもあってどうにも責められない京司は目尻の涙を拭いながら頷く。

（なんか、意外だけど面倒見がいいな……）

　初めは、アサドの鼻持ちならない部分ばかり京司に見えていたが。少し話をしてみて気が付いた。

　確かにアサドは高慢であるには違いないが、意外にもつぶさに周りを観察しているようなのである。

　その上で、話題を振ったり。場の雰囲気を変えたり、何かと京司をリードしてくれようとしているのが伝わってきた。

（……まあ、これも俺を屈服させるための罠の可能性もあるんだけど）

　アサドの場合そちらの可能性が高い気がした京司は、ほだされかかっていた自分を追い出すように頭を振る。

「で、先程の答えは？」

　目線でも話の続きを促され、京司は暫し悩んだ末。

　無表情で「そこそこ……には、あると思う」と曖昧にぼかして答えた。

　本当は数えるほどしかないのだが、アサドに話したら最後。それをネタに滞在中ずっとからかわれそうだったからだ。

　京司の答えにアサドは肉を切り分けていた手を止め、人差し指を口元にあてながら口を開いた。

「ふむ、そうか。てっきり〝ない〟と答えるのかと思っていたのだが。……若いのに手が早いのだな」

　アサドの鋭い読みに京司は体が強張ったが、それも一瞬のことで。それよりも、聞き捨てならない言葉の方に反応してしまっていた。

「は？　若いって……俺が？」

「ああ、学生なのだろう」

　アサドは本当にそう思っているようで、間違っていることなど微塵もないと感じさせる声で言い切るものだから、京司は思わず頭を抱えてしまう。

「……違う。とっくの昔に成人してる」

　ようやく顔を上げた京司が絞り出した声で言うと、アサドは驚きを露わに頻りに瞬いた。

　それにつられて金色の長い睫が揺れ、碧眼がきらりと光る。

「成人……確か、バハルが日本は〝二十歳を過ぎたら成人〟だと言っていたな。しかし、キョウジはどう見ても……」

　そう言葉を途切れさせジロジロと。それこそ顔に穴が開くのではないかと思うほどアサドに凝視され京司の口元がヒクリと戦慄いた。

（人のコンプレックスをよくも……）

　握りしめた京司の拳がわなわなと震える。

　やはり、アサドとは気が合いそうにもない。

　京司は不躾に突き刺さるアサドの視線を跳ね除けるように眼光鋭く睨み返すと大声で言った。

「……今年で37だ!!」

　京司の怒声が室内に響き渡る。

　何ごとかと心配したバハルがノックを忘れ室内に飛び込んできたのに対して、アサドは「ほう……、私より九つ上か」と驚きを口にしながら表面上は落ち着き払った様子で京司をジロジロと眺めていた。

　視線が、下から上。上から下へ行き来する。

「しかし、不思議だ。何度見てもそうは見えない」

　ややあってからアサドの口から出てきたのは、いまだ信じられないといった響きの言葉で。それを聞いていた京司の中の何かがプチリと音を立てて切れた。

「悪かったな、童顔で!!　もういい、部屋に戻る」

　叩きつけるように言うと京司は立ち上がった。

　バハルがすかさず京司を止めようとするが、頭に血が上った状態の京司はそれを乱暴に振り払うと出口へと歩いていく。

「もうよいのか？　まだ少ししか口にしてないだろう」

　扉へ手を掛けた京司の後ろから、アサドの楽しそうな声が京司の耳に届いた。

　振り返らずとも京司には分かる。アサドは今あの蠱惑的な唇にそれはそれは綺麗な弧を描いているはずだ。

　京司の怒りですら、アサドにとって暇つぶしになってしまう。

「もうお腹いっぱいだよ。ご馳走様!!」

　京司はアサドの顔を見ないままそう言うと、力任せに扉を閉めた。

（本当に頭にくる!!）

　礼儀作法もへったくれもなく、カンドーラの裾をバサバサと音を立てながら夜の影が下りた廊下を進む京司にすれ違う者が不審な目を向けるが、京司にはそれを気にしているだけの余裕はなかった。

　そのまま、ワサトを抜けガルブの京司にあてがわれた部屋まで一度も足を止めずに戻ってくると力任せに扉を閉め、鍵を掛けた。

「疲れた……」

　アサドと一緒にいると怒りが先行してあまり感じなかったが、一人になった途端にドッと疲れが押し寄せてきて、京司はよろけながらベッドへと向かう。

　部屋には備え付けのバスルームがある。シャワーを浴びなければと頭では思うのだが、酷く重い体は動かすのすら億劫で。京司は倒れ込むようにベッドに転がった。

「こんなとこ、……早く筆を取り戻して、……出ていってやる」

　豪華に飾り立てられた天蓋を見つめながら決意を口にする京司の瞳がとろりと蕩ける。

　昼間とは違い、冷たい風が細い月明かりとともに室内に入り込み頬を撫でていく心地良さに身を委ねながら京司はゆっくりと眠りに落ちていった。




　翌日、京司は深い眠りから扉を激しくノックする音で叩き起こされた。

「佳山様!!　早く起きてください!!　何時だと思っていらっしゃるのですか!!」

　ベッドの上で瞼をうっすらと開いた京司はうんざりとした顔で体を起こした。

　窓から差し込む光は明るく、頭上高くに太陽が昇っているのが見える。

　恐らく、昼あたりだろうか。

　寝過ぎたせいで体が固まっているような気がした京司は、ベッドの上でググッと伸びをした。

「聞いておられますか!!　早く起きてくださいと何度申し上げたらいいのですか!!」

　再び聞こえてきたバハルの声に京司はため息を溢すと、渋々扉の前に向かい鍵を開けた。

「……ようやく起きてくださったみたいですね」

　扉越しに嫌味が聞こえ、京司は早速鍵を開けたことに後悔していた。しかし、開けないままでいたらバハルのことだ。それこそ、開けるまで扉をノックし続けていたに違いない。

　そんな想像をしつつ京司が扉を開けると、恐い表情で仁王立ちをしているバハルがいた。

　一糸の乱れもなく、今日もピシリとカンドーラを身に着けたバハルが眼鏡の細い銀フレームを指先で押し上げる。

「アサド様が中庭でお待ちです。ついてきてください」

　用件のみを唐突に告げられ、京司の眉間に皺が寄った。寝起きなこともあって、普段涼やかな瞳が今は据わっていて変な凄味が出ている。

　そんな京司が、不機嫌そうに掠れた声で返した。

「今から……？　俺、シャワー浴びたいんだけど……」

　バハルの返事も待たずに京司は扉を閉めにかかるが、呆気にとられていたバハルもそれは見過ごせないらしく扉の間に強引に体を滑り込ませ阻んだ。

　眼鏡の奥の黒色の瞳が冷たく光る。

「シャワーを浴びるのはけっこうですが、終わったら中庭にいらっしゃってください。それとアサド様からの伝言です。〝来ない場合はキョウジの負けだ〟と。……よく考えた上で行動なさってください」

　忠告とも取れる言葉を残し、バハルはフンと鼻を鳴らすとピシャリと京司の前で扉を閉め去っていった。

　残された京司はというと呆気にとられた表情でバハルによって閉じられた扉を見つめていたのだが、ジワリジワリと込み上げる苛立ちに髪を掻き乱した。

（叩き起こされた上、なんだってあんなふうに言われなきゃならないんだ!!）

　眠気はもうすっかり吹き飛び、過去最悪をマークするほど機嫌は悪い。

　体は汗でべたつく上に、気分も最悪な京司はドスドスと床を踏み抜かんばかりに足音を立てながらバスルームに向かった。

　それから三十分後、新品のカンドーラに身を包んだ京司はガルブとワサトを繋ぐ回廊の辺りを思いつめた表情で忙しなく行き来していた。

　京司が歩く度に昨日とは違う刺繍の施されたカンドーラとゴトラの裾がヒラヒラと誘うように揺れ動く。京司の傍を通り過ぎていく使用人達もいるのだが、言葉が通じるかどうかも分からない見知らぬ東洋人に話しかけるものは誰一人としていない。

（行かなきゃいけないんだろうけど、行きたくない。でもそうなると筆が……）

　そのことが京司の頭を悩ませ、足を目的の場所まで進めなくさせていた。

　空は青く高く、太陽もギラギラと輝いているというのに京司だけが暗雲を背負っているかのように暗い雰囲気を纏っている。

（大体、何で呼び出すんだ？　忙しいんじゃないのか？）

　同じ場所を行き来しながら俯きがちにぶつぶつと口にする京司の姿はもはや不審者に近いものがある。

　周囲にいる誰もが遠巻きにそんな京司を眺めている中、近付く者がいた。

「遅い。待ちくたびれたぞ」

　文句を口にしながら京司の方へと向かってくるのは、京司を悩ませている元凶のアサドだった。

　日の下で見るのはこれで三度目になるが、その精悍な顔立ちは本当に絵画から抜け出てきたようだ。京司は一瞬見とれてしまったが慌てて視線を逸らす。

　どれほど見目麗しかろうが、相手は妙なゲームを吹っ掛けた上に大事な筆を利用して京司に命令するような人間である。

「アンタが勝手に呼びつけて、勝手に待っていただけだろう？」

　敵意を剥き出しにしながら京司が言うと、アサドは「確かにそうだが……」と珍しく認め、眉を寄せた。

　しかし、すぐにその表情はいつもの自信に裏打された笑みに変わり見えなくなってしまう。

「だが、こうしてお前はここまで来たのだ。なんの問題もなかろう？」

　アサドの一言に京司は言葉を失った。

　アサドにとっては京司がこの場に来たことが重要であって、それ以外は気にすることではないようだ。

　それが酷くこそばゆいと同時に京司の苛立ちを誘う。

　だから、だろうか。

「それは、アンタが妙なゲームのルールで脅すから、仕方なく来ただけだし……」

　気が付くと、京司の口からは可愛げのない言葉が出ていた。

　それなのにアサドは「それでも構わん」と一言で済ませ、怒ったりしないのだから。高慢なのか、それとも優しいのか京司にはわけが分からなくなってくる。

　京司は理解が出来ないアサドという男を複雑な表情で睨んでいると、そのアサドにおもむろに手を握られ慌てた。

「な、ちょっ、勝手に触るな!!」

　急いで振り払おうとするものの、京司より体格がずっと良いアサドの力に敵うはずもない。

「お前に見せたいものがあってな。こっちだ」

　そう言って京司の意見を訊きもせず歩き出そうとするアサドに抗うように、京司は足を突っ張らせた。

「一人で歩けるから、手を離せよ」

　アサドの引く力の方が強いため、ずるずると引きずられるように前進するなか。京司はなんとかアサドの手を解こうと奮闘しながら言ったのだが。いっこうにアサドの力は緩む気配がない。

　それどころか。

「却下だ。手を繋ぐくらい恥ずかしくもなかろう？　それに、私は案内しているだけだ。堂々としていろ」

　あっさりと却下されてしまい、逆に指同士を絡められてしまった。所謂、〝恋人繋ぎ〟と呼ばれる繋ぎ方に京司は顔が熱くなる。

「っ、俺はアンタとは違うんだ。出来るわけないだろ!!」

　京司は振りほどこうと躍起になりながら叫んだのだが、アサドに「ここで大声を上げている方が恥ずかしいと思うが？」と言われてしまえば、確かにその通りで、黙るしかなく。

　そのまま、ズルズルと引きずられながら回廊を進んだ。

　やがて、ガルブからワサトに入る頃には抵抗することも疲れ、顔を俯かせたままアサドに手を引かれ自身の足で歩いていた。

「どこまで行くんだ？」

　ワサトの長い廊下を二人歩く中、京司は沈黙に耐えきれずそう尋ねていた。

「中庭だ」

　短いアサドの答えが返ってきて、京司は首を傾げた。

「中庭って……さっき通り過ぎなかったか？」

　京司の頭に浮かんだのは、先程通り過ぎたガルブとワサトを繋ぐ二本の回廊に挟まれた中庭だった。てっきり目的の場所がそこだと京司は思い込んでいたのだが、どうやら違うようで。

　京司の手を引くアサドの歩調は一定の速さを保ったままだ。

「ああ、ガルブの中庭は通り過ぎたな。今から行くのはシャルクの中庭だ」

　なんでもないことのようにあっさりと告げるアサドの一言に京司は顔色を変えた。

「シャルクって……バハルさんは行くなって言ってたけど？」

　シャルクには〝近付くな〟とバハルに念を押されたのはまだ京司の記憶にも新しい。

　それなのに、その主が率先してそれを破るとはどういうことなのだろうか。

　京司が不審な目でアサドの背を睨みつけているとアサドは前を見据えたまま言った。

「まあ、お前一人で行くのは歓迎せぬな。しかし、今日は私がいる。だから、大丈夫だ」

　バハルに文句を言われるとしたら間違いなく京司であるというのに、何が大丈夫なのだろうか。

　京司は自信をもって言い切るアサドにため息を溢す。

「都合良すぎじゃないのか？　バハルさんに小言言われるのは俺なんだけど」

「あれには言ってあるから問題ない」

　アサドにそこまで言われてしまうと、京司としてはもう反論の素材もない。

　仕方なく、嫌々足を動かし進んだ先。

　室内よりも視界が開け、明るく日の差し込むワサトとシャルクを繋ぐ回廊に京司とアサドはたどり着いた。

　京司の目の前に広がっていたのは、ガルブと同じような回廊とまるでここが乾いた大地だとは思えぬほどに瑞々しい花の咲き誇る中庭だった。

「……凄いな」

　京司は信じられないとばかりに目を見開き、その場に立ち尽くし見惚れていた。

　乾いた風に乗って花の甘い香りが京司の鼻先を擽っていく。

「キョウジ、こちらだ」

　アサドに手を引かれ、京司は回廊から逸れ中庭に足を踏み入れた。

　地面に生える柔らかな草が、サンダルを履いている京司の足を優しく包み込む。

　丁寧に整えられた植込みには大輪の白いバラが幾つも咲き、灼熱の太陽の下で美しく輝いている。

　他にも至るところに様々な色の花が咲いていたが、そのどれもがバラだった。

「こんなに沢山のバラ、一体どうやって育てているんだ？」

　純粋な疑問に京司がアサドを見上げながら尋ねると、アサドは傍らの白バラに慈しむような瞳を向けながら答えた。

「この庭にあるもの全て厳しい環境下でも育つように品種改良されたバラだ。母が特別に用意させたものでな」

　そう口にしたアサドの指は優しくバラの花弁を撫でる。

　アサドの見た目からはとても花など愛でそうにも見えないのに、庭を見つめるその瞳はとても澄んでいて、不覚にも京司は美しいと感じてしまった。

　それを気取られたくない京司はアサドから視線を外す。

　そのまま庭を見渡していて、あることに気が付いた京司は好奇心のままにアサドに尋ねていた。

「水はどうしてるんだ？」

　京司が気になったのも当たり前で、庭には水を連想させるものが何一つ存在していなかったからだ。

　まさか、庭に咲くバラ全てが水を必要としないわけではないだろう。

　きっと、何らかの方法で水を与えているのだろうと踏んだ京司の問い掛けにアサドが面白くもなさそうに答えた。

「水は地下から汲み上げている。他にも色々と工夫が凝らしてあるのだが、そんな話は聞いていて退屈だろう？」

「別にそういうわけじゃないけど……」

　京司がもごもごと言い澱んだ。

　純粋にただ聞いてみたい気持ちはあったが、専門的な話になってくると理解できるはずもなく。流石に遠慮したいというのが京司の正直な気持ちだった。

「そんな堅い話は、私が退屈なのだ」

　アサドは恥じることなく言うとフッと笑った。

　京司の目の前で金色の髪が風でなぶられ、ゴトラの白色と共に空に舞う。

　噎せ返りそうなほど濃厚なバラの香りに包まれるここは、本当に現実なのだろうか。

　絵画の中に迷い込んでしまったような錯覚を覚えて不思議な気持ちになる京司を京司をアサドがジッと見つめていた。

　日の下で見るとより一層妖艶なアサドの褐色の唇が滑らかに動く。

「キョウジ。お前は、日本で名の知れた画家なのだろう？」

　アサドの問いに京司の体がぎくりと強張り。夢から覚めた様に周りの光景までもが途端に色味を失った。

「……そう、だけど」

　固い声でそれだけ答えた京司は、先程までの夢見心地の瞳ではなく警戒した瞳でアサドを見つめる。

　表情が険しくなる京司とは違い、アサドは肉厚な唇の端をクッ、と上げた。

「調べさせてもらったついでに、お前の作品を見たが。お前は人物画は描かぬのか？」

　アサドの質問に暫し京司は黙っていた。

　画家〝彩蝶〟は人物画を描かないことでも有名だった。ファンや同業者、評論家達の間では良く知られていることで、これまでに幾度となく面白がって理由を問われたこともあるが京司は頑なに口を閉ざし続けていた。

　だが、この日の京司は違った。

　黙っていても、アサドはきっと逃がしてはくれないだろう。

　それが分かっていたからこそ、京司は渋々といった顔で口を開く。

「……人物画は、その人物を深く知らないといい作品は描けない。だから、俺は最初から描かないんだ」

　それは、敬愛する師と今は姿形さえおぼろげになってしまった京司の記憶の中の父の言葉でもあった。

　父も京司と同じ画家であったが、鳴かず飛ばずの貧乏画家で。母は大層苦労していた。物心がついたばかりの頃に二人とも亡くなってしまったが。

　京司にとっても普段アトリエに籠りっきりで、顔を見ることの方が稀であった父であったから然程悲しみはなかった。母もそんな父を支えるため、働き詰めであったから京司が覚えているのは、玄関を出る母の後姿で。顔はもう思い出せない。

　そんな父と母が珍しく京司と共にいた日がかつて一度だけあって。椅子に座る母を父が優しい瞳で見つめながら画用紙の上に鉛筆を走らせていた。

　その時に言われたのがあの言葉だった。父も母も顔は思い出せないが、その時の父が描いた画用紙の中の母の美しさは子供だった京司に大きな衝撃を与えた。

　画家として大成した今でも、あの時の父の絵には勝てない。

「お前は、人間が嫌いなのか？」

　歯に衣着せぬ率直なアサドの問い掛けに京司はアサドから目を逸らした。

　その通り。京司は人間が嫌いだった。

　元々、騒がしいのが得意でないというのもあるが、とある出来事のせいで完全に嫌いになってしまったというのが正しいのだが。アサドに話すことでもないだろう。

　そう判断した京司は本音を口にした。

「……嫌いだね。特に、アンタみたいな人の中にずけずけと入ってこようとする人間は大嫌いだ」

　無礼なことを言っている自覚はあったが、京司には止めることが出来なかった。

　そもそも、京司の中にずけずけと踏み込んでこようとするアサドが悪いのだ。

　しかし、それだけ言ったのにもかかわらずアサドは目を猫のように細め笑うばかり。

　得体のしれない気味の悪さが京司を襲った。

　思わず、京司の足が後ろに下がる。

「ほう、言うではないか」

　クツクツと喉を鳴らしながら、一歩踏み出すアサドによって僅かばかりに存在していた距離が詰められ内心京司は焦っていた。

　けれども、負けん気の強さがここでも顔をだし。京司は間近でアサドを睨みつけて言った。

「……で、アンタはそれを言うために俺を呼び出したのか？」

　京司の問いにアサドはすぐさま否定した。

「いや。一つ、お前に頼みがあったから呼んだのだ」

「頼み？」

　アサドに似つかわしくない言葉が出てきて、京司は自身の耳を疑った。

　この高慢で無神経な王子が今〝頼む〟と口にしたのだろうか？

　彼のことだ。きっと先程の言葉は間違いで、〝頼み〟ではなく〝命令〟なのだろうと京司は思っていると、やはり京司の予想通りで。

「そうだ。……キョウジ、お前の絵に興味がある。だから、私を描け」

　アサドの口から紡がれたのは上に立つもの独特の高圧的なものだった。

　京司の表情が呆れたものに変わる。

「は？　……さっき言ったはずだけど、俺は人物画は描かな──」

「知っている上で言ったのだ。もう一度言ってやろう。私を知り、私を描け」

　もう一度断りの言葉を口にする京司を遮ったのはアサドだった。

（描かないって言ってるのに……）

　二度も言ったのに聞いていない様子のアサドに京司は頭痛がしてきた。痛むこめかみ部分を指でぐりぐりと圧迫しながら、口を開く。

「嫌だ。大体、アンタのそれは人にものを頼む態度じゃないだろ」

　アサドの中で京司が一番腹が立つ部分がそこだった。

　王子といえど、一応京司の方が年長者。しかも、アサドの方がものを頼む位置にいるのだからそういった筋はきちんと通してもらいたいというのが京司の本音だ。

（まあ、高慢王子には無理そうだけど……）

　このまま怒って帰るならそれはそれで構わない。京司はただ静かにアサドの反応を見ていたのだが、想像していないことが起きた。

「ふむ、確かにそうだな。……頼む、キョウジ。私をお前の手で描いてはもらえまいか？」

　認めないと思っていたアサドが自身の非を認めた上、〝命令〟ではなく〝頼み〟を口にしてきたのだ。

　これにはさすがの京司も絶句してしまう。

　ややあってハッと我に返った京司は、アサドから視線を逸らして言った。

「っ、……無理だ」

　弱々しく掠れた声。京司の舌はまるで痺れてしまったように動かない。

　王子という立場のアサドには京司でなくとも、一流の画家に絵を描いてもらえるだけのコネはあるはずなのに。何故こうも京司に固執するのだろうか。

　退屈を紛らわせるための〝遊び〟か、それとも〝本気〟か。

　京司には区別がつけられない。それ故にアサドが恐ろしかった。

　ドクドクと京司自身の心臓が脈打つ音が聞こえる。

　いつの間にか握りしめていた掌にはジトリと嫌な汗が浮かんでいて、自分がそれ程動揺していることが嫌でも伝わってきた。

　京司も画家だ。それも負けず嫌いの。

　だからこそ、父を超えたい気持ちはある。

　しかし、アサドという男と関わってもしものことがあったらと考えると途端に足が竦むのだ。

　だったら、知ることをせずにそこそこな絵を描けばいいではないかと思うだろうが、そこは京司の画家としてのプライドが許さず。結局、堂々巡りなのである。

　この我が儘王子を真正面から断って納得させられないとなるとどうしたものかと京司が悩んでいると、アサドの鋭い刃のような言葉が京司に向かって放たれた。

「何故そこまで人間を嫌う？」

　心の一番触れてほしくない部分を鷲掴みされたような不快感と苦しさが、京司に襲い掛かる。

　京司は元々引っ込み思案な性格ではあったが、特定の人間以外の関係を絶つほど極端になってしまったのはとある出来事があって以降からのことだった。

（思い出したくない。……あんな気持ちもう二度と味わいたくない）

　京司は蘇ってこようとする記憶を体の奥深くに沈めるように、深く深く息を吸い込んだ。

　そうして、少し落ち着いた頃。

「煩わしいから」

　京司は温度を感じさせぬ固い声でそれだけ答えた。

　ここまで言えば納得しただろうかと思っていた京司だったが、まだ甘かったとすぐに思い知ることとなった。

　アサドはどこか一人納得いったような顔で頷くと、京司にとって禁句そのものである言葉を放ったのだ。

「そうか、……だからお前の絵は綺麗なままなのだな。しかし、所詮綺麗なだけだ。何も伝わってこない空虚な絵だ」

　京司の頭にカッと血が昇る。

「っ、アンタに何が分かるッ!!　絵に関して何も分からないくせに口出しするなよ!!」

　気が付くと京司は自分よりも背の高いアサドの胸倉を掴み引き寄せ、唾が飛ぶような剣幕でアサドを怒鳴りつけていた。

　アサドのカンドーラを握りしめた京司の手がブルブルと震える。

　しかし、胸倉を掴まれた上烈火の如き京司の怒りを前にしてもアサドの涼しげな表情は崩れることがなかった。

　凪いだような湖面。いや、もっと深くて大きな深海色の瞳が冷静に京司を見つめている。

「では、問うが。キョウジ、この庭を見てお前は何を感じた？」

　唐突なアサドの問い掛けに京司は訝しむような瞳を向けたが、深い色をしたアサドの瞳は真剣そのもので逃れることを許さない。

　だからこそ、京司は仕方なく感じたことをありのままに告げた。

「何って……綺麗だとしか……」

　色とりどりのバラが咲き誇る光景は男の京司から見ても美しい。地面には刈り込まれた芝、植木も。アーチに絡むバラも。何もかもが整えられ美しいこの庭に一体何があるというのだろうか。

　京司がアサドの答えを待っていると帰ってきたのは京司に対する痛烈な批判だった。

「つまらんな。それだから、お前の絵は退屈なのだ」

「っ!!」

　プチリと頭のなかの何かが切れた音を聴きながら、京司はアサドに殴りかかっていた。

　けれども、京司の拳はアサドの頬を捉える前にアサドの大きな掌に受け止められてしまった。

「なんだ？　悔しかったら言い返してみるがいい」

　そうアサドに言われても、京司は言い返すことが出来ない。全て図星だったからだ。

　ただ、射殺しそうな鋭い瞳でアサドを睨みつけると京司はアサドの手を力任せに振り払い踵を返した。

「何処へ行く？」

　背後からアサドに問われたが京司は黙ったまま答えない。

　別に、アサドの顔を見なくて済むのならどこでもよかったのだ。

　それなのに京司の白い手をアサドが力強く掴んだ。

　京司の体がグンッと後ろに引っ張られ止まる。

　手首から伝わるアサドの体温が酷く煩わしく、一層京司の怒りを煽った。

「何処に行こうと俺の勝手だ!!　アンタには関係ないだろっ!!　離せッ!!」

　そう喚きながら京司は手を振り回すが、アサドの拘束は緩まない。それどころか、逃がすまいと更にきつく、ギリギリと締めるものだから京司は早く離れたい一心で、アサドの手に思い切り歯を立てていた。

「っ!?　キョウジ!!」

　アサドが痛みに呻き、叫んだ瞬間、拘束が緩んだのを見計らい京司は逃げ出した。

　口内には皮膚を噛んだ時の嫌な感触と鉄さびのような味が広がっていた。




「ここまで来れば……っ」

　京司は息を弾ませながら辺りを見渡した。

　どうやら上手く撒けたようで、アサドの姿はどこにも見えない。

　しかし、適当に廊下を走ったり、階段を上ったり下りたりしたせいで京司自身今自分が何処にいるのかまったくもって見当がつかなかった。

　この歳で迷子になろうとは、冗談にしても笑えない。

　京司は廊下の隅で壁に寄りかかりながら頭を抱えた。

　道を訊こうにも、奥まったところまで来てしまったせいか使用人の一人も通りかからない。

（どうすれば……）

　扉の一つでも開ければ人はいそうだが、そうなればバハルにも連絡がいき、当然京司に小言が回ってくるわけで。

「自分で何とかするしかないか……」

　京司は重たいため息を吐くと変わり映えのしない廊下をのろのろと進み始めた。

　磨き抜かれた大理石の床もここまで続くと飽き飽きしてくる。

　いっそ、何か楽しいことでもあれば気分転換になるのに。

　そんなことを考えながら、京司が右に折れた廊下を曲がろうとした時だ。

「うわっ!?」

『おっと!!』

　ドスン、と何か固いものにぶつかった衝撃で京司は床に尻餅をついた。

　打ち付けた尻の痛みで思わず涙目になりながら視線を上げると、スラックスにシャツといったラフな格好の青年が京司のことを見下ろしていた。

『悪いな、よそ見してた。大丈夫か？』

　独特な発音の言葉を口にした青年が、京司に向かって手を伸ばす。言葉は分からないが、恐らくこの手に掴まれということなのだろう。京司はそう解釈すると青年の大きな手を掴んだ。

　グッと力を入れられ引っ張られ、京司の体がフワリと持ちあがる。

　気が付いた時には、京司は自分の足で床の上に立っていた。

「えっと、ありがとう……」

　この国の言葉には不慣れな京司は日本語でそう礼を述べた後になって、これでは相手に伝わらないことに気が付いた。

（……英語で言ってみたら伝わるかな？）

　青年を見つめながら懸命に京司自身の気持ちを伝えるすべを探していると、青年が肩を揺らし笑い始めた。

「いやー、アンタって考えてること全部顔に出てるぜ」

　頭上から降ってきた彼の声に京司は目を瞬かせた。

　彼の口から出てきたのは紛うことなき日本語で。それも、アサドと同じくらい流暢なものだった。

「え……、もしかして日本語話せるのか？」

「おう。バハルに昔みっちり教え込まれたからな」

「けど……、それにしてはその……バハルと口調が大分違う気がするんだが……」

　京司の疑問に青年が、ニッと白い歯を見せて笑う。

「丁寧な口調がどうにも苦手でよ。その頃、日本のアニメ？　とかいったものにはまっていたのもあって、その主人公の口調を手本にしたんだよ」

　こっちの方が合ってるだろ、と付け足しながら青年がまた笑った。

　確かに、褐色の肌に人懐っこさを感じさせる笑みを浮かべる彼には、ざっくばらんな口調のほうが似あっている。

（しかし、……大きいな……）

　間近で見るとその青年は随分と大きく、京司よりも頭一つ分高い位置に頭がある。

　黒色の触ると硬質そうな短い髪は襟足部分だけヒョロリと長く伸ばしていて、エメラルドに近い深い緑の瞳が窓から差し込む光にキラキラ輝いていた。

（アサドに似てるような……）

　青年と先程酷い別れ方をした高慢王子の影が重なる。と、いうのも青年のすらりとした鼻筋に切れ長の瞳がアサドに似通っていたからだ。

　けれども、似通っているといってもそれだけで。京司の目の前の青年の方が雰囲気的に明るく砕けていた。

　体格も、青年の方がアサドよりも少しばかり身長が高い。

「で、アンタこんな辺鄙なところに何しに来たんだ？　ここは見学するには向いてないぜ」

　黙っていると迫力のあるその顔に朗らかな笑みを浮かべた青年は、まるで世間話でもするかのように気軽に京司に尋ねた。

　だから、だろうか。

　人間嫌いであるはずの京司は、警戒するのを忘れ普通に答えようとしていた。しかし、内容が恥ずかしいものであるだけにその口は重く。

　もごもごと動かしては、止めるを数回繰り返した頃。顔を俯かせ隠しながら京司は「いや、その……見学じゃなくて」と不明瞭な声で答えた。

「ん？　どうかしたのか？」

　案の定聞き取りづらかった青年が京司の方へと耳を寄せ、続きを促され京司は迷った挙句本当のことを伝えることにした。

　ここで会ったのも何かの縁だし、この人ならば京司を見知った場所まで案内してくれるかもしれないと、そんな淡い期待を抱いていたのだ。

「……その、実は迷って……」

　京司が消え入りそうな声でボソボソと告げると、男は一瞬呆けたような表情を見せた後、それはもう宮殿中に響くのではと思うような声で大笑いし始めた。

「迷って、て……くっ、ハハハッ!!　マジかよ。迷った奴なんて初めて見たぜ!!」

　涙まで浮かべ、ひぃひぃ言いながら笑う青年に京司は早くも言ったことを後悔していた。

（というか、笑いすぎなんじゃないのか？）

　いまだに笑い止まない青年を京司は睨みつけた。良心が働いて手は出さなかったが、気分的には一発と言わず数発ほど殴りたい気分だ。

　これ以上一緒にいたら自分でも手を出さない自信がない京司は、男に助けを期待するのは止めて、背を向けた。

　そもそも、人に頼るという選択肢から間違っていたのかもしれない。

「っ、もういい……自分でどうにかするから」

　最終的に頼れるのは、やはり自分一人である。京司は肩を怒らせたまま取り敢えず適当な方向へ歩き出そうとしたのだが、大きな骨ばった手に腕を掴まれ止まった。

　今日は、よく腕やら手やらを掴まれる日である。少しばかり痛みを感じるその部分に眉を寄せながら京司は振り返った。

　奥まった場所ながらに壁に設えられた窓から吹き込む風が青年の黒々とした髪を揺らした。伸びた襟足の部分だけがたなびいていてまるで猫じゃらしのようである。猫ではない京司だが、目の前をチラチラされると引っ張ってみたい気分にさせられた。

「っ、くくっ。悪かったって。詫びに俺がワサトの方まで案内してやるよ」

　京司が襟足部分を猫じゃらしのようだと考えているなど露程も知らない青年は、ようやく笑いが収まったのか。目尻ににじんだ涙を褐色の手で乱雑に拭いながら京司に申し出た。

　笑ってしまったことへの詫びのつもりだとしたら、受け取らないわけにもいくまいと、京司は渋々といった表情を作ると浅く頷いた。

　再び大笑いされるのではと少なからず警戒していた京司だったが、そんな心配はどうやら無用だったようだ。案内を申し出た青年は意外にも真面目に京司をエスコートして、長い変わり映えのしない廊下を勝手知ったる庭の様にスイスイと歩いていた。

　先程まで、窓から遠くに見えていたワサトの特徴的な丸みのある白い屋根が大分近付いている。

　大笑いされたことはまだ根に持っているが、この青年に案内をしてもらって正解だったかもしれない。自分だけだったら今も宮殿内を彷徨っていたかもしれないと考えるとぞっとした。

「しっかし、アンタみたいな日本人が来るなんて珍しいな。国王に呼ばれたのか？」

　不意に青年にそう尋ねられて京司は窓から前を歩く青年の背に視線を移した。歩く度に振り出した手につられ盛り上がるように動く肩甲骨の辺りに男らしさを感じる。自分もああなれたらいいのにと、京司は青年の背中に自身の理想を見ながら彼の問い掛けに答えていいものか考えていた。

　アサドは京司自身を表向き賓客として扱うといっていたが、はたしてどこまで本当のことなのだろうか。自身でも分からないことを軽々しく口にしていいものかと言い澱む京司だったが誤解されたままでいるのも居心地が悪く。

　ふらふらと視線を彷徨わせた後、「……いや、アサドに……」と、風が吹けばかき消されてしまうくらいの声量で答えていた。

　そんな声量にもかかわらず、青年は聞き取ることが出来たのか大きな手で首の後ろをさすりながら「あー、アサドにか……アンタも大変だな」とアサドのことをよく知っているような口調で話すものだから京司は驚いた。

「アサドを知ってるのか？」

　京司の問い掛けに青年はそれまで動かしていた足をとめ、ゆっくり振り返った。快活な笑みとは違う、懐かしむような。それでいてどこか悲しげな表情は青年に似合っていなくて。京司の中で強く印象付けられた。

　どこかで見たことがあるようなその表情が、京司の頭の中で引っかかる。あれは確か……そう。ケンカ別れする前に見せたアサドの表情に似ているのだ。

　しかし、それにしても似通いすぎているような気がして、京司は青年の顔を凝視した。京司の視線を受けても青年はさして動揺することもなく。それでも凝視されれば流石に居心地が悪いのか、大きな体をもぞもぞ動かし困ったように笑う。

「知ってるも何も、俺の弟だからな。あいつ、結構我が儘だろう？」

　青年の言葉に京司は固まった。今、彼はなんと言ったのだろうか。〝弟〟と聞こえた気がするのだけれど。京司は目を輝かせた。

　似てるとは思っていたが、まさか血の繋がりが存在していたとは予想していなかった。しかし、頭の中のどこかの部分では、ああ、と納得している自分がいるのも事実。無意識のうちにアサドと青年の繋がりを感じとっていたのだろう。

　しかし、兄がいるならばそうと教えてくれればいいものを。これも京司のことを快く思っていないバハルの嫌がらせなのだろうか。あり得そうだからなんとも言えない京司はふとバハルにされた説明を思い出した。

　確か、あの時バハルは第二王子と第三王子の存在を口にしていたが〝兄がいる〟など一言も言っていなかったのである。アサドのことに関して細かいバハルがそんな間違いをするはずはないと思うのだが、どうにも気になって仕方がない京司の唇からつい疑問が零れ落ちた。

「え、……アサドは弟しかいないはずじゃ……」

「ん？　ああ、カマルのことだな。俺は弟じゃなくて兄貴の方な」

　白い歯を見せて笑う青年はとても嘘をついているようには見えない。だとしたら、バハルが伝え忘れていたのだろうか。いや、故意に伝えていなかったという可能性も捨てきれない。なんにせよ、目の前の男が王族であることには間違いなさそうで、京司は今までの接し方を振り返り頬が引き攣った。

「えっと、王子……なんだよな？」

　結論は出たはずなのに訊かずにいられなかった京司は、恐々と前髪の間から青年を見遣る。先程話してみて大分性格を掴んだとは思うのだが、人間にはコインに裏表があるように幾つもの面が存在している。だから、この男もアサドの様に高慢な面や京司としては歓迎できないような面があるかもしれないと思ったのだが。

　青年はそんな京司の緊張を他所に、手を伸ばし京司の肩を親しげに叩いた。

　そうすることが当然であるように自然に肩を叩かれ、京司は不愉快さを感じるよりも懐かしさを覚えていた。まるで、嘉成と居る時の様にホッとする。

　何となく系統が似ているからそう感じるかもしれないと思うと同時に、京司自身慣れないニーラムザールでの暮らしに負担を感じていたのだと思い知らされた。

　だからこそ、普段人嫌いの京司の心にこの青年はするりと入って来ることが出来たのだろう。アサドから逃げ出した時にささくれ立っていた京司の心はいつの間にか落着きを取り戻し、周りを冷静に見る余裕さえ出来ていた。

　京司と男の進路方向の先は明るく日が差し込んでいる。あの先にあるのは中庭に面している回廊だ。

「俺は、第二王子のニスル・アフダル・ニーラムザールだ。ニスルでもニールでも好きな方で呼んでくれ。で、お前は？」

「佳山京司だ」

　男の問い掛けに京司は迷うことなく答えた。勘とこれまでの少ない会話しか判断材料がないが、ニスルとは上手くやっていけるかもしれない。それに、アサドの兄ということはアサドのゲームに勝つヒントを持っているかもしれない。そんな打算もほんの少しばかり京司の中に存在していた。

「ん、キョウジな。覚えた」

　数度呪文のように呟いていたニスルだが、日本語を習得しているとあって覚えるのは早く。すぐに滑らかな発音で京司の名前を口にして、笑みを見せた。

　身長は京司より高く体つきも逞しいというのにニスルの笑みは京司をホッとさせる。恐らく京司の方が年上だろうとは思うのだが、ニスルが頼れる雰囲気を持っているからか。兄の様に思えてしまう。

　迷ったことは汚点だが、この宮殿で唯一の味方を見つけることが出来たのは今日一番の収穫かもしれない。

　ゴトラの陰でクスリと笑う京司を見たニスルは窓縁に軽く腰を掛けながら口を開いた。

「もう、ニーラムザールは観光したか？」

「いや、観光しようとした矢先に荷物全部盗られて……」

　荷物を取られていなければ今頃は観光を満喫していたはずだ。それがどうしたことか、今は当初の予定とは大分違い宮殿に滞在し次期国王と喧嘩して噛みついた。こんなこと、京司ですら想像できなかったのに他の誰に想像できただろうか。

（……俺、アサドに噛みついたんだよな）

　今更になって思い返すととんでもないことをしでかしたかもしれないと、京司の顔からさあっと血の気が引いていった。

　あの時は怒りのまま。勢いのまま噛みついたが、他にやりようがあったかもしれない。しかしそれを怠ったのは京司自身で。アサドが悪いとは思うものの、冷静さが欠けていた京司にも非があったと今更ながらに反省していた。

　しかし、顔を合わせたら顔を合わせたで素直に謝るなど出来るはずもない。

　はたしてこのまま戻ってもよいものだろうかと戸惑う京司を見ながら、ニスルは窓べりに腰かけたまま京司の肩を叩いた。

「キョウジは運が悪いな。荷物盗られた挙句アサドの相手とか……なんか不憫だぜ。で、荷物は戻ってきたか？」

　ニスルの同情するような問い掛けに京司は「いいや……」と答えながら力なく頭を振った。財布やその中身のことはもう諦めているが、あの筆だけはなんとしてもアサドから取り返さないといけない。

　そのためにも、やはりアサドと顔を合わせる必要がありそうだ。京司がそのまま地面に沈んでいきそうなほど重い気分でため息を吐き出すと、ニスルが「そんなんじゃ、幸せが逃げちまうぞー」と茶化すように笑った。

　それだけで、少しばかりだが気分が浮上するのだからニスルは不思議な存在だ。驕った部分もなく、自身をよくみせようと華美に飾り立てることもない。自然体、という言葉が一番しっくりくるような気が京司にはしていた。

　よっ、と声を出しながらニスルが窓べりから腰を浮かし飛んだ。トンッ、と軽い音を立てて京司の前に着地する。

「不便じゃないか？」

　ニスルの滑らかな一連の動きに見惚れていた京司は一瞬何のことを言われているのか分からずきょとんとしていたが、すぐに荷物のことを言っているのだと分かると苦笑いを浮かべ否定した。

「うーん、確かに不便だけど。衣食住は提供してもらえてるし。ああ、でも携帯とかがないのは不便だな」

「携帯か……、よっし。俺が何とかしてやるよ」

　何とかする、とは一体どういうことなのだろうか。

　京司としてはニスルに無理をしてほしくないし、なにより何かしてもらいたいから言ったのではないため、「え、いや、別にいいって」とニスルを止めた。

　不便じゃないかと、問われたから京司は答えただけであって実際今すぐに手元に欲しいというわけでもないのだ。それに、連絡が取れたとしてもアサドがあの筆を持っている限り京司は帰ることは出来ない。帰るのは、アサドから筆を取り返してからだと決めていた。

　ニスルは京司に止められたことに少し不満そうだった。だからこそ、納得がいかない様子で肩を竦め切り出した。

「何でだ？　不便なんだろ？」

　確かにそうなのだが。ニスルの問い掛けに、京司はゴトラの下の顔を曇らせた。

　ニスルに対してはガードが緩む自覚があるだけにどこまで言っていいものかと躊躇うのだ。暫し悩んだすえに、京司は「確かに不便だけど、まだ連絡とれないし」とだけ小さく呟いた。

　聞き取れなかったら聞き取れなかったで、曖昧に誤魔化してしまおうと思ったいたのだが。ニスルは聞き漏らしていなかったようで「ん？　そりゃどういうことだ？」と首を傾げながら意味を尋ねてくる。

　ここまで話してしまえば最後まで話しても然程変わりはないだろう。そう踏んだ京司は素直に答えることにした。

　バハルはアサドを全面的に味方しているし、京司としても一人くらい味方が欲しかったのだ。

「いや、……アサドとゲームをしてて……ルールはアサドを楽しませるか、飽きさせるかなんだ。因みに、俺の大事な筆が賭けられてる」

　こうしてニスルに話してみるといかに京司がやらされているゲームがくだらないものかよく分かる。筆をとられていなければ絶対に参加しないゲームだ。

　そう思うだけに京司は浮かない表情で肩を落とす。まだ二日目だというのに、気力は早くも底を尽きかけている。

　そんな京司の頭の上の方から、「あー、またアサドの退屈病か……」とニスルの困ったような声が聞こえ京司は視線を持ち上げた。目の前。手を伸ばせば届く位置にいるニスルがうなじ辺りを掻きながら眉を寄せていた。

「退屈病……」

　京司は鸚鵡返しのようにニスルが口にしたことを反芻させた。確かにアサドは頻りに〝退屈だ〟と口にしていたが、ただの我が儘ではなかったのか。

　風に吹かれ、チリンとニスルの耳で輝く長方形の細い短冊が二つ付いたピアスが軽やかな音をたてる。浮かんだ京司の疑問を見抜いたように、ニスルは口を開いた。

「そ。俺ら基本的に国外には行けねぇんだよ。でもって、視察以外では国内をぶらつくのも禁止。ほぼこの宮殿に軟禁状態でな」

　全くうんざりだよな、と続けるニスルからは悲愴さは窺えないのだが。それがかえって京司の心を締め付けた。

　王子といえば、我が儘放題で好きなものは手に入れられるし。何でもし放題だと思っていたのだが、そんな彼らにも悩みがあり出来ないことがあるのだ。

　そんな簡単なことに今の今まで気が付けなかったのは京司が知ろうとしていなかっただけだ。

「……なんか自由に動けるイメージがあったんだけど違ったんだな」

　声のトーンを落として呟く京司にニスルは、あまり気にするなとでも言うように口角を上げた。

「カマルはまだ自由な方だな。俺は、まあ適当に抜け出してるからいいとして……一番きついのはアサドだろうな。ここから出るのも一苦労だぜ」

　やはり兄として弟が気にかかるのか。ニスルは心配の色を浮かべてワサトの白い屋根の方を見つめている。

　京司には兄弟がいないから、血の繋がりがあるアサドとニスルの関係を羨ましく感じると同時に微笑ましく思った。

　京司に兄弟がいたら自身もニスルのように弟の心配をするのだろうか。現実ではあり得ない想像を巡らせていた京司だったが、唐突に聞こえた鼓膜を震わせるほどの怒声で思考は中断された。

「おいッ!!　ニスル、キョウジから離れろッ!!」

　肩を怒らせ、全身から殺気のようなものを噴き出しながらアサドがワサトに続く回廊の方から歩いてくる。

　普段凪いだ湖面のような涼やかなサファイア色の瞳が、今は荒れ狂う大海のような激情を宿しニスルを睨みつけていた。

　一体何がどうなっているのだろうか。てっきりアサドは京司に腹を立てているのではと思っていたのだが、想像とは全く違いアサドの怒りは間違いなくニスルへと向けられている。

　それも、怒るなんて可愛らしいものではない。本当に殺意に満ちたギラギラとした瞳で、見ている京司の体が後ろに下がった。

　しかし、アサドに睨まれている当の本人であるニスルは動じた様子もなくただ、しまったとばかりに困り顔で頬を掻いている。

「おっと、これまたナイスタイミングで鉢合わせたな……」

　どこがナイスタイミングなものかと京司は言いたくなったが、触れたら切れてしまいそうなほど張り詰めた空気の中では呼吸するのが精一杯で。ハラハラとしながら、この心臓に悪そうな光景を見守った。

「キョウジ、こっちに来い」

　手が届くまで近付いてきたアサドが京司の腕を掴み引いた。強い力で掴まれ、京司は痛みに呻いた。アサドに二度程手を引かれたことがあった京司だが、その時は強引ではあっても乱暴ではなかった。

　ところが今は骨が折れてしまうのではと思うほどに強く掴まれ、京司の表情が苦痛に歪む。

「アサド、離せ……痛い、っ」

　この状態のアサドに恐ろしさを感じながら京司は震えた声で抗議を口にする。それでもアサドの力は緩むことがなく、アサドの手から逃げようと藻掻いているうちに爪がアサドの手に食い込んでしまった。

「ッ、……」

　故意ではないものの傷つけてしまった罪悪感から、京司は藻掻くのを止めた。

　アサドの手の甲には二本線の引っ掻き傷が走っていて、そこからジワリジワリと真紅の液体が滲み出していた。しかし京司の腕を掴む力はいっこうに弱まらない。

　京司は人が変わったようなアサドの様子に恐怖を感じていた。

　いつ殴り合いに発展するかとハラハラしながらニスルとアサドを見つめた。

　やがて、先に動いたのはアサドの方だった。

「ニスル……今後一切キョウジと接触するな」

　固く握りしめた拳を震わせそう一方的に吐き捨てると、アサドは踵を返し。掴んだ京司の腕をそのままに歩き出すものだから京司としては付いて行かざるを得ない。半ば引きずられるような形でニスルから離れていく。

　まだ話したいことがあった京司の身としては去りがたく。しかし、アサドに腕を掴まれている以上京司にはどうすることも出来ず、ただ遠のいていくニスルを振り返った。

　心配そうなエメラルドの瞳が京司の瞳と合った瞬間、彼の口が音もなく動いた。遠目だったが、京司には彼が〝またな〟と言ったのが伝わっていた。

（よかった、また会えるのか）

　アサドはニスルに京司に会うなと釘を刺していたが、なんせ宮殿を抜け出すと口にしていた男だ。ニスルがそれを素直に守るはずがない。ニスルに言ってもらえただけで、京司の心は随分と落着きを取り戻していた。

「アサド、キョウジに乱暴すんなよ!!」

　アサドと京司の背後でニスルの大きな声が廊下に響いた。それが耳に届いた瞬間再びアサドの怒気が膨れ上がるのを感じ、京司の産毛がゾワリと逆立った。

「煩い。お前の指図など受けん!!」

　ギリリ、とアサドの手に力がこもり京司の骨がミシリと軋んだ音を立てる。このままでは折られてしまうのではと恐怖があったが、アサドの雰囲気に気圧され京司は口を開くことすら出来なかった。

　結局、廊下を抜け回廊を過ぎアサドの部屋にたどり着くまで京司は開放してもらえず、扉を開け室内に入った途端、京司は乱暴に突き飛ばされた。

「うわっ!?」

　勢いで京司は絨毯の上を一メートルほど転がった。受け身もまともに取れずあちこちを打ち付けてしまい痛みで顔を歪めていると、京司の上にフッと影が下りた。

「アサド……？」

　京司が名を呼ぶと影が揺らいだ。能面のように感情を削ぎ落としたアサドが京司を見下ろしている。先程まで烈火の如く怒っていただけに今はその静けさがかえって恐ろしかった。

「何故だ……何故あいつと一緒にいた」

　温度を感じさせない固い声音が京司の頭上から降る。何故と言われてもたまたま出会ったとしか言いようが無いのだがはたしてこの状況のアサドに伝えたところで納得するのだろうか。

　しかし、答えなければ答えないでアサドからの圧力を感じるこの状況を暫く続けなければならないのが目に見えている。

　仕方なく、京司は重たい口を開いた。

「道に迷ってたところを助けてもらったんだよ……」

　それだけだ、と締めくくると京司は痛む体に顔をしかめながら立ち上がろうとしたのだがアサドが大きな手で京司の肩を押さえつけた。体重を掛けるように抑え込まれ、京司は立ち上がることもままならない。一体何故こんなことをするのだろうかと、アサドに問うような視線を送る。アサドは酷く冷たい瞳で京司を見据え嘲るような笑みを浮かべた。

「ほう、そうか……しかし、私と話す時よりも随分楽しそうだったではないか。……もしや、ニスルに惚れたか？」

「なッ!?　ふざけるな、会ったばかりでそんなはずないだろッ!!」

　アサドの穿った考えに京司はすぐさま否定を口にしていた。ニスルとは今日出会ったばかりなのだ。世間には〝一目ぼれ〟というものも存在しているが、京司はどちらかというと、深く知った上で恋愛感情を抱くタイプだ。

　それに、京司は同性愛者ではない。確かにニスルのことは好ましく思うが、所詮それまでだ。恋だの愛だのには発展するはずもない。

　見当違いもいいところなアサドに京司が食ってかかると、アサドは整った顔に歪な笑みを浮かべ、黙れとでも言うように掌で京司の口を物理的に塞いでしまった。息苦しさと、唇から伝わる固い掌の感触。アサドの少し高めの体温に京司が目を白黒させている間にアサドが屈み京司と目線を合わせてくる。

「お前は私が見つけた。そして今、私とゲームをしているのだ。アレには渡さん」

　傲慢な物言いにムカムカとした怒りが京司の胸で渦巻く。口を塞がれていなければ、誰がお前のものだ、と否定したうえで顔に唾を吐きかけてやりたかった。しかし、実際はアサドの掌の下でモゴモゴと口を動かすくらいしかできない。せめてもの抵抗で京司は強く、怒りに燃える瞳を向けた。

「……渡すくらいならば……私がこの手で壊してやる」

　不穏な呟きが聞こえ、するりとアサドの手が京司の口から離れた。すかさず京司は〝ふざけるな!!〟と声を上げようと思っていたのだが、予想外のことが起きてそれは叶わなかった。

「ん、うッ!?」

　唇に触れる温かな感触に京司は口にしようとしていた言葉を全て飲み込まれていた。目を見開くと視界一杯にぼやけた褐色と金、そして瑠璃色が映り込む。頬を擽るこの柔らかな感触と、しっとりと唇に触れるこれは一体何なんだろうか。

　少し考えれば分かりそうなものなのだが、京司の頭がそれを拒んでいた。茫然とする京司の顎にアサドの指がかかり、口を開かせようとしてようやく京司は自身がアサドにキスをされているのだと思い至った。

「ッ、うぅ……ん!!」

　口内に舌を侵入されまいと必死に口を閉じ、京司はアサドの胸を押し返すのだがここでも体格差が邪魔をする。厚い胸板は押してもビクともしないどころか、煩わしいとばかりに眉間に皺を寄せたアサドに京司は手を掴まれてしまった。これでは逃げようにも逃げられない。

　その間にもアサドの舌は京司の唇の合わせ目を執拗に舐め、少しでも隙間があればそこから入り込もうと舌先で突いてくる。

（なんだよ……これッ……）

　頭がクラクラとした。酸欠なのもあるだろうが、なによりこんなキスは京司にとっては初体験だったのだ。女性経験がある、といっても数えるほど。性に関して消極的だったのでいつも女性にせがまれ渋々、というのが殆どだった。

　キスだって、唇を重ねて何が楽しいんだか、と重要性を見いだせず、自分からしたことなど一度としてない。これまた女性からしてきて乗り気ではないまま重ねたキスは、アサドのそれと比べると児戯も同然の可愛らしいもののように京司は感じた。

　顔が熱くなり、目尻に涙が浮かんだ。

　唇はアサドの舌で弄られ過ぎて痺れたようになっていた。息が続かない京司が苦しさに胸を喘がせたその瞬間、僅かに緩んだ唇の隙間からアサドの舌が強引に侵入を果たした。

「んんッ!!　うぅ、ん──!!」

　ニュルリと滑った感触のアサドのそれが京司の口内を味わうように行き来する。ぞくぞくと背筋を這い上る得体のしれない感覚が恐ろしく、京司は顔を背けようとするのだがアサドの手がそれを許さない。

　深く、深く。貪るように唇を重ねられ、アサドの舌が口蓋を擽り京司の舌とぶつかってぴちゃ、と湿った音を鳴らす。

　唾液の絡んだ舌でねっとりと唇を舐められた後、ようやくアサドは離れていった。京司は口内から雪崩れ込むように入ってくる空気を必死に肺に取り込みながら、アサドを見遣る。

　アサドは濡れた唇を手の甲で拭い京司をバカにしたような笑みを浮かべて言った。

「……蕩けた顔をして満更でもなさそうだったな。もしや、男との経験でもあるのか？」

　アサドの一言で京司の中で何かがプツリと切れた。

「ッ、ふざけんな!!」

　自身でも驚くような怒声と共に気が付くと京司は手を振り上げていた。そして、そのまま勢いよく振り下ろされ。吸い込まれるようにアサドの頬に当たっていた。

　パァンッ、と平手が強かに肉を打ち付ける音が室内に響いた。ビリビリと痺れる京司の手がこれが夢ではないと伝えている。頬を打たれたアサドはというと、ジワリと赤い手形が浮かぶ頬を手で覆い茫然としている。

　流石にこれはやり過ぎたか、と思った京司だがすぐさま思い直した。そもそもいきなりキスをした上、侮辱してきたアサドが悪いのだ。

　京司は茫然としたままのアサドを部屋に置いて、一人飛び出した。あのまま部屋にいれば何をされるか分からなかったのもあるが、兎に角今は一人になって気持ちを落ち着けたかったのだ。

　涙で潤んだ瞳を見られぬように、顔を俯かせ気味に廊下をひた走り回廊を抜け。京司はガルブの自室に飛び込むなり扉に鍵を掛けた。

　今日はもう、どれだけバハルが呼びに来ても京司は自室から出ないことに決めていた。
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　アサドに平手を見舞った後、日が沈んだ頃に夕食に呼びにきたバハルを〝食欲がないから〟との理由で退けた京司は一睡もせず。苛立ちをぶつけるようにまっさらな紙の上に鉛筆を走らせていた。

　鉛筆と紙は京司が部屋に戻ってきたところ、部屋に置いてあったものだ。恐らく、アサドが京司に自分を描かせるために用意したといったところだろうが、そんな気は微塵もない。

　絨毯に直に座り一心不乱に何かを描き続ける京司の周りにはくしゃくしゃに丸められた紙屑が幾つも転がっている。

「くそ……、なんで……」

　京司の唇から苦しげな声が溢れた。手元で先程描き上がったばかりの中庭のバラの鉛筆画が千切られ、京司の手で丸められ床へと投げ捨てられる。

　京司は昨日の晩から描いては気に入らず丸めて捨てるといった一連の動作を繰り返していた。何を描いていても京司の頭の中に浮かぶのはアサドとの口付けで。部屋に戻るなり、何度も何度も執拗ととれるほどに口をすすぎ、赤くなるほどに拭ったというのに生々しい感触が消えない。違うことに集中していれば気にならないと思ったのに、寧ろその逆で気が付くと頭の中に浮かんだアサドの唇の形が紙の上に再現されてしまっていた。

「なんだってあんな……怒っていたにしろ他に方法があったろうに……。俺が男だって分かってるはずだよな？」

　アサドは一度京司の裸を見ているはずだから、間違えようなどないと思うのだが。だとしたら、一体どうして京司にキスなどしたのだろうか。それに、アサドのニスルに対する態度は一体なんだったのだろうか。兄に向ける態度にしては、アサドが一方的にだが殺伐としていたような気がする。二人の間に一体何があったというのだろう。

　分からないことばかりな上、この場に籠っている以上答えなど返ってくるはずもない。京司は一人頭を抱えた。

　大好きな絵を描いていてこんなに苦しくて自身が不可解なのは京司にとって初めてのことだ。

　手元の白い紙の上には、京司の心の迷いを表しているかのような漆黒の蝶がポツンと描かれていた。羽を休めるための止まり木もなければ、草花の生える楽園もない。ただ、まっさらの更地のような白地に一匹だけ。

　京司はこんな絵が描きたいのではなかった。ビリッと物悲しい音を立てながら、漆黒の蝶は二つに裂け絨毯の上に打ち捨てられた。

　次はもう少し明るい絵にしよう。そう思い京司は厚みのある紙を取り出そうと鉛筆の入っていた袋を漁ったのだが、うっかりしたことに先程のが最後の一枚だったようだ。

　まったくもってついていない。京司は深いため息とともに鉛筆を床に置くとそのまま力尽きた様に仰向けに転がった。

　高い天井には見られることを前提にしているかのような細かい彫刻が施されていて普段の京司であったならば感嘆の吐息を溢し、細部までじっくりと観察するはずであるのに今はただ目に映るだけだ。見るということをただ漫然としているだけであった。

　ぼんやりと意識だけが中空を漂う感覚。京司の右手が無意識に唇に向かいツッとなぞっていく。ここにアサドの唇が触れたのだ。女性ともあんな濃厚なキスを交わしたことはないというのに。

（何を考えてるんだよ、俺は……忘れろ。忘れるんだ）

「うん、事故だったと思えばいいんだ。犬に噛まれたくらいに思っておこう」

　納得などまったくいっていない京司だったが、そう思い込ませなければやっていられない。筆を取り返さなければならない以上これからもアサドと顔を合わせなければならないのだから。勢いを付けて起き上がった京司はぐしゃぐしゃになった自身の髪を一度解いた。サラリと絹のような細い黒髪が揺れる。それをもう一度適当に結わえると京司は取り敢えず床に散乱する紙屑の山を片付けようと動き出した。

　と、コンコンと扉を控えめにノックする音が聞こえ京司は紙屑を拾おうとしていた中腰の状態で扉を見つめた。

　一体誰だろう？

　バハルのノックにしては些か小さすぎる気がする。しかし、バハル以外がここに訪ねて来たことなど一度としてないから他の人間の可能性は極端に低い。

　そのまま、京司はどうすることも出来ず扉を見つめていたのだが。不意にガチャリと扉の鍵が開く音がした。

（え……なんで、鍵があくんだよ!?）

　京司は内側から鍵を掛けていた筈なのに、扉の前に居る人物はどういう方法かは知らないが、それを開けてしまったのだ。嫌な予感ばかりしかしない京司が見守る中、小さく開けられた扉の隙間からにゅっと褐色の手が何か袋のようなものを持ったまま突き出された。

　褐色肌で京司が思い当たるのは、アサドかニスルなのだが。この部屋を開ける鍵を持つということは恐らく前者なのだろう。

「その……、紙だ。あれだけでは足らんだろうと思ってな……。用はそれだけだ……邪魔したな」

　バツの悪さが所々滲んだアサドの声が京司の耳に届いた。アサドらしくなく、そのまま顔も見せずに袋だけを置いて去ろうとするので京司は慌てて扉を開けた。京司の頭を悩ませる元凶だというのに考えるよりも先に勝手に体が動いていた。

　バンッ、と京司によって開け放たれた扉。その前には驚きに目を丸くするアサドがいた。ゴトラをしておらず、波打つ金色の髪が朝の眩い光をうけて柔らかく輝いている。

　しかし、それよりも京司の目を惹いたのは赤い手形の付いた頬だった。

　痛々しさに罪悪感を抱くものの、自分から謝るつもりはなかった。

　扉を衝動的に開けてしまった京司だったが、何を話していいか分からず押し黙る。昨日あれだけ気まずい別れ方をしたのだ。本当は顔を合わせるのも気まずいのだが、追いかけてきてしまった以上すぐに部屋の中に引っ込むのも躊躇われた。

　視線が一所に落ち着かない。アサドと京司を囲むこの空間だけ、世界から切り離されてしまったような静けさが横たわっていた。

　やがて、モゴモゴと話しづらそうに口を数度開閉させ、話を切り出したのはアサドからだった。

「起きていたのか……。……昨日は食事を摂らなかったそうだな」

　やはりいつものアサドとは違う、覇気のない声。視線は気まずそうに京司から逸らされたままだ。

　責めているのか。それとも心配しているのか。アサドと付き合いは長くない京司には判断しかねる。だからこそ、ついつい京司の口からは〝そんなことが言いたかったのか〟とでも言うような尖った声が出ていた。

「……アンタには俺がどうしようと関係ないだろ」

　京司もまた視線を逸らし、足元の床を見つめる。こんなことを言うつもりはなかった。アサドには酷いことも言われたし、されもしたが紙を持ってきてくれたことは純粋に嬉しかった。

（そうか、俺嬉しかったから……）

　衝動的に開けてしまったと思っていたが、確かに京司はあの時喜びを感じていたのだ。ただ、アサドと顔を合わせたことと気まずい雰囲気で薄らいでしまい、曖昧になってしまったが故に輪郭を掴むのに手間取ってしまった。

　ようやく京司は伝えたかったことを思い出し、顔を上げたのだがアサドと視線が絡まない。アサドが意図的に京司の視線を避けているからだ。

　痛みを堪えるような。それでいて、それを隠すように強がっているような。そんな表情でアサドは言った。

「……そうか。……無理に、とは言わんが今日は少しでいいから食べろ。倒れられたら面倒だ」

　声量は落ち、淡々とした響きの中に傷付いた色が見え隠れする。まるで、仲直りしたいのに出来ない小さな子供を見ているような気分を京司は味わっていた。そう考えていたら、京司はクスリと笑みを溢していた。

　勿論、アサドがしたことは忘れていないし許すつもりもないが話くらいはしてやってもいいかもしれない。そんなふうに思うようになっていた。

　京司が溢した笑いに反応して顔を上げたアサドと視線が絡む。京司が何故笑っているのか分からないといった表情をしているのが面白かった。

「紙、わざわざありがとう。丁度なくなったところだったんだ」

　それほどまでに京司から礼を言われたことが不思議だったのだろうか。落ち着いた京司の声に、アサドが数度目を瞬かせた。

　アサドが驚いていたのはものの数秒だっただろうか。気が付くと京司の前に立つアサドの顔はいつもの尊大で高慢な笑みを浮かべていた。見ていて苛立ちもするが、やはりアサドにはこういった強気な表情がよく似合っている。

「そうか、役に立ったのならそれでいい。……私が持っていても使わんからな」

　そう言い残し、眩いばかりの金色の髪をなびかせながら踵を返すアサドの背に京司は声を掛けていた。

「それと、今日は……夕食一緒に食べていいのかな？」

　バハルは、昨日の今日で一体どういうつもりか、と目を吊り上げて怒りそうだが京司はそうしたい気分だった。また何かされるかもしれないと考えなくもなかったが、先程のアサドを見ていてそれはなさそうだと判断したのだ。根はいい奴だと信じたいのもあった。

（我ながら、紙ごときで釣られた上に信じたいなんてな。……お人よしというかなんというか……）

　アサドを見送る京司の顔に苦笑いが浮かぶ。今の京司を嘉成が見いていたならば、きっと〝お人よし〟と言われた挙げ句に小一時間ほど説教されていただろう。

　さわさわと廊下を窓から吹き込んだ風が京司の髪を揺らす。前方、三メートル程進んだところにいるアサドの髪も同じように揺れる。少し距離があるのと、光のせいではっきりとは分からないが耳が赤く染まっているような気がした。

「……キョウジの好きにするといい」

　アサドは早口に言うと、京司の方を振り向くことなく去っていった。歩調がいつもより早かったことを考えると、照れていたのだろうか。いつも余裕のある表情ばかりを見ているせいで忘れていたがアサドは京司よりも年下なのだ。

　仲直りとまではいかないが、取り敢えず紙も手に入れられたしアサドの珍しい姿も見れた京司は、先程までの不機嫌さはどこへやら。鼻歌でも歌いそうなほど浮かれながら部屋へと引っ込んだ。




　アサドが去った後、先程の不調が嘘のように数点下絵を描き終えたところで、京司はようやく腕を下ろした。気が付けば、窓から見える景色が夕暮れ色に染まっている。あれから数時間ほどしか経っていないと思っていたのだが。

　京司はググッと伸びをしながら立ち上がった。そろそろバハルが呼びに来る頃である。いつもならば、バハルが扉を激しく叩いたとしても中々出ていかない京司だが、今日は違った。

　裾を軽く手で払い、そのまま扉の方まで歩いていくと自身から開けた。

「ッ!?」

　京司の目の前にいたのは扉をノックしようとしているバハルだった。何も言われずに京司の方から部屋から出てくるとは思ってもいなかったのか、眼鏡の奥の瞳が零れ落ちんばかりに見開かれている。しかし、何時までもそんな表情をバハルが京司の前で晒しているはずがなく。瞬きの瞬間にいつもの不機嫌そうな表情に戻ってしまった。

「開けるならば、人が扉の前に居ないことを確認してからにしてください」

　やはりというべきか、顔をしかめたバハルの開口一番は小言であった。扉の前の状況など室内から分かるはずがないと思うのだが、京司にも非があるので「それは、ごめん」と謝ると、バハルも執拗に責める気はないのか溜飲をさげた。

　扉の前に突っ立っているのも何なので、バハルに従うように歩きだした京司に、前を歩くバハルは振り返ることなく言った。

「食事の時間ですので、呼びに参ったのですが……貴方から出てくるとは珍しいですね」

　訝しむような、不思議がっているような。そんな声のバハルに京司はクスリと笑みを浮かべた。きっとバハルは今眉間に皺がすごく寄っているに違いない。

「たまには、ね。それに、アサドに行くって言ったし……」

　アサドに約束した手前違えるわけにもいかないだろう。それに、なにより京司がそうしてみたい気分だった。

　相も変わらず人通りが滅多にない紅色に包まれた廊下をバハルと二人歩いていく。京司自身こんな前向きな気持ちでこの廊下を歩くのは初めてのことだ。

　窓の向こう。遠くにある空には薄墨の色が混ざり始め夜の訪れを感じさせる。さぞ、絵にしたら美しい光景だろうと思いながら京司が歩いていると不意にバハルの低い声が聞こえた。

「……アサド様がお許しになっているのでこれ以上はなにも言いませんが……次にアサド様を傷つけるようなことがあれば、私はどのようなことをしてでも貴方を此処から叩き出します」

　怒りを抑え込んだ結果低い声になったのだろう。京司を脅すその一言こそが今のバハルの内心なのかもしれなかった。

　けれども、京司はこれに関して謝るつもりは一切ない。あの時のアサドは京司にとって打たれてもおかしくないことを言ったし、したのだ。

　京司はツンとすました顔でバハルを追い抜いた。バハルがアサドを尊敬していて、行き過ぎなほどに大事に思っているのは分かるが小言や敵意を向けられる側としては堪ったものではない。これ以上何かを言われる前にアサドの部屋に逃げ込んでやろうと早足で回廊を進む。

　バハルから半ば逃げるようにしてたどり着いた京司はアサドの部屋の扉をノックした。

「アサド、入るぞ？」

　そう尋ねると中から「勝手に入ってこい」とアサドの機嫌の良さそうな声が返ってきた。京司は言葉の通り受け取って、ノブに手をかけ扉を開いた。

　ふわりと香辛料の香りが京司の体に纏わりつく。鼻をくすぐられるようなその匂いは何度嗅いでも慣れないが、今の京司にはそれが不快ではなく。新鮮な感じがしてスンスンと鼻を鳴らした。

「今日も豪華だな……」

　アサドが腰を下ろす絨毯の上には、つい一昨日に見た時と勝るとも劣らぬ豪華な料理の数々がところ狭しと置かれている。それに加えて、瑞々しいフルーツも皿の上に盛られ、食事に彩りを添えていた。

「昨日食べなかった分、今日は心行くまで食べるといい。全てお前のために用意させたのだ、要らぬとは言うまい？」

　すっかり調子の戻っている様子のアサドがクッと口角を上げて、先に一人で始めていたらしく持っていた杯を傾けた。中身は十中八九葡萄ジュースなのだが、何故だか様になるのが憎らしい。

　年下のくせに、と内心悪態を吐きながら京司はアサドの向かい側に腰を下ろした。目の前に並ぶのは、日本ではあまり目にすることのない料理ばかりで目移りしてしまう。こんなことならば、前知識を多少なりとも仕込んでおくべきだったと思いながら、京司は先日口にした丸く平べったいパンのようなものに手を伸ばした。

　じんわりとまだ温かいそれを口元に運ぶと、小麦の香ばしい香りが京司の鼻腔に届いた。思わず頬が緩む。「いただきます」と小さく頭を下げかじりつこうと大きく口を開けて、ようやく京司はアサドがジッとその様子を見ていることに気が付いた。

　食事作法などまったく分からぬ京司であるから知らない間に失礼に当たることでもしていたかと心配になったのだが、アサドの表情からしてそれはなさそうだ。では、一体何だろうかと京司はパンを下ろし首を傾げた。

「お前はそのホブズが好きなのか？　この前も口にしていたな」

「え……いや、確かに美味しいけど。好きかって言われると……」

　何を口にしていいか分からなかったから、無難そうなものを選んだだけだったのだが。まさか、好物と思われていたなんて思いもよらなかった。京司は手の中のパンを見つめながら、それでも好物ではないなと頭を横に振る。

　京司が好きなのはやはり母国たる日本の料理で。特に、豆腐や蕎麦など淡白なものを好んでいた。しかし、それはこのニーラムザールでは望めないと分かっていたから、無難で食べられそうなものを選んでいただけだった。

「……キョウジはもう少し体に肉を付けろ。倒れられでもしたら敵わん」

　京司はパンを一口大に千切りながら、目の前の料理達を眺めていると唐突に京司の取り皿に肉の塊が放り込まれた。何をするんだ、と非難の籠った瞳を上げるとアサドの顔があり。ツンと横を向いたその方はほんのりと赤くなっている気がした。

　食べろということなのだろうが、それにしても大きな肉の塊は見るからに脂っこそうで食べる前から京司の胃が重くなる。こんがりと焼き目が付いた表面。京司用にと渡されたフォークが突き刺さっているその部分からは、肉汁が細く流れだし皿の上に溜まっていた。

　まさか今更要らないとも言えない京司は、観念してフォークを口元へ運ぶ。ええいままよ、とかじりつくとそれは見た目に反してあっさりとした味付けだった。

　恐らく、臭みをとるためハーブで揉み込んだ上、岩塩か何かで味付けし焼いたものだろう。脂身の部分さえ気にしなければ、淡白なものを好む京司にいつまでも噛んでいたっていいと思わせる味だった。また、肉自体に独特の風味があるのだがそれも気にならないどころか相乗効果になっているような気がした。

「これ、美味しいな。何の肉なんだ？」

「羊だ。羊は客をもてなす時によく出すのだ」

「へぇ……」

　日本に居た時に嘉成に「ジンギスカン食いに行くぞ!!」と唐突に北海道まで連れていかれ食べたが、あれは京司の口には合わなかった。美味い美味いと、一人バカみたいな量を食べる嘉成の手前口にしないということも出来ず三口ほど頑張って口に運んだのだが。京司はそれが原因で帰りの飛行機の中、酷い胸やけと酔いに苦しむこととなったのだ。

　それが原因で、以来羊肉は口にすることを避けていたのだが。まさか日本から遠く離れたニーラムザールでそれを覆されるとは。思いもよらなかった、と京司は皿の上にある、自分の歯形がついている肉を見つめていたのだが、不意に視界に入ったものに意識をとられた。

　見ると、アサドが皿の上に鮮やかなオレンジ色や赤色、黄色の混じったオブジェが築かれている。一体、アサドは何をするつもりなのだろうか。気になった京司はそのまま尋ねていた。

「なぁ、何でそこに野菜が避けてあるんだ？」

「……、なんのことかさっぱり分からんな。キョウジの見間違いだろう」

　ぎくり、とアサドの手が止まる。動揺しているのが京司から見ていても分かったのだが、アサドはあくまで白を切り通すつもりらしい。しかし、皿の上の物体は細かく角切りにされてはいるが、見間違いようもなく人参であることは明白で。ここから導き出される答えは一つしかあるまい。

　京司の口元が緩む。

「アサド、野菜苦手なのか？」

「別に、嫌いなわけではない。ただ、お前が食べやすいように味付けされたサラダだったから、私の口には合わなかっただけだ」

　アサドがもっともらしいこと理由を口にするが、どう見てもパプリカや人参、ラディッシュといった特定の野菜のみが避けられている。

（嫌いなら、無理に食べることはないだろうに）

　他にも料理はあるのだから、無理をして食べる必要などないはずだ。

「口に合わないなら、別のサラダを食べたらいいと思うけど」

「お前が居る間でなければ、口にすることもない味付けだから気になった」

「そうか……」

　しかし、まさかこの傲慢王子が子供のように野菜が苦手だとは。イメージとかけ離れすぎていて、京司は笑いが止まらない。人間誰にでも好き嫌いはあるだろうが、目の前の性格以外完璧そうなこの男も嫌いな野菜を前にするとあのような行動をとるのかと思うとおかしくてたまらない。

　京司が目尻に涙すら浮かべて笑っている目の前でアサドは眉間に皺を寄せたまま豆のスープのようなものにパンを浸していた。流石にあまり笑っては可哀そうだと京司も思うのだが、どうにもインパクトが強すぎて忘れようにも忘れられない。

「ッ、く……ふふっ」

　先程から何度も笑いを噛み殺そうとしているのだが、もう何度も失敗している。これでは食事をすることもままならない。ヒーヒー言いながら腹が捩れそうなほどに笑っていると、アサドに布のようなものを投げつけられた。

「っ、ぶッ!?」

　顔面にボスンと音を立てて当たり、手元に落ちた。痛みはないが驚きのあまり笑いが引っ込んでしまった京司は、顔に当たった白い布を掴むとアサドを睨んだ。

「いきなり何するんだよ」

「キョウジがいつまでも黙らぬから黙らせてやったまでだ」

　非難のたっぷりと籠った視線を京司が向けてもアサドは知らぬ顔でパンをかじっている。その頭上には先程までしていたはずのゴトラがなく、金色の髪が一房額に掛かっていた。京司の顔面を直撃したのは恐らくアサドのゴトラで間違いないだろう。しかし、何も黙らせるためにゴドラを投げつける必要はなかったはずだ。

「もっと別の方法はなかったのか？」

　布だから怪我はなかったものの、絨毯の上には料理だってのっているのだ。それこそ、杯などに当たっていたら中身が零れてしまっていたかもしれない。だからこそ、もっと別の、穏便な方法があったはずだとアサドに尋ねると、アサドの瞳が妖しくキラリと輝いた。

　本能的な危険を察知した京司の体が後ろに逃げそうになる。嫌な予感がひしひしとしている。そして、大抵こういう予感は当たることが多い。

「別の方法はあるにはある。キョウジがそちらが好みならば次からはそうするが？」

「因みに……その方法って何なんだ」

　本当は訊かぬ方がいいと分かってはいるのだが、チラつかせられると気になってしまう。恐る恐るといったふうに尋ねると、アサドがパンを咀嚼し飲み込んだ。

「物理的に口を塞ぐのだ。実際にやってみせてもいいぞ」

「え、遠慮しとくよ……」

　唇を指で拭いながら京司に視線を送るアサドに背筋がゾワリと騒ぐ。京司はこれでもかというほど頭を横に振った。君子危うきに近寄らずとも言うくらいだ、自ら危険に飛び込むような真似はよしておくべきだと判断した京司は手元の肉にかじりついた。

　それからの食事は京司が警戒していたようなこともなく、終始和やかに進んだ。京司は膨れた腹をさする。香辛料を使った料理が多くとても食べれたものではないと思っていただけに、腹が膨れるまで食べたというのがいまだに信じられない。それもこれも、アサドが勧めてくる料理が実に京司好みだったことにある。

　しかし、よくよく考えてみるとこんなにも京司好みの食事がこの場に揃っているのはおかしいようにも思える。現にアサドが口にしているものは京司の苦手な香辛料の使われた料理ばかりだ。

「なぁ、俺はアンタに食べ物の好み何て言ったかな？」

「いや、聞いていないな」

「じゃあ、何で……」

　分ったんだ、と口にしようとして結局京司は口を閉ざした。目の前の料理は京司のために用意したと部屋に入ってすぐにアサドは言っていたが、好みもよく知らないのにどうしてそのようなことが出来たのだろうか。不思議そうな表情の京司を見てか、アサドの口角がクッと吊り上がった。

「昔、バハルがこの国に来た頃に香辛料を使った料理を苦手そうに食べていたからな。キョウジもそうだろうと踏んだだけだ」

　事も無げにそういって、杯を優雅に傾けるアサドの姿を京司は口を開けたまま見つめる。まさか、バハルも同じような感じだったとは思いもしなかった。アサドとバハルはいつからの付き合いなのだろう。

　昔、ということは恐らくここ数年ではなく数十年単位だろうか。だとしたら、アサドがこれほどまでに日本語が流暢なのも納得がいく。

「バハルさんとは、長いのか？」

「ああ、あれとはもう二十年ほどの付き合いになる。お蔭でこうして日本語には困らない」

　穏やかな顔でアサドは房からもぎ取った葡萄を口へ運ぶ。予想はしていたとはいえ、そんなに長い付き合いなのかと京司は驚いていた。確かに二十年も側で日本語を聞いていたら上手くもなるだろうと考えていた京司はふと、ある考えに思い当たった。

「バハルさんが一緒なら、退屈じゃないだろ？　俺は必要なかったんじゃないのか？」

　京司の中で膨らんだ疑問がつい口をついて出た。すると、アサドは呆れたといわんばかりのため息を吐き出し言った。

「……お前はバハルとは違う。お前は、私の意のままにはならぬだろう？」

　アサドの問いを京司は頭の中で反芻させる。王子だからといって間違ったことをするアサドに無闇やたらと従うのはおかしいと思っているが、それを人を礼儀知らずのように言うのはやめてもらいたい。

「俺を礼儀知らずみたいに言うな。俺だって弁えるところは弁える。ただ、アンタが横暴だからそれなりの態度をとっているだけだし」

　京司がツンと顔を背けながら言い放つと、アサドは怒るどころか楽しそうに笑った。

「フッ、キョウジはそれでよい。いや、そのままでいてくれぬと私が困る」

　京司としては、アサドが困ってくれた方が大いに助かるのだが。穏やかな笑みを前にするとそう憎まれ口をたたくのもはばかられ、京司は押し黙るように飲み物を口に運んだ。そのまま杯の中身を飲み干した京司は窓に視線を向ける。気が付けば、空には夜の帳が下り宝石を砕きそのまま散りばめたような星空が顔を覗かせていた。

　部屋に入った当初は多すぎて食べきれないと思っていた料理もアサドと京司の腹に殆ど収まってしまっている。そろそろ、退室した方がいい頃合いだろうと京司は「ご馳走様」と手を合わせてから立ち上がった。

「なんだ、もう部屋に戻るのか？」

　アサドが京司を見上げた。

「ああ、お腹も膨れたし眠くなってきたから戻るよ」

　昨日一睡も眠れていないこともあって眠気が京司を襲っていた。このままこの場に居ても三十分以内には眠っているかもしれない。どうせ眠るなら、ここよりも自室がいい。京司は扉の方へと眠い目をこすりながら歩いていった。

「そうか、気を付けて戻れ」

　京司の背後からアサドの声が返ってくる。てっきり引き止められるのかと思っていたのだが、まさかあっさり見送られるとは。つくづくアサドという男は分からないが、京司が抱く警戒が僅かばかり緩んだのは紛れもない事実だった。

「ああ、お休み」

　扉の向こうに消える間際、京司がそう言うと。アサドは絨毯の上に坐しながら杯を掲げ「いい夢を」と気障なセリフを返してきた。何が〝いい夢を〟だ、と内心悪態吐きながらも、京司は今日はいい夢が見られそうな予感がしていた。




　翌朝、京司は朝の冷たく澄んだ空気に頬を撫でられゆっくりと瞼を持ち上げた。目の前に広がるのは三日目にしてようやく驚かなくなってきた天蓋の美しい布飾り。今日もアサドとのゲームが始まるのか、と思う京司だが前ほど嫌がっていない自分の変化に戸惑いも感じていた。

　勿論、筆を取られたままなのは悔しいし、昨日と一昨日のアサドの言動に腹立ちもする。けれども京司は少しならば彼の退屈潰しに付き合ってやっても構わない、くらいには思えるようになっていた。

　京司はムクリとベッドから起き上がると、大きく伸びをした。昨日、早い時間から寝たお蔭もあって睡眠はたっぷり。食べ過ぎたせいか胃が少々痛むことを除けば、すこぶる気分は良かった。

「んー、今日はアサドに許可もらって中庭を描かせてもらおうかな……」

　頭の中に中庭のバラの花を思い浮かべながら身支度を済ませると、コンッ、と軽いノックが聞こえた。このノックの仕方はバハルではなくアサドの方かもしれない。そう予想した京司は扉の前へと移動し開けた。

　京司の予想した通り。扉の前にはアサドの驚いた顔があった。

　ほんの二、三日前までは顔も知らない赤の他人で、人を見下すような高慢な笑みしか目にしていなかった気がするのに。知り合うと、このアサドという男は様々な表情を見せてくれる。それは、京司にとっていいことなのか、悪いことなのか。今はまだどちらとも判断はつかない。

　京司がそんなことを考えていると、目の前のアサドが滑らかに口を動かした。

「もう起きていたのか？」

「あぁ、上手い具合に目が覚めたんだ」

　今日のような心地いい目覚めは日本にいる時でも年に数回あるかないかだ。普段、京司は眠りは浅い方で夢見もよくないのだが昨日に限ってそれがなかったのはアサドのお蔭、とは本人を前にして言うのは恥ずかしくて伏せた。

「今日も絵を描くのか？」

　アサドの問いに京司は「あぁ」と頷きかけて止めた。

　アサドの服装がカンドーラではない。色は白であるのは変わりがないが、シャツに白茶色のスラックスとラフな服装をしている。てっきり、カンドーラしか着ないと思っていただけに衝撃的だった。京司はまじまじとアサドを見詰めた。

　シャツの胸元は第二ボタンまで開けられ、そこから褐色の厚い胸板が覗いている。半袖から覗く腕にもがっしりと筋肉がついていた。

　しかし、何より京司の目を惹いたのはその褐色肌とシャツの白さの対比である。白色が褐色を殺すことをせず、いい具合に引き立たせている。そこに髪の金色、瞳の青色が加わり一つの芸術として京司の目の前に存在しているのだ。京司がそれを見詰めないはずがない。

「キョウジ？　聞いているのか？」

　ボンヤリとアサドを見詰め思考に耽る京司の目の前で褐色の手が振られ、ようやく京司は我に返った。

「え、あ……ごめん。絵なら描くつもりだけど、どうしたんだ？」

　京司が訊ねるとアサドの唇がゆるりと弧を描いた。金色の髪が揺れ、青色の瞳がスッと細まる。

「市に視察に行く。キョウジも一緒に来い」

　拒否は許さぬとばかりの態度に最初の頃の京司だったならば突っ掛かっていたかもしれないが、今日の京司はそんなことも気にならないほど気分がいい。それに、ニーラムザールの市とやらにも興味があった。

「分かった。少し用意がしたいから待ってくれないか」

　京司は承諾すると、そう告げた。身支度をした、といっても簡単に着ているものを整え髪を結い直しただけだ。外に行くとなるともう少しきちんとした身支度が必要になる。

「あまり、私を待たせるなよ。用意が済んだらガルブの回廊に来い。遅いようなら担いで無理矢理連れていくからな」

　冗談でアサドは言ったのかもしれないが、長く待たせてしまったら本当に実行されそうだ。京司は「分かったよ、出来るだけ急いで済ませる」と告げ、扉を閉めた。

「では、後でな」

　扉越しにそう言い残しアサドの足音が遠ざかっていく。完全に聞こえなくなったところで京司は身支度に取り掛かった。

　市、ということは歩くのだろうか。だとしたら、カンドーラではなく普通の服装がいいかもしれない。

　京司はバハルが滞在一日目に持ってきてくれていた服を数着備え付けのチェストの中から引っ張り出すと、それを持って大きな姿見の前に移動した。

　普段和服で出歩くことが多い京司なだけに、服を選ぶのはそれだけで一苦労だ。手早く決めることの出来たジーンズに上半身裸の姿で、足元に重なる半袖のシャツを体に当てては下ろすを繰り返す。

　これでは、まるでデート前の女子ではないかと内心自身の行動に突っ込みながら京司は悩んでいた。

「無難に黒……。いや、暑そうだから白か？　いや、白は似合わないよな……」

　ウンウンと三枚のシャツを手にして悩んでいると、コンッと再び扉が一回ノックされた。このノックの仕方はアサドである。

　恐らく痺れを切らしてやってきたのだろうが、もうそんなに時間が経過していただろうか。

　姿見の前にシャツを落とすと京司はそのまま扉に駆け寄った。

「遅い」

　京司が扉を開けるなり、不機嫌そうなアサドの声が聞こえた。目の前のアサドは腕を組み、京司を見下ろしている。

「ご、ごめん。中々服が決まらなくて……」

　萎縮しながら京司が答えると頭上の方で溜め息が聞こえた。顔を上げるのが怖い京司は視線を床に落とす。こんなことにならるならば、適当にさっさと決めてしまえばよかったのだ、と思うのだがアサドの隣に並ぶことを考えると出来なかった。

「入るぞ」

「えっ？」

　一言断りを口に、アサドが京司の腕を引き室内へとズンズンと入っていく。目を白黒させながら、アサドに引かれ辿り着いた先は床にシャツの散乱した姿見前だった。

　一体何をするのだろうか、と京司が眺めていると、アサドがおもむろに一枚のシャツを手に取った。白のステッチが三本肩に入った濃紺のシャツだ。それを、突っ立ったままの京司の体に合わせてくる。

「いつまでもその格好でいるわけにもいくまい。これを着ろ。あと、櫛を持って来い」

「あ、うん」

　確かに露出狂でもあるまいし、いつまでも上半身裸でいるわけにはいかない。京司は押し付けるように渡されたシャツに袖を通しながら洗面所の方へと向かった。

　記憶が確かならば、櫛が置いてあった筈だ。

　洗面所を覗くと、分かりやすい場所に櫛は置いてあった。それを手に取りアサドの元に戻ると櫛を奪われた挙げ句、ソファの方へと背を押された。

　座れ、ということなのだろうか。

　京司はこれ以上アサドの機嫌が悪くならないうちにソファへ浅く腰かけた。

「お前の髪は綺麗なのだから、雑に扱うな。傷む」

　ソファの後ろに立ったアサドにスルリと髪を解かれた。アサドの手によって京司の髪が梳すかれていく。髪を持ち上げる際に、時折指先が首筋を掠め、京司は擽ったさに肩をすくめた。

「動くな。いつまで経っても終わらんぞ」

　ピシャリとたしなめられ、京司は身動ぎするのを止めたが、やはり性格に難はあれどもアサドは一国の王子。そんな彼に髪を梳かせ自身は座っているなど落ち着かないにも程がある。

　京司は後ろを振り向こうとしながら「ごめん。後は俺がするから」と言ったのだが、あっさりと却下されてしまった。

「適当に結うつもりなのだろう？　傷むから止めておけ。お前は見てくれは悪くないのだから、きちんとした格好をするべきだ」

　京司は慣れない賛辞にむず痒さを感じながら、結局止めさせることも出来ずソファの上でじっとしているしかない。

　アサドの表情は見えないが、髪をとかす手つきは丁寧で優しい。こうされていると、まるで自分が大事にされている錯覚を抱きそうだ。

（何を考えてるんだ、俺）

　京司とアサドは同性で、しかもゲームに縛られているからこそ共にいるようなものなのに。気が付けばアサドという男は京司の中にスルリと入り込んでくる。

　ほだされかかっていると思うが、それが嫌ではないのだから更に困ったものだ。

　京司はアサドにされるがまま、その気持ちよさにうっとりと目を細めながら訊ねた。

「……アンタ、俺のことそう思ってたのか？」

　アサドに辛くあたっていた自覚があるだけに、てっきり口煩いとか。後は、外見でいくと野暮ったい奴と思われていそうだと思っていたのだが。

「事実を述べただけだ。ただ、私の好みではないがな」

「別に、アンタの好みになりたいと思ってもないし」

　アサドの蛇足のような一言に京司が素っ気なく答えると、彼は「そうか」と口にして背後でクスクスと笑う。その間に、クッ、と髪を引っ張られ、あっという間にアサドの手によって京司の髪は結い上げられてしまった。

「手慣れてるんだな」

「別に、こんなこと誰でも出来るだろう」

「そうかな？　俺は不器用だからこんなに綺麗には結えないな」

「絵を描くお前が不器用というのも、おかしな話だ」

　アサドがフッ、と小さく笑んだ。そのままポンと頭を撫でられ、自分で結んだ時よりも僅かに高い位置で青の結い紐が髪と一緒に揺れる。

「さ、出来たぞ」

　ポンとアサドに肩を叩かれた京司はソファから立ち上がると、いつもより頭皮が引っ張られる感じに眉を寄せた。なんだか、酷く落ち着かないのは結い慣れていない位置のせいかもしれない。

「その、……ありがとう」

　照れくさくて暑くなった頬を隠すように顔を背けて告げた京司の背後からはアサドの楽しそうな笑い声が聞こえ、それは宮殿を出て専用車に乗り込むまで続いていた。

「これは、……凄いな」

　京司は専用車から降りるなり、そう溢していた。

　宮殿からも青い空は見えていたし、乾いた風も吹いていたが青空の下で直に感じるのはやはり違うものがある。照りつける日差しはその最もたるもので、京司はこうして立っているだけでもジリジリと肌を焼かれている感覚があった。

（しまったな……。アサドにもらった日焼け止めを塗ってくればよかった……）

　元々持ってきていた日焼け止めは他の荷物と一緒に盗られてしまった。しかし、京司が（脅されるような形ではあるが）王宮に滞在することになった時に、アサドが新しい日焼け止めを用意してくれていたのだ。

　ここ数日、ずっと屋内にいたものだから日焼けめの必要性を感じず、すっかり存在自体を忘れてしまっていた。

　京司自身、日焼けしやすい体質ではあるから、塗った方がいいとは思うのだが、ニスルやアサドを見ていると少しくらい肌が焼けていた方が健康的かつ格好良い気がした。

「市って、どんな感じなんだ？」

　京司は隣を歩くアサドを見上げながら訊ねた。三日ぶりの外とあって京司は気分が高揚していた。

「どんな、と言われてもな……まぁ、活気がある場所には違いないが」

　歩きながら答えたアサドも、何処と無く浮かれているように見受けられるのは京司の気分の問題だろうか。なんにせよ、楽しそうな場所には間違いなさそうであった。そして、京司のその予想はその数分後に当たることになる。

　歩いて三つ目になる角を曲がったところで京司は足を止めてしまっていた。

　目の前にはひしめき合うテントの数々。行き交う人々に、何と言っているのかは分からないが市独特の活気がそこには溢れていた。

「ほら、突っ立っていると邪魔になるぞ」

「あ、あぁ」

　熱気に気圧された京司の腕をアサドが引き、京司は市の中に一歩踏み出した。

『今日は香辛料が安いよ!!』

『新鮮なフルーツは如何だい！』

　わあわあと左右から聞こえてくる声に京司はキョロキョロと視線を動かす。袋一杯に詰められた香辛料の数々、瑞々しいフルーツが売り場に山積みにされている。

「どうだ、ニーラムザールの市は凄いだろう？」

　京司の腕を引いたまま、人波を掻き分け前進していくアサドに頼もしさを感じながら京司は頷いた。自分一人だったならば、間違いなくこの人波に流された挙げ句市の外に弾き出されそうである。その点、今日はアサドがいるからその心配は無さそうだった。

「キョウジ、欲しい物があったら遠慮なく言え」

　振り向きざまにアサドがそう言ったが、人が多くてアサドについていくだけで精一杯だ。加えて、見たことがないものばかりで一体何に使うのか。また、どうやって食べるのか分からないものばかりで欲しがりようがなかった。

　ただ、退屈かと問われればそれは違っていて。沢山のニーラムザールの人間に、何に使うかも、どうやって食べるのかも皆目見当がつかない物に囲まれているのはすごく新鮮で口元が自然に緩んだ。

　時折、気にかけたようにアサドが振り返り慣れていない様子で説明をしてくれるのも面白く。普段人混みを嫌う京司も今日ばかりは気にならなくなっていた。

　しかし、何故こうもアサドはこの場に慣れているのだろうか。普通、王族であるアサドはこの場では浮いていそうなものなのだが。京司を先導するアサドの足取りは迷いなく、スイスイと人混みを縫うように抜けていく。それに、誰一人としてアサドの存在に驚いていないのが京司には意外だった。

「なぁ、なんでこんなに慣れてるんだ？」

　いい匂いをさせている屋台のような店の前に通り掛かった時、京司は腕を引くアサドに思い切って訊ねた。

　アサドが振り返り、足を止める。周りを歩く人が何事かと二人を見ながらゆっくりと流れていく。ポッカリとあいた空間の中心でアサドは考え込むように目線を地面に落とした。

「……ここには、許可が下りる度に来ていたからな。それに、小さい頃は宮殿を抜け出して遊びに来ていた。だから、慣れてるだけだ」

「そうか」

　ぎこちなさが見え隠れするアサドの返答には真実と嘘が入り交じっているような気がしたのだが、京司はそれ以上問い詰めることも出来ず口を閉ざした。

　アサドは京司の中に踏み入ろうとしてくるのに、京司がアサドの中に踏み入ろうとすると、途端にアサドは壁を作る。京司にはそれがほんの少し悲しかった。

（……悲しいって……まるで、アサドと仲良くしたいみたいじゃないか）

　京司は気持ちを追い出すように、フルリと頭を振った。アサドとはゲームが終わるまでの付き合いであるのに、深く知ってどうするというのか。

（終わったら関わることもないんだし……知らない方がいい、よな）

　京司は自身の気持ちに蓋をすると、屋台の方を指差して口を開いた。

「なぁ、これって何の飲み物なんだ？」

　アサドの意識を逸らすために適当に指差した屋台だったのだが、そこには不思議な飲み物が置かれていて京司は興味を惹かれた。

　持ち歩きするための透明なカップには薄茶色の液体が揺れている。目を凝らして見ると、沈殿物が底の方に堆積しているのが見えた。

「あぁ、あれはサトウキビを絞った飲み物だ。飲みたいのか？」

　サトウキビというと、砂糖の原料のサトウキビなのだろう。甘いのだろうと予想はついた京司だが、市の雰囲気がそうさせるのか、普段なら口にしないものでも口にしてみたくなる。

　好奇心に背中を押され素直に「あぁ、飲んでみたい」と京司が頷くと、アサドは京司の腕を掴んだままその屋台に寄った。

『一つもらえるか』

『はいよ、三十ニームだ』

　アサドは店主らしき中肉中背の男に銀色に光る硬貨を一枚渡すと、突き出されたカップを一つ代わりに受け取った。

「ほら、飲むといい」

「ん、ありがとう」

　バトンのように今度は京司に回されたカップを受け取りながら礼を言うと、京司はそっとカップに口をつける。

　甘ったるい匂いが鼻先に届いた。そのまま、クッと傾けて薄く開いた咥内に液体を流し込むとほのかな甘さを感じた。味は悪くないのだが、独特な青臭さが鼻にぬけていく。

　自身で飲みたいと言い出したのは京司であるが、青臭さがどうにも苦手だ。

「独特な臭いがする……」

「そういうものなのだから、当たり前だろう」

　クツクツ、と喉を鳴らして笑うアサドに正論を言われ、京司はグッと黙った。

　買ってもらった手前いらないと言うわけにもいかず。京司が複雑な表情でチビチビと飲み進めていると、アサドの手によってカップを奪われてしまった。

「あ、おいっ！　それ、俺の──」

「飲めぬのだろう？　無理する必要はない」

　そう言うと、アサドは京司の目の前でカップに口をつけ傾けた。一瞬アサドの眉間に京司と同じ様に皺が寄るが、そのままごくごくと喉を鳴らし全て飲み干してしまう。

「甘いな……」

　空になったカップを潰しながら呟いたアサドを京司は見上げた。

「甘いの苦手なのか？」

「苦手ではないが。自らすすんで食べたり飲んだりしようとは思わぬな」

　まだ舌の上に甘味が残っているのか、アサドは苦い顔をしていた。アサドは苦手ではないと言ったが、京司にはとてもそうは見えなかった。

　ジッと見詰める京司の視線に気が付いたアサドの碧眼が京司を映した。

「何か言いたそうな顔だな。遠慮せずに言え。言わねば分からん」

　それは確かにアサドの言う通りである。黙っていても考えが伝わるはずがないのだ。

「なんで、飲んでくれたんだ？」

　自惚れかもしれないが、京司が困っていたから代わりに飲んでくれたのではないだろうか。

「喉が渇いていたからに決まっている」

　それに対してアサドはフイッと顔を背けて素っ気なく答えたのだが、顔を背ける前の一瞬。京司が見たアサドの頬は心なしか赤く染まっていた気がした。

　京司の心がほんのりと暖かくなる。舌の上に居座っている独特な味も、途端に心地好いものに思えるから不思議だ。

「キョウジ、アレを食べるぞ。口の中が甘ったるくて敵わん」

〝アレ〟とアサドが指差した方向を京司が見遣ると、店員らしきふくよかな女性が焦げ茶色の大きな塊を薄くスライスしているのが見えた。甘辛く、香ばしい匂いが塊から漂ってきているようで、京司は食欲を刺激される。

　よくよく考えてみると、朝起きてそのまま市に来たので朝食もまだだ。くぅっ、と情けない音が京司とアサドの腹から聞こえ、二人は顔を見合わせて笑った。

「丁度いいから、ここで朝食にするぞ」

「だな。腹が減ったよ」

　アサドの隣に並びながら屋台に向かうと、早速女性から声をかけられた。

『いらっしゃい!!　何にするんだい？』

　ニコニコと気さくな笑みを浮かべている女性が何を言っているかは分からないがどうやら歓迎されているようだ。京司はぎこちなく笑みを返しつつ、隣のアサドの袖を引いた。

「なぁ、これってどんな食べ物なんだ？」

　串か何かに突き刺され吊るされた塊は肉だろうと予想はつくが、メニューの文字は京司にはミミズがのたくったようにしか見えない。仕方ないので京司は手っ取り早くアサドに訊ねた。

「これは、ケバブサンドといってだな。羊肉をスライスしたものをお前が宮殿で口にしていたホブズというパンに野菜と共に挟んだものだ。ここのは味付けが美味い上に、ソースが自分で選べる」

「へぇ……、詳しいんだな」

　思っていた以上に詳細な説明が返ってきたことに京司は驚きを隠せない。先程のことといい、王族なのに庶民的なものに慣れている様子に京司は疑問を抱くが、訊いたところで答えが返ってこないのは分かりきっていた。

「まぁ、な。それで、どれにするんだ？」

　案の定、アサドの口からは曖昧な返事が聞こえ、京司はやはりか、と思うと同時に小さく落胆していた。しかし、顔に出すわけにもいかず読めないメニューに視線を落としながら口を開いた。

「えっと、……俺はあんまり分かんないしスタンダードなのでいいや」

「そうか。なら、私はヨーグルト風味にするか……」

　アサドはサッとメニューに目を通すと、素早く決めてしまう。

『すまない、ケバブサンドを二つもらえるか？　一つはヨーグルトソースで、もう一つはそのまま。後、ヨーグルトの方に豆の増量で』

『はいよ。二つで百八十ニームだよ』

　時折、会計の側に置かれたメニューをトンッ、と指を指しながらアサドが注文をする様子を京司は隣で眺めていた。

　てっきり、アサドは王子だから市に来ると浮いて見えるだろうと思っていたのだが先程から京司が目にするのは市にすっかり溶け込んでいる一人の男だった。こうして見ている分には高慢な性格も鳴りを潜めていて、外見の整った普通の青年に見えないこともない。

（こっちのアサドの方が、自然な感じがするな……）

　京司がそんなことを考えていると、目の前に紙で簡単にくるまれたケバブサンドが突き出された。

「ほら。温かいうちに食べろ」

　フワリとアサドに微笑まれ京司は胸がドキリと高鳴るのを感じた。

（っ、男相手にドキドキするって……）

　京司は自身でも不可解な気持ちを持て余していた。恐らく、いつもと違った笑みだった上に不意討ちだったからだと思うのだが、何かが違っているような。そんな違和感が胸に凝りのように残っていた。

　それを誤魔化すように、京司は思い切って手元のケバブサンドにかじりつく。

「……ん！　……美味い」

　京司は目を見張った。昨日食べた塩味の羊肉と違って濃厚で甘辛いようなタレが肉汁の旨味と共に咥内に広がる。茹でられた豆と野菜をビネガーかなにかで和えたものが添えられているらしく、後味がサッパリとしているのがまた食欲をそそった。

　思わず京司の頬が弛む。美味しい物を食べて笑みが溢れるのは万人共通だとは思う。けれども、アサドの前で弛んだ顔を見せるのは気恥ずかしく、京司はホブズにかじりつくことで口元を隠した。

「気に入ったようだな。ここのはニーラムザールで一番美味いからな」

　黙々と口を動かす京司の様子に気を良くしたアサドはあの柔らかい笑みを向けると、同じ様に自分の分にかじりついた。

　大きく開けた口の中に京司の一口分の倍ほどの塊が綺麗に消えていく。アサドのケバブサンドはヨーグルトソースだと言っていたが、一体どんな味がするのだろうか。

　気になった京司がジッと見詰めていると欲しがっていると勘違いされたようで。アサドが、スッと自分のケバブサンドを京司の口元に差し出した。

「気になるのなら、一口食べてみるか？」

　一瞬、アサドに食い意地が張っていると思われたかもしれないと狼狽した京司だったが気になっているのは確かで。結局、悩んだ末好奇心と食欲に負けた京司は差し出されたケバブサンドを一口頬張った。

「これも美味しい……」

　モグモグと租借し終えた京司の口から溢れたのは驚いたような呟きだった。ヨーグルトの酸味とタレの甘辛さが絶妙にマッチしている上に、タップリと挟まれた豆の食感がいいアクセントになっている。アサドがニーラムザールで一番と言い張るのも納得がいく。

「キョウジ、口元にソースがついている」

「えっ？　──っ!?」

　アサドに指摘され口元を拭おうとしていた京司だったが、それよりも早く京司とは別の手がソースが付着している頬に触れていた。

　京司の目の前に、覗きこむようにこちらを窺う青色の瞳があった。

　一瞬遅れて、アサドに頬を拭われているのだと気が付いた京司は慌てて後ずさった。

　ドキドキと心臓は脈打ち、触れられた頬が熱を帯びている。触れられただけで過剰な反応だと京司自身そう思うのだが、咄嗟にとってしまった行動であるからどうすることも出来ない。ただ、唖然とした顔で見つめてくるアサドの視線が痛くて、京司は顔を俯かせた。

　賑やかな筈の市場の中、二人の間だけに気まずい沈黙が下りていた。こんな空気ではケバブサンドを口に運ぶ気にもなれず、京司は手にしている包み紙をクシャリと握り締めていた。

　アサドに悪気は無かったのだと分かっているのだが、無理矢理キスをされて以来接触に過敏になっている気がする。

「……急に触れて悪かったな。冷めないうちに食べろ」

　スッとアサドの手が引っ込められるのを、京司は苦々しい気持ちを抱えたまま見ていた。非はどちらかと言えば京司の方にあるのにアサドは何も言わない。ただ、無表情でモソモソとケバブサンドをかじり続けている。

（謝らないと……）

　京司はそろりと顔をあげた。折角アサドとの距離が少し縮まったと思ったのにこんなことで気まずいままなのは嫌だったからだ。ほんの三日前まではアサドのことなど知る必要もないと思っていたのだが、今は純粋にアサドがどんな人間なのか京司は気になっていた。

　京司の握り締めた手の中で潰れた包み紙がカサリと乾いた音を立てる。張り付いた唇をゆっくりと抉じ開けて、京司は声を発した。

「その、ごめん。ちょっと大袈裟に驚き過ぎた……」

「気にはしていないから、キョウジも気にするな。それよりも早く食べろ。まだお前を連れていきたい場所があるのだ」

　気にしていないとアサドは言ったが、京司には嘘であるのが分かっていた。しかし、アサドがそう言うのならば京司が否定するわけにもいかず、ただ頷いて少し冷めてしまったケバブサンドを口に詰め込んだ。

　ごくりと最後の一欠片を飲み込んだところで京司は先に食べ終えていたアサドを見上げて口を開いた。

「この次は何処に行くんだ？」

「ニーラムザールの国立美術館だ。お前も興味があるだろう？」

　まさに願ってもない提案だっただけに京司は一二もなく頷いた。元々行く予定ではあったのだが、宮殿に滞在しているうちは行けないだろうと半分諦めていたから嬉しさもひとしおである。

　美術館は逃げはしないと分かってはいるのだが気持ちが急いてしまう。早く行こうとばかりに、京司がアサドの腕を掴む。一瞬びくりとアサドが身を強張らせたのだが、浮かれている京司は気付かない。気持だけが先に歩いていってしまっているようなフワフワした感覚でアサドの隣を歩き続けた。




　そのあと一通り市場を巡った後、アサドは約束通り京司を美術館に連れていった。

　美術館は眩しいまでの白亜の壁で囲まれていて、まるで王宮のように美しかった。

　建物から少し離れた場所にある大きな看板には黒でミミズののたくったような文字が綴られている。恐らく〝ニーラムザール国立美術館〟と書かれているだろうと容易に想像できた。出入り口らしき扉まで十メートルあたりで降りた二人は疎らにいる来館者に倣って扉を潜った。

　扉を抜けた先は広い空間になっていて、京司の頭上には大きなシャンデリアが輝く金銀の装飾を誇示するように下がっていた。一体あのシャンデリアだけでいくらするのだろうか。考えるだけでも眩暈がしそうだ。しかし、それよりも京司には気になっていることがあった。

「アサド、ここ観覧料は払わなくていいのか？」

　京司は料金を支払わなければと料金所を探していたのだが、だだっ広い空間の何処を探してもそれらしきものは見つからず不思議に思っていたのだ。

「日本では美術館は有料なのか？」

　驚いた表情のアサドに質問を返され京司は目を瞬かせた。〝日本では〟とアサドは言ったがニーラムザールでは無料なのだろうか。

　やはり国が違うと制度も違うものなのだな、と京司は妙に感心しながら「ああ、そうだよ」とアサドに返事をした。

「有料であるのが悪いとは言わないが、こういったものは国民全てに開かれているべきだ。美を愛でる気持ちに優劣などない。貧しい者も富める者も、作品の前ではただの人でしかないのだからな」

　アサドの口から出たとは思えないような言葉に京司はあんぐりと口を開けたまま、彼を見た。初めの頃は、権力に服を着せたような存在だと思っていたアサドだが彼と同じ時間を過ごす度、その考えが打ち崩されていく。

　ポロポロと剥がれ落ちる仮面の下の彼の本当の姿は一体どんなものなのだろうか？

　今、京司の心を占めているのは、目にしたことのない美術品云々よりもアサドのことだった。

「ほら、行くぞ。ここは広いからぼさっとしてると時間がなくなる」

「あ、うん」

　アサドの声で我に返った京司は、先に進もうとするアサドの背を慌てて追いかけた。

　進んだ先の左右の壁には大小さまざまな絵が掛けられていた。油彩に始まり、人物や、動植物などが木炭を擦り付けたような白黒のクロッキーで描かれている。複雑な模様の織物なども飾ってあり、京司はその一つ一つの前で足を止めてはじっくりと眺めた。

　美しい砂漠の風景画、市で笑い合う人々。激しく吹き付ける砂嵐に耐える人の横顔。そのどれもが深く京司の心に焼き付いた。そして同時に自身の絵に何かが足りていないことを改めて認識させられた。

（どうやったら、人の心に残る絵を描けるんだろうか……）

　京司が貪欲に絵から感じ取ったものを吸収しようと瞬き一つせず眺めている間、アサドは解説を口にすることもなく京司の傍にただ黙って立っていた。市で会話が途切れた時は居心地が悪かったが、今は逆にこの静寂が京司には心地良い。時間が許すのならば、ずっとこのままこの優しい空間に浸っていたいと思わせるほどだ。

　しかし、当然それが許されるはずもなく。通路順に沿って進み最後の一枚に差し掛かった時だ。

　京司は、思わず「あ……」と小さく声を上げてしまった。

　目の前には京司の背丈ほどのカンバスがあり、そこには仲睦まじそうに微笑み合う母子の絵が描かれていた。ふんわりとしたタッチに、女性の笑みがとても印象的な一枚。これを見た人々は幸せな母子の一場面だと思うだろうが、京司には女性の微笑みの中に悲しみを感じていた。

　胸をキュッと掴まれるような。そんな切ない感覚に京司の眉間に皺が寄る。

「どうかしたのか？」

　京司の様子に目敏く気が付いたアサドが横から尋ねてきたが京司はシャツの左胸部分を押さえたまま、視線を逸らさない。その様子は、まるで見えない糸で縫いとめられでもしたかのようだった。

「これ……アサド、アンタだろ……？」

　やがて、京司の唇からこぼれ出たのは静かな言葉だった。京司の一言を耳にしたアサドの顔に肯定とも否定ともとれない曖昧な笑みが浮かぶ。

「……何故分かった？」

　分かってほしくなかったが、分かってほしかった。そういった複雑な感情がアサドの青い瞳の中で揺れている。しかし、京司にも自分が何故そう感じたのか説明が出来なかった。

　絵の中のアサドは今よりもずっと幼い上に、無邪気に母に微笑むその顔の面影は全くと言っていいほどなくなっている。おまけに、優しい色使いとタッチのせいでアサドの金の髪も青の瞳も、これだと断定できるほど色の判別も出来ないというのに。

　アサドの答えをもらう前から京司には絵の子供がアサドだという確信があった。

　しかし、この感覚をどう説明すればいいのか分からない。京司は絵を眺めたまま「何となく、かな……」と答えるしかなかった。

「やはり、お前は面白いな。ここに連れてきて正解だった」

　やがて、ポツリと落とされたアサドの呟きに京司は視線を持ち上げ隣のアサドを見つめた。面白いとか、面白くないとか。アサド本位の理由で連れてこられたと思うと少しばかり不服な京司は「なんだよそれ」と不満を口にした。自惚れではあるが京司自身のために連れてきてくれたと考えていたからだ。

　けれども、それを言葉にすることは出来ず。京司は当たり障りのない話題を振ることにした。

「……これ、幾つの時のだ？」

「五つだな。母が知り合いの画家に描いてもらったものだ」

　五歳と言うと、今から二十数年前だ。人間二十年もあれば、面影を感じさせないほど成長していてもおかしくないかもしれない。

　京司は一人納得しながら、視線をもう一度女性に向けた。豊かなブロンドに近い色味の髪は柔らかに波打ち、少女の可憐さを残した顔はうっすら薔薇色に上気している。雰囲気で伝わってくる以上にアサドを見ていても分かるが、彼女は相当な美女に違いない。

　この女性がアサドの母親ということは、これから滞在を続ける上で会うこともあるかもしれない。その可能性に今更ながらに京司は気が付いた。

「母って言うと今の王妃だよな……。えっと、今更なんだけど……挨拶とかいった方がいいのかな？」

　挨拶の一つもない無作法者と思われでもしたらたまらない。宮殿に戻り次第会いに行こうと思い京司は尋ねたのだが、アサドから返ってきたのは予想外の答えだった。

「今の王妃は私の母ではない。私の母はこの次の年に死んだ」

　思ってもみなかった返答に京司は一瞬言葉を失った。知らなかったとはいえ無神経な問いをしてしまったことを後悔していた。これではアサドに文句を口にされても仕方がない。

　京司は何らかの咎めを覚悟しつつアサドを恐る恐る見遣った。

「え、……あ……その。ごめん」

　少し怯えながら京司は謝罪を口にした。覚悟しているとはいえ、アサドから拒絶されるような言葉を聞くのは怖かった。

　しかし、アサドの口から聞こえたのは京司が覚悟していた言葉ではなかった。

「別に構わん。今更母が恋しい歳でもないないからな」

　自嘲するような笑みと共にアサドの口からはそんな言葉が吐き出された。京司を気遣ってなのか、それとも本当にそう思っているのか。表情だけでは分からないが京司にはそのどちらもが正解で、どちらもが間違いであるような気がした。

　その後、どう声を掛けていいか分からなくなってしまった京司は、アサドと一言も会話することなく美術館を後にした。再び表で待機していた車に二人は乗り込む。

　目的地は分からないが移動している間も京司は無言だった。ちらりと横に座るアサドを見ると、彼は窓の向こう側の流れるように過ぎていく景色をただジッと眺めていた。

　やはり、母親の話はアサドにとって触れられたくないことだったのかもしれない。京司はさっきの自身の迂闊さを呪いながら、窓の向こうを見つめた。

　高層ビルの群立帯を抜け車は道が舗装もされていないような場所を進んだ。土壁で出来ているような赤茶けた色の家々が並び立ち、住民らしき人々が暑さにも負けず出歩いている。

　京司は微笑ましさと逞しさを感じながらその光景を見ていたのだが、五分ほどそのまま車が進むと辺りから人影が消えた。周りも先程の住宅街よりも寂れ、古びた家々が多くなり。京司が不安を覚え始めた頃、車は細い路地の前で停まった。

「ここで降りて少し歩くぞ、付いてこい」

「あ……うん」

　路地は薄暗く初日の出来事を彷彿させるため、京司は気乗りしなかった。しかし、アサドが車を降りるなり一人で奥に進もうとするので京司は慌てて後を追った。

「なあ、……どこに行くんだ？　ここ、貧民街だろう。アンタは、用事なんて無いんじゃ……」

「用がない？　それは私が決めることであって、お前に決められるものではない。それに、私はこの国の王子だ。知らねばならぬことは多くあっても知らなくていいことなど一つもない。キョウジ、お前は人物画はその人間を深く知らなければいいものを作り上げるのは不可能だと言ったな。それと同じだ。この国の良いところも悪いところ、全て知っていてこそ初めて王たる資格が与えられると私は考えている」

　京司の前を歩く背に何気なく投げかけた質問だったのだが、振り返ったアサドの顔はこれまでにないくらいに真剣そのもので。京司は圧倒され後ずさった。不用意な発言で先程後悔したばかりだというのに、短い間に繰り返してしまうとは迂闊だとしか思えない。これは、今度こそアサドに嫌われてしまうかもしれない、と京司は内心怖くて仕方がなかった。

（……ほんのちょっと前まで嫌われても構わないと思ってたのにな……）

　すっかり変わってしまった自身の心に京司は戸惑いを感じると共に内心自嘲するような笑みを浮かべる。自分がアサドにほだされているとは分かっていたが、ここまでとは。今からでも遅くはないから関わらないようにした方がよいのではないだろうか。そんな考えで頭を悩ませながら、京司は前を向き歩き出したアサドの背を追いかける。

　砂っぽい風が二人の髪を揺らす。砂を踏む音だけが嫌に大きく響いた。それから、どれくらい奥に向かって進み続けただろうか。気が付くと京司は一軒の古びた家の前に立っていた。

「アサド、ここは──」

　そう尋ねようとした京司の声は途中から元気な子供達の声に掻き消された。声のした方向を見ると、家の扉から数人の子供達が出てきてアサドに走り寄るところだった。唐突なこの状況に京司は唖然としながらアサドを見つめる。

『皆、元気にしていたか？』

『うん、元気だったよ!!　でも、アサド兄ちゃんが来なくて寂しかった』

　親しげに話し掛ける少年に京司はアサドが怒り出しはしないかと冷や冷やしていたのだが、予想に反してアサドは優しい眼差しを向けながら抱きついてきた子供の頭を撫でていた。

『そうか。……先生は？』

『お部屋で食事の用意をしてるよ。どうかしたの？』

『いや、食事の支度中なら邪魔するわけにいかんな。マタル、これを先生に渡しておいてくれ』

　子供に目線を合わせ身を屈めたアサドがシャツの胸ポケットから茶色い封筒のようなものを取り出すのが、少し離れたところから見守っていた京司の瞳に映った。あれを渡すためにここまで来たのだろうか。京司の憶測でしかないが、あながち間違っていない気がした。

　けれども、ただ届け物をするのならばなにもアサド本人が届ける必要はないだろうに。それほどまでにこの場所に訪れたかった、もしくはあの封筒の中身が重要だったかだとは思うのだが、京司にはそれを確かめることは出来ない。口を開き失言をしてしまったら、と思うと声が出なかったのだ。

『えー、アサド兄ちゃんが渡してよ。先生、兄ちゃんと会いたいって言ってたよ』

『会いたいのは山々だが、生憎そこまでゆっくりしている時間がないんでな。また時間が取れた時に会いにくる』

　少年の頭をクシャリと一撫でしてからアサドは立ち上がった。手元にはもうあの封筒はなく少年が代わりにそれを握っていた。ということは、ここでの用事はもう済んだということなのだろう。

　言葉が分からず疎外感を感じていた京司は、子供達から離れこちらに戻ってくるアサドに安堵していた。

「用事は済んだのか？」

「ああ、元々ゆっくりするつもりはなかったからな。付き合わせて悪かったが、終わった以上長居は出来んから戻るぞ」

　京司は目の前で受け渡しを見ていたのだから、用が終わったことくらい分かりきっていた。しかし、それでもアサドに尋ねたのは、アサドの口から〝終わった〟と聞き安心したかったからに他ならない。

　元来、京司は限られた人間としか関わりを持つのを避けていた筈なのに、アサドのことになるとどうしてか知りたくなってしまう。その理由が何かはまだ分からないが見えない力が働いているかのように惹き付けられていることは事実だ。

　京司は車に戻るまで自身の心であるのにままならないもどかしさの原因に頭を悩ませたまま歩き続けた。

　そうして、無言の二人を乗せた車は、宮殿へと戻ってきた。

「……なぁ、あのシャルクのバラ庭園で絵を描いていてもいいか？」

　京司がアサドへそう切り出したのは、公務をこなすために自室に戻るアサドを見送ろうとしている時だった。

　真っ直ぐに宮殿へ戻ってきたはいいが、京司の中では市や美術館、貧民街での出来事が燻っていて部屋でじっとしていることなど出来なかった。だからこそ、絵を描くことで神経を落ち着かせたかった。

　アサドは京司の言葉にいい顔をしなかった。しかし、京司が引く気がないと分かっているからか。渋々といった感じだがアサドは「いいだろう。しかし、あまりウロウロと動き回るなよ」と一言だけ釘を刺し、その大きな背中を京司に向けた。

　そうしてそのまま、何かを振り切るように歩き去っていく。

「ありがとな、アサド……」

　京司は今にも視界から消えてしまいそうなほどに小さくなったアサドの背中にむかって小声で礼を告げる。そうして、完全にその姿が見えなくなるまで見送ってから、シャルクのバラ庭園に向かって小走りで進もうとしたところで足を止めた。

（……画材、部屋だった……）

　よほど気が急いていたからか、すっかり肝心な画材のことが頭から抜け落ちていた。危うく手ぶらで向かうところだった京司は、一先ず画材を取りに部屋まで戻ることにした。




　画材といってもアサドからもらった紙と鉛筆数種類、練り消しだけで持ち運ぶのにはそうそう困らない。恐らく、その点を考慮した上でアサドは画材をプレゼントしてくれたのだろう。そう考えると京司の胸は温かくなった。

「キョウジ!!」

　にやけそうになる顔を引き締めながらワサトの廊下を歩いていると、京司の背後で親しげに名前を呼ばれた。こんな場所で京司の名前を呼ぶ人物など限られている。バハルは当然京司を呼び捨てにすることはないし、アサドとは先程別れたばかりだ。消去法で残ったのはニスルだった。

　振り返った京司の視界に映ったのは京司の予想通り、ニスルの姿だ。彼は真っ白な歯を見せながら笑い、京司に大股で近付いてきた。

「よお、こんなとこで何してんだ？」

「何って、今から一度部屋に戻るんだよ」

「ふーん。どこかに行ってきたのか？　外の匂いがする」

　そう言ってニスルは京司にずいっと顔を寄せ、鼻を鳴らした。大きな犬にじゃれつかれている気分になりながら、京司は半歩後退る。

（というか、外の匂いって何だ？）

　まさか変な匂いでも発しているのだろうかと心配になった京司は襟ぐりを掴むと鼻を近づけた。けれども、漂ってくるのはほんのりと甘く香る洗剤の匂いで、それ以外は分からない。

　ニスルの嗅覚が鋭敏なのか、それとも京司に鎌をかけるためにそう言ったのか。京司は恐らく後者である気がした。しかし、ニスルの場合前者もあり得そうだから恐ろしい。

「今日はアサドに外に連れて行ってもらったんだ」

「は？　アサドに？」

　京司の言葉にニスルはエメラルドの瞳を見開いていた。信じられない。そう言いたげな表情だ。

　そんなにおかしなことを言っただろうか、と首を傾げる京司にニスルはからかうような笑みを向けた。

「気に入られてんな。あいつが外に連れて行くなんて相当だぜ」

「そんなはず無いって、ただの気紛れだと思う」

　素っ気なく答えた京司だったが、本当は喜びで浮かれていた。ほんの数刻前までは自身の気持ち一つままならないと頭を悩ませていたというのに。我ながら現金だな、などと苦笑いを浮かべ京司は口を開いた。

「で、ニスルは俺に何か用事があったのか？」

　ニスルはバツの悪そうな表情で首の後ろ辺りを頻りに擦りながら答えた。

「ん？　あー、いや。ただ、アンタの姿見かけたからつい、な」

　声を掛けられた以上何かしら用事があるのだろうと思っていたのだが、どうやら京司の考え過ぎだったようだ。まあ、無いならないで別に構わないのだが。身構えていた京司としては少しだけ肩透かしを喰らった気分だ。

「悪いな、用もないのに呼び止めたりして」

「別に構わない。ここではあんまり話し相手も居ないし。そもそも、俺に話し掛けられてもこの国の言葉を話せないし」

　京司の口から出たのは京司の本心そのものだった。宮殿ではバハルとアサド、ニスル以外とは話したことがない。元々人付き合いが得意ではないし、言葉が話せないから助かっているのだが。しかし、だからと言って誰にも話し掛けられないのは寂しすぎる。

　バハルと話そうにも、彼は京司のことを毛嫌いしているしアサドとは話していて楽しいが自身にも分からない心の動きのせいで中々本心全てを口にすることは難しい。そう考えた時、気軽に話をしてくれる存在と言ったらニスル以外いないのだ。

　だからこそ、ニスルがこうして京司を見かけて声を掛けてくれることは京司としても嬉しいことだった。

「んで、外はどうだった？　面白かったか？」

「ああ。市に連れて行ってもらったんだが、活気があって凄かったよ」

　京司の瞼の裏側に市の光景がありありと思い出される。行き交う人々は皆笑顔で楽しげな声が飛び交っていた。日本の市場すら知識としてしか知らない京司だが、生の空気を。それも異国の地、売っているものも分からないような場所で味わうことになるとは思っていなかった。

　ニスルは興奮冷めやらぬ京司の声にほっそりと瞳を細め微笑んだ。

「そりゃよかった。中央市にある、大きな肉の塊が吊るしてある店のケバブサンドは食わせてもらったか？」

「ニスルも知ってるのか？」

「まあな、俺はあそこの常連だし」

　得意げに胸を張るニスルの様子がおかしくて、京司はプッと小さく噴き出した。常連ということは、すなわち勝手に宮殿を抜け出していると白状したようなものではないか。王子としてあるまじき行動だとは思うのだが、ニスルには宮殿でじっとしているなど似合わない。

「王子らしくないよな。俺とも気軽に話してくれてるし」

「俺が王子らしくした日には、次の日雨降るぞ。堅苦しいのは、アサドとチビだけで十分なんだよ」

　おどけた口調で返してから、ニスルは嫌だ嫌だと首を横に振った。大袈裟なまでのリアクションが京司の笑いを誘う。彼のこういうところが親しみ安さを覚える所以なのだろう。

「それで、これから部屋に戻るんだろ？」

　ニスルに尋ねられた京司は「ああ」と短い返事を口に頷いた。戻ろうとしていたところでニスルに話しかけられたため、殆ど進めていないのだが、シャルクに行って絵を描くこと以外は予定もない。

　京司は翳った前髪の下で少し考え込む。ここで折角会えたのだから、もっとニスルと話をしてみたかった。それに、あわよくばアサドのことを聞けるかもしれないとの思惑もあった。

「なあ、一緒に来るか？」

「は？　お前が滞在してる部屋にか？」

　唐突な京司の誘いを聞いたニスルの口から素っ頓狂な声が上がる。そんなにおかしなことを言ったつもりはないのだが。京司は口を開け呆け顔のニスルに「そうだけど……」と小さく答えた。

「いや、まあ、いいけど……。なんか、確実にアサドに嫌われそうだな」

　視線を下に向けブツブツとニスルは呟くのだが、そのどれもが京司の耳に届くこと無く消えてしまった。

　結局ニスルは来るのだろうか、来ないのだろうか。京司はニスルを見詰めながら待っていると、数秒の後に「あー、少しだけ邪魔する」と返ってきた。

　京司はニスルの答えに知らず詰めていた息をホッと吐き出す。

「てっきり、来ないって言うと思ったよ」

「なんだそれ、アンタから誘っておいてそりゃないぜ」

　そう言ってニスルはカラカラと笑う。京司もつられたように笑みを浮かべ、ようやく歩みを再開させた。

　広い廊下に先程は一人分だったが、今は二人分の足音が響く。日はまだ高い位置にあり、廊下は窓から差し込む光で温かい上に明るかった。

　京司はつっ、と視線を右斜め上に持ち上げる。

「ニスルは普段何をしているんだ？」

　部屋に着くまでの場繋ぎとして何気無い話題を京司が振ると、ニスルは真っ直ぐに前を向いたまま口だけを動かした。

「そうだなー、仕事以外となると大体は読書だな。後は体を動かしたりが多いぜ」

「読書……想像がつかない」

　京司の口からそんな感想がこぼれ落ちた。ニスルは快活な印象だから室内で静かにしていることは苦手だと勝手に思っていたのだが、どうやらそれは京司の思い込みだったようだ。

　ニスルは京司の感想にも気を悪くした様子はなく、ただ苦笑いを口元に浮かべていた。

「アンタ、けっこう失礼だよな」

「ごめん、でも読書するイメージじゃなかったから」

　もっと言うならば、王子というのもニスルには似合っていない気がする、とは流石に口にしなかったが。京司は、ニスルには宮殿の中よりも青空の下が似合っている気がした。

　話しながら歩いているとワサトからガルブまであっという間に辿り着いた。そして、迷いのない足取りで沢山ある部屋の中から自室へと真っ直ぐに向かう。

　京司にしてみれば三日しか経っていないが、その倍以上滞在しているような感覚がある。それほどまでに随分とここに慣れてしまった。

（ゲームが終われば出ていく身なのにな……あまり慣れすぎるのも考えものかもしれない）

　明確に日付を決めているわけではないが、ここにいつまでも留まれるはずがない。アサドとのゲームが終われば、京司に待っているのはアサドもニスルもいないいつも通りのごくごく平凡な生活だ。

　そうなれば、王子であるアサドとは気軽に話をすることもなくなる。いや、出来なくなると言った方が正しいだろう。

（……これじゃあ、ゲームが終わっても話がしたいって思ってるようなものじゃないか）

　京司は自身の気持ちに苦笑いを浮かべながら自室の扉を開けた。

　キイッ、と軽い音を立てて扉が開く。京司はニスルを招き入れると、ソファの方へと通した。

「へぇ、客室ってこんな風になってんだな」

　ニスルは珍しそうに部屋を見渡しながらドッカリとソファに腰を下ろした。自身の住む場所であるから知らないはずもあるまい、と京司は思うのだが。どうやらニスルの様子からすると本当に知らなかったようである。

　キョロキョロと視線をあっちこっちに動かす様子は、何だかニーラムザールに訪れたばかりの京司自身に重なり親近感を覚えた。

「ニスルの部屋はどんな感じなんだ？」

「あー、俺の部屋はキョウジのとこより狭いな。その上、本で埋まってて足の踏み場がない」

　京司はアサドと同じくらい広い部屋だろうと思っていたのだが、どうやらハズしたようだ。しかし、足の踏み場もないとは流石に誇張ではなかろうか。確かめてみたいものの、実際に目にするのは怖い気がする。

　京司はニスルの部屋の様子を頭の中で描きながら、対面のソファに腰掛けた。

「そんな部屋を見たらバハルさんとか卒倒するんじゃないか？」

「あー、するかもなぁ。んで、小一時間説教コースだな」

「こんな風に目をつり上げて怒りそうだな」

　そう言って京司は指先で目尻を押し上げた。それを見たニスルが腹を抱えて盛大に噴き出す。

「っく、ハハハッ!!　ちょい似てる！」

「俺殆どあの人の怒ってる顔しか知らないんだけどさ。バハルさんって笑ったりするのか？」

「あぁ、笑うと結構幼い感じだぜ。まぁ、俺もここ十年程はずっと怒った顔しか見てないんだけどな……」

　ニスルの声がワントーン低くなり懐かしむような色が混ざる。京司がニスルを見遣るとエメラルド色の瞳に寂しさが揺れていた。快活なニスルにもきっと色々と複雑な事情があるのかもしれない。京司は自身の中でそう結論付けると、ソファを立ち上がった。

「ニスルは何か飲むか？」

「ん？　俺はなんでもいいぜ」

　返ってきた声に「分かった」と一言残し、京司はベッドの脇のテーブルへ向かい、水差しとコップを二つ手にした。これも、京司が来たその日に用意されていたもので、水は定期的にバハルが届けに来てくれる。

　戻ってきた京司はグラスの片方をニスルの前に置き、水を注ぐ。

「それ、アサドからもらったのか？」

　急な問い掛けに京司は水を注ぐのを止め、ニスルを見た。〝それ〟とニスルが指したのは京司が手にする水差しだった。緑がかった青の硝子が涼しげで、よく見ると細かい蔦の模様が表面に刻まれている。

「分からないけど、ここに来た時には用意してあった」

　京司がそう答えるとニスルは「へぇ、……やっぱりアンタ大事にされてるんだな」と、一人納得したように頷いていた。

　しかし、当の本人である京司には何が何だかさっぱり分からない。

「水差しとそれがどう関係してくるんだ？」

「それ、アサドの母さんの持ち物なんだよ。母親の遺品の中でもアサドが特に大事にしていた奴でさ。何があっても手元から離したりしなかったんだが、それをアンタにやるってことは大事にされている以外ないだろ？」

　京司はニスルの一言に言葉を忘れてしまったかのように呆然とした。まさか、そんな大事な物だったなど知りもしなかった。それに、それほど大事な物ならば何も言わずに置いておくのは止めてほしい。

　この場にいないアサドに心の中で文句をぶつけながら、京司は改めて水差しを見た。

　少し古さを感じるデザインだが磨かれた硝子は丸みを帯びた光を放ち、大事にされていたことを窺わせる。

（これを、あの絵画で見た女性が使っていたのか……）

　あの優しそうな女性の側で、子供だったアサドは何度も彼女のほっそりした手がこの水差しを掴む場面を目にしてきたのだろう。

　しかし、そんな想い出の沢山詰まった物をどうして京司に渡そうと思ったのか。それが京司には分からなかった。

　ニスルから言わせれば、〝アサドが京司を大事だと思っているから渡した〟ということらしいのだが。京司からしてみればアサドに大事にされるような理由がそもそも分からないのだ。

　出会いからして普通ではなかった上に、タイプではないとアサドが口にするのを聞いていた京司としては信じられないような気分だ。

　アサドの言葉を信じればよいのか、それともニスルが口にした事実を信じればよいのか。いや、そもそも二つとも本当かもしれないし、嘘かもしれない。

　まるで迷宮の中に一人取り残されたような気持ちで、京司が水差しを見つめていた時だ。

　バンッ!!　と扉が叩き割られそうなほどに大きく揺れ、開いた音で京司はハッと我に返った。

　扉の向こう側、廊下を背にして立っていたのは険しい表情をしたアサドだった。殺気にも似た鋭い視線が、離れていても京司の肌を刺す。アサドが怒っているのは一目瞭然だった。

「今直ぐそいつから離れろ」

　低く押し殺したような声がアサドの喉から絞り出され、京司は恐ろしさで手が震えそうになる。それと同時に、何故こうまでアサドはニスルを敵を見るような瞳で見るのか気になった。

　ニスルと言葉を交わした京司としてはニスルは快活で話しのしやすい青年だ。危ないところなど見当たらない。それなのに、どうしてアサドは京司からニスルを遠ざけようとするのだろうか。

「ニスルと少し話していただけだろ。それの何がいけないんだよ」

　その京司の一言がまずかったらしい。今までニスルを睨みつけていたアサドの瞳がギロリと京司の方を向いた。サファイア色のそれが暗く、激しい炎のように燃えている。京司の背筋をゾワリと嫌な感覚が這う。本能が危険だと告げているのに、青い瞳に絡めとられたように京司の体は動かなかった。

　瞬きすらできず、見つめる京司の視界の中。アサドがゆっくりと近付いてくる。そうして、京司に手が届く位置にまで来ると痛みを感じるほどの強さで京司の腕を掴み、自身の方へと引き寄せた。

「こいつには近付くな。こいつは……裏切り者だ。一緒にいるとお前まで危険な目に遭うかもしれない」

「裏切り者って、ニスルがか？」

　京司にはアサドの言葉が信じられなかった。だからこそ、ニスルに否定してもらいたくて視線を向けたのだが。ニスルはいつも朗らかな笑みを浮かべている顔を悲しそうに曇らせ、アサドと京司の視線から逃れるように俯いていた。

「嘘だろ……何かの間違いだよな？」

　何か一言でもいい。京司はニスルの口から聞きたかった。それなのに、ニスルは口を堅く閉ざしたままだ。

　信じられない思いで京司はアサドに腕を掴まれながらもニスルに向かって声を上げた。

「冗談なんだよな？　ニスルはそんなこと……」

〝しないよな〟と問い掛けようとした京司の声は音にならずに消えた。アサドが京司の腕を強く引いたからだ。

　ギリギリと握りつぶされそうな力で締められる腕の痛みに京司の眉間に深く皺が寄った。

「キョウジ、お前は私よりもそいつを信じるのか？」

「そ、れは……」

〝ああ〟と答えてしまったらこのまま縊り殺されてしまいそうなほどきつくアサドに睨みつけられ、京司は押し黙る。しかし、沈黙は京司にとって救いだった。何故ならば、アサドとニスルどちらかを選ぶなど京司には出来ないことだったからだ。

「アサド、キョウジに当たるのはよせよ」

「煩い、お前は黙っていろ!!」

　見かねたニスルが京司を庇おうと前に一歩進み出たのだが、それは逆効果でしかない。案の定、先程よりも激昂したアサドはニスルに向かって吠えた。

　アサドの横顔を見つめると、青色の瞳の奥で暗い炎が激しく燃え盛っているような気がした。怨嗟に絡めとられ、側にいる京司までどろりとした感情の沼に飲み込まれてしまいそうだ。

　しかし、何故ここまでニスルを目の敵にする必要があるのだろうか。先程、アサドはニスルを〝裏切り者〟と罵ったがどうもあれが関係ある気がしてならない。

　それを確かめないことには、アサドの怒りも分からないし、ニスルの本心も分からないままだ。

（そんなのは、嫌だ……）

　京司はグッと唇を噛み締めるとニスルに真っ直ぐ視線を向け、言葉を紡いだ。

「本当のことを教えてくれないか？」

　京司の真っ直ぐな視線を避けるようにニスルがに視線を泳がせた。その顔に、いつもの明るい笑みは無く。恐いほど無表情だった。

「……アサドの言ったことは本当だ」

　やがて、ニスルはポツリと一言だけそう答えた。

　耳に痛いほどの静寂がこの場を支配して、どれだけの時間が経った頃だろうか。

「悪いな、気分悪くさせちまって。今日は帰るわ」

　そう言い残したニスルが、いまだに鋭い視線を向けるアサドの傍を通り過ぎ扉に向かう。

　京司は寂しそうに去っていく背中を引き止めたくて、声を掛けようとしたのだがアサドに睨みつけられ、とうとう一言も言えぬままニスルの背が扉の向こう側に消えるのを見ているしかなかった。




　京司がようやくアサドの手から解放されたのは、扉が閉まる音を聞き届けてからだった。

「っ!!」

　今なら、扉を開ければまだニスルが近くにいるはずである。京司は弾かれた様に扉に駆け寄ろうとしたのだが、またしてもアサドの手によって阻まれてしまった。

「離せよ!!」

　勢いのままに手を振り上げ、アサドを振り切ろうとしたのだが。逆に再び腕を掴まれ、京司は捕らわれてしまった。そればかりではなく、そのまま後ろに手を捩じられ、ミシリ、と骨が軋む音が聞こえた。ニスルと対峙していた時も腕を強く掴まれていたが、それの比でないくらいの痛みが京司を襲い、脂汗がジワリと額に滲んだ。

「っ、う……ぐ」

　歯を食いしばっていなければ今にも叫び出してしまいそうなほどの痛みが京司の頭を塗りつぶす。このまま腕をへし折られてしまいそうな恐怖があった。

「お前は、私を怒らせたいようだな」

　京司の腕を戒めるアサドが背後から囁く。静かな一言だったが、そこには明らかな怒りが滲んでいた。

　ニスルを追おうとしたことがそれほどまずかったのだろうか。けれども、京司は自身が間違ったことをしたとは微塵も思っていない。事情があるにしろ、アサドのニスルに対する態度は過剰なものがあった。

「……っ、俺は、間違ったことは、してない……。兄弟なのに……何で、あんな──」

「煩い。それ以上何かを言うようであれば、腕を折るぞ」

「う、あッ──!!」

　アサドの手にグッと力が籠ると共にミシミシと骨が悲鳴を上げる音が聞こえた。あらぬ方向に捩じられる痛みで京司の視界が真っ赤に染まる。耐えきれない痛みに京司の喉から絶叫が迸った。

「……あいつに近付かぬように、少し灸を据えておいた方がよさそうだな」

　低い声で不穏な言葉が聞こえた。

　何をされるのだろうかと、京司の身が強張る。今すぐにでも逃げ出したいが、それをアサドが許すはずもない。

　無理矢理引きずられるようにして京司は部屋から連れ出された。

（どこに連れて行かれるんだろう……？）

　これからのことを考えると、不安で胃の辺りがズクズクと痛んだ。




「この中に入れ」

「え……」

　京司はアサドの言ったことが理解できずに、目の前の部屋を青ざめた顔で見渡した。

　ザラリとした土壁が剥き出しになっている室内は明り取りの窓もなく、太陽の真上に上る昼日中でも薄暗そうだ。掃除が行き届いていないのか埃っぽい匂いが鼻を突く。家具という家具もなく、ただ寝心地が最悪に悪そうな簡易ベッドと、不穏な雰囲気を醸している手枷のようなものが壁に埋め込まれているだけだった。

　勿論それにも驚いたが、京司が一番驚いたのはそこではなかった。

「これって……牢屋、だよな……」

　不安そうな声が今の京司の心境全てを表していた。目の前には普通の部屋にはない頑丈そうな鉄柵が設けられていたのだ。それだけで、この場が何のために存在しているのか予想が付く。

　だからこそ、京司は入るのを躊躇っていたのだが。痺れを切らしたアサドに背を突き飛ばされ、鉄柵の向こう側に転がりこんでしまった。

　砂混じりの床の上は想像していたよりも固く、京司は腕を擦りむき、強かに打ち付けた。地面に擦れたところがピリピリとした痛みを訴える。恐らく擦りむいてしまったのだろう。

　けれども京司はそんなことを気にしていられなかった。こんな場所に監禁されてしまいでもしたらたまらない。

　京司は慌てて体を起こしたのだが、予想外のことが目の前で起きていて思わず動きを止めてしまった。

　てっきりこの部屋に置き去りにされてしまうのかと考えていたのだが、どうやらそれは違っていたようだ。

　京司の目の前には、相変わらず不機嫌そうな顔をしたアサドが立っていたのだ。そして、彼の背後には頑丈で冷たそうな鉄柵が見えている。

（閉じ込めるんじゃないなら、一体何を……）

　予想が付かない今のこの状況に京司の背を、つうっ、と汗が伝った。掌までもが嫌な汗をかいていて、砂が肌に貼りつく。

「立て」

「え……」

「聞えていないはずはなかろう？　〝立て〟と言ったのだ。二度も言わせるな」

　アサドに凄まれた京司は、あちこち痛む体をのろのろと起こした。命令に従いたくないのだが、これ以上アサドの気分を害すれば本当にこの場に閉じ込められ二度と日の目を見ることが叶わなくなるかもしれない。それだけはなんとしても避けたい事態だった。

「……言う通りにしたぞ……」

　せめてもの抵抗で京司はアサドを睨みつけたのだが、アサドは不敵に笑うだけでまったく効いていない。

　ジャリッ、と砂を踏む音が室内に響く。アサドが京司との距離を一歩、また一歩と詰めていく度に京司は気圧され、アサドが進んだ分だけ後退った。

　しかし、それも長くは続かなかった。京司の背にトンッ、と何かが当たったのだ。それが壁だと気が付いたのは、頭上でチャリッ、と金属がぶつかり合う音が聞えてからだった。

　京司が背後を見ると、あの異様な雰囲気を醸し出していた手枷が間近で揺れていた。どうやらアサドにまんまと誘導されてしまったようである。

　慌てて横に逃げようにも、既にアサドによって退路は断たれていた。いつの間にここまで接近を許してしまったのだろうか。京司の目の前に覆いかぶさるようにしてアサドが立っていた。

「何処に行こうというのだ？」

　京司の頭上から降ってきた声は意地の悪さを窺わせるものだった。退路を塞がれている以上、京司に逃げ場など存在しないのはアサドも十分に分かっているはずだ。それなのに京司に尋ねたのは京司に自身の置かれている立場を理解させた上で、抵抗する気力を根こそぎ奪いたかったに違いない。

「そ、れは……」

　京司は言葉に詰まった。いや、正確に言うならば返すべき言葉を持っていなかった。ここは、日本から遠く離れた国で頼れる人間など一人もいない。しかも、一部を除いて言葉すら通じないときている。助けを求める以前の問題だった。

　頼みの綱だったニスルの助けも望めないとくれば、彼以外で誰が京司を助けてくれるというのか。

　京司は震えながら顔をアサドに向けた。

「……なんで、こんな……」

「お前が私の言うことを聞かぬからだ。その身でたっぷりと反省してもらうぞ」

　アサドの指が京司の顎に掛かり、クッ、と持ち上げられた。彼の口元には笑みが刻まれているがその瞳は少しも笑っていない。それが返って恐ろしかった。

　アサドの視線が舐めるように京司の肌の上を這っていく。青の瞳に何もかも見透かされてしまいそうで京司は視線を逸らしたかったのだが顎を掴まれているせいで逃れられない。

「タイプではないと言ったが、お前のその怯えた顔はそそるな」

「ッ!?」

　アサドの顔がグッと近付いたその瞬間。ザラリと京司の頬の上を湿った何かが撫でた。それが舌だと気が付いたのは、毒々しいまでに鮮やかな赤色のそれで唇を舐め上げるアサドの姿を目にした時だった。

　恥ずかしがるよりも先に京司は本格的に身の危険を感じ、ヒッ、と小さく悲鳴を上げた。アサド本人からタイプではないと言われていたこともあって、こんな場所に入れられてさえもどこかまだ楽観視していたのは確かだ。しかし、それは京司の思い込みでしかなかったのだと、今痛いほど思い知らされていた。

「どうした。大声で叫んでもよいのだぞ？　ここはシャルクにあるからな、もしかするとニスルが助けに来てくれるかもしれんぞ？」

　アサドがクツクツと喉を鳴らす。本当にニスルが助けに来るなど微塵も思ってもいないくせに、京司に希望をわざと持たせる言い方をするのがますます気に入らない。

「……こんな、奥まった場所にあるのに聞こえるはずがないだろ……」

「くくッ、そうだったな。叫んだとしても、誰にも聞こえんだろうな。まあ、万が一聞こえたとしてもニスルは動かん。あれは人が良さそうな見た目をしているが、中身は利己的だ」

　やはり聞えるはずがなかったのだ。しかし、京司は助けを呼べる、呼べない云々よりもアサドの言葉に引っかかるものを感じた。

（ニスルが、利己的？）

　いまいちピンと来ない。確かにニスルは少しばかり強引であるが、それは彼の優しさから来ているものだろうと京司は信じて疑わなかった。そうとしか思えなかった京司はアサドの言葉を否定していた。

「……ニスルは、そんなんじゃない。それに、アンタの兄弟なんだろ？　そんな言い方は……」

〝ないだろ？〟と続けようとした京司の声は、ドンッ、とアサドが壁を叩く音で遮られた。アサドの口元に浮かべられていた形ばかりの笑みはすっかり消え去り、京司を見る瞳には殺意すら感じられる。

「随分あいつの肩を持つのだな？　しかし、お前はニスルの何を知っているというのだ？　弟である私よりもあいつを知っているのか？」

　矢継ぎ早に訊ねられ、京司はまたしても黙るしかなかった。アサドの言う通りニスルとの付き合いはここ二、三日のことで、京司が知らないニスルをアサドは〝家族〟という特別な立ち位置で、今まで数えきれないほど見てきているのだ。その上で、彼がこう言うのだから信憑性は高いとは思うのだが……。

「信じたくないといった顔だな。しかし、全て事実だ。ニスルはまだ小さかった私を裏切り──殺そうとしたのだ」

「えッ……」

　アサドの口から放たれた事実は京司から思考する力を奪うには十分だった。頭の中で〝殺す〟の文字がただ虚しく、グルグルと回り続ける。それなのに、ニスルとその言葉がちっとも結びついてくれず京司はぼんやりとアサドを見上げた。

　これが嘘で、アサドの作り話である確証が欲しかったのだが、京司の目の前に存在していたのは怒りの中に巧妙に傷口を隠したアサドの姿だった。

（そ、んな……本当のこと、なのか……）

　京司は眩暈を感じ背を壁に預けた。今でも半分は信じられないがアサドが嘘を口にしているとも思えなくなっている。だが、もしそうであるならば、一体どうしてニスルはそんなことをしたのだろうか。

　京司が考えたところでどうにもならないのは分かっていたが、考えられずにはいられなかった。

「あいつはそういう男だ。自身がのし上がるためならば、弟すら切り捨てる」

　怒りの込められたアサドの声に京司は胸が痛んだ。まだ、彼の心の傷は癒えていないのだろう。

「……まあ、今となってはニスルがそうしたお蔭で私はこの地位に居ることが出来るのだから、その点については感謝してやっても良いな」

「感謝って……殺されかけたことにか？」

　アサドの言葉に京司は驚きを隠せず、気が付けば勢いのまま尋ねていた。殺されかけたのに相手に感謝をするなど、普通の人間では考えられない。

　京司はアサドの本音を探るように青い瞳に視線を合わせ、深く深く潜っていたのだが不意に伸びてきた手によって中断されてしまう。

「ッ、な、何……を……」

　京司はピクンッ、と肩を跳ねさせた。唐突にアサドの手が京司の手を握ってきたからだ。長い指が蛇のように絡みつき皮膚の上を撫でていく。

「……少し無駄話が過ぎた。ここにはお前に灸をすえるために来たのだ。話ばかりしているわけにもいかん」

　ズイッ、とアサドの顔が寄せられた。睫の触れ合いそうな位置で囁かれ、ドキリと胸が鳴ったのも束の間。握られていた手を頭上で壁に押し付けられ、ひやりとした冷たさが京司の手首を覆った。

（しまった!!）

　京司がそう思った時には既に遅く。京司の片手首には鈍色をした手枷が怪しい輝きを放っていた。

　京司が外そうと藻掻く度に手枷と壁を一繋ぎにしている鎖がジャラジャラと音を立てるが、ビクともしない。そればかりか、金属が手首に擦れチリリとした小さな痛みを感じた。

「離せッ!!　こんな、冗談はやめろよ!!」

　いくら京司がアサドの忠告を聞かなかったからといって、この仕置きは性質の悪い冗談としか思えない。京司は声を荒げたが、アサドはそんな京司の顎を掴み見下ろしたままだ。

「冗談？　私が、冗談でこんなことをするとでも？」

　クッ、とアサドの口角が持ち上がった。その表情と言葉で、これが単なる冗談ではないのだと悟った京司は、まだ自由である左手で手枷を無理矢理にでも外そうとしたのだが。どうやらおもちゃではなく本物の手枷らしい。

（今なら、とれるかもしれない）

　そう思い、京司は鍵へと手を伸ばす。

　しかし、あと少しで胸ポケットに届くというところでアサドの手が京司の手を掴んだ。あっという間にアサドの手によって左手も同じく手枷に繋がれてしまう。

　これで万が一にも京司が逃げ出せる可能性は断たれてしまったことになる。京司が動く度にジャラリと鳴る鎖の音が、京司を嘲笑っているようにも聞こえた。

「残念だったな。これが欲しかったのだろう？」

　手を頭上で強制的に吊り上げられたまま京司が項垂れる目の前で、アサドが見せつけるように鍵を取り出した。京司の視界で金の鈍い光が揺れ、もしかしたら、と一瞬淡い期待が胸中に過る。しかし、それは瞬時にして吹き飛んでしまった。アサドが再びポケットの奥深くにその鍵を仕舞い込んだのだ。

　アサドの意地の悪さを嫌というほど思い知らされ、京司の頭に血が上った。

「ッ、この……ッ!!」

　気が付けば、京司は自由な右足でアサド目がけて蹴り上げていた。けれども、渾身の力で放ったはずの一撃はアサドにやすやすと抑え込まれてしまう。しかも、アサドにとって京司の抵抗は機嫌を損なうだけでしかなく。案の定、京司はアサドに凍てつくような視線を向けられた。

「少しは加減してやろうと思っていたが、止めだ」

　不穏な一言が京司の耳に届くと同時に、アサドがゆらりと動いた。

　布が裂かれ、悲鳴のような音を上げる。遅れて砂埃まみれの床の上にボタンが転がる音が耳に届いて、ようやく京司は自身が着ていた濃紺のシャツが胸元から無惨に引き裂かれたのだと気が付いた。

　京司が視線を下ろしていくと日に焼けていない生白い自身の肌が目に映る。どれだけ鍛えようとも、どれだけ食べようとも、ちっとも肉のつかない薄っぺらな体がアサドの目に晒されていた。

「やはり、お前は少し細いな。私は触り心地が良い方が好みだから、もっと肉をつけろ」

「お断りだ!!」

　京司はアサドの命令を撥ねつけた。誰がこんな奴のいうことに従うものかと、眼光鋭く睨みつけたのだがアサドはククッ、と喉を鳴らして笑うばかりだ。きっと、京司が怒っているのも子猫が毛を逆立てている程度にしか思っていないのだろう。

「しかし、この色の白さは気に入っている。少し吸っただけでもきっと綺麗に赤い花を咲かせるのだろうな」

　ツツッ、と鎖骨の辺りを指の腹で擽られ、京司は不安に体を揺らした。ただ軽く撫でられただけだというのに。アサドの指が触れている部分から伝播するように肌が粟立っていく。それは、京司が今まで感じたことがない感覚だった。

　元々京司は性に対する興味が薄く、自分で慰めるのにも抵抗があり、殆どと言っていいほど性的欲求を満たすために自分の性器に触れようと思ったことはない。たまにその時付き合っていた女性の方から触れられることもあったが、薄い膜を一枚通して触れられているようで鈍い反応しか出来ず、不感症ではないかと疑われたことも一度きりではない。

　それなのに。アサドに触れられると、不快であるのにゾクゾクとしたものが京司の背を這い上がる。だからこそ、京司は戸惑っていた。

「私とは違い滑らかな肌だ。まるで陶磁器のようだな」

　感触や弾力を確かめるようにアサドの指が無遠慮に京司の肌の上を滑る。胸の上で遊ばせていたかと思うと首筋を擽られる。京司を翻弄する奔放な動きはアサド自身の性格を表しているようだ。

　やがて、肌の質感を堪能していたはずの指はある部分を執拗に責める動きに変わっていった。

　初めは擽るように、まだ芯の持っていない乳首を指先で撫でられ、京司は眉間に皺を寄せていた。そんなところ、女ではあるまいし感じるはずがない。そう思っていたはずなのに。

「ッ、……く……」

　京司の噛み締めた唇から熱い吐息が漏れ出た。アサドに嬲られている間に、そこはすっかり固く凝り、転がされるたびにむず痒い刺激を生むようになっていた。

「よくなってきたのだろう？　ここには私とお前しかおらん。声を殺す必要はない」

　勃ち上がりきった乳首を爪で弾きながらアサドが見透かしたように京司にそう声を掛けてきた。

（誰が、声なんて上げるか……ッ）

　少しでも気を抜くと唇から吐息と甘ったるい声が零れそうだった。京司は、内心でアサドに文句をぶつけながらうっすらと快感の滲んだ瞳で彼を睨みつけていた。

　反応が鈍い京司をアサドは実に辛抱強くせめ、ジワリジワリと快楽の源泉を京司の中から引きずり出したのだ。始めの頃はむず痒いだけだったのだが、今はそこに触れられるだけでビクリと京司の体が震え腰の奥にダイレクトに痺れが広がる。

　コリコリと凝った乳首を押し込まれ、慎ましやかな色の乳輪ごとやわやわと揉み込まれる。そうかと思えば、痛みを感じるギリギリのところまで引っ張られ、いつしか薄い色味だった京司のそこは赤く色づいてしまっていた。

「ふっ、飴玉のようで美味そうだな」

　アサドの視線が京司のそこに突き刺さる。誘うように色づいたそれは京司の目から見ても淫猥で、これが本当に自身の体の一部であるのかと疑いたくなった。

「ふ、あッ!?」

　不意に京司の艶やかな声が室内に響いた。しっかりと噛み締めていた筈の唇は綻び、熱い吐息が吐き出される。

　アサドの与えてくる刺激に今までギリギリのところで耐えきれていると思っていたが、どうやらそれは京司の思い込みだったようだ。火傷するのではと錯覚するほど熱いアサドの唇が京司の乳首を覆っていた。

（な、何が起きて……）

「や、めっ……、んんッ!!」

　アサドを制止しようとした京司だがまたもや快感が胸元で弾け、鎖を鳴らしながら甘く囀った。そんな京司の様子にアサドは胸元に這わせていた唇を離して答えた。

「味見をしているだけだろう？　大袈裟に騒ぐことでもあるまい」

　再びアサドが唇を寄せる姿が視界に入るが、両手を吊られている京司にはどうすることも出来ない。体を捻り逃れようにも、前にはアサド。後ろには壁があり、たいした抵抗にはならなかった。

　ザラリとしたアサドの舌が感覚を肌に刷り込ませるように首筋と鎖骨の窪みを行き来する。そうして、ゆっくりと胸元に下がっていき、固くしこった乳首を舐めしゃぶられた。迎え入れられた口内の熱さに京司が驚く暇もなく、空いていた左の乳首までもを痛いまでの力で捻られる。

「う、ああッ──ッ!!」

　悦楽で溶かされかかっていた京司の喉から悲痛な叫びが上がった。散々嬲られ敏感になったそこに与えられる痛みは強烈で、京司の眦に涙がジワリと浮かんだ。いや、痛いだけならばまだよかったのかもしれない。京司を更に戸惑わせたのは痛みの中に微かに混じる快感の予兆だった。

　捻られていた乳首がようやく解放され、そこに血が一気に流れ込む。指は離れているというのに、乳首からはズクズクとした疼きが込み上げて京司は出かかった喘ぎを幾度となく飲み込んだ。金属がこすれる高い音がするのだが、京司は自身の腰が動いていることなどまったく知らない。

　ジワジワと自身の身を焼く熱をどうにか鎮めたくて、浅い呼吸を何度も繰り返した。しかし、そんな京司を嘲笑うかのようにアサドは痛みで敏感になったそこを舌先で舐るのだ。

「お前は、痛くされるのも良いみたいだな」

〝そんなはずあるわけない〟と返そうとした京司の言葉はハッ、ハッ、と短い呼吸のせいで上手く音にならなかった。バカにしたような、京司の神経を逆撫でする笑みがアサドの端整な顔に浮かんでいる。そうしていると、とても王子に見えない。この手のいかがわしい調教師としても十分にやっていけそうである。

　取り留めもないことを考えることで継続的にアサドに弄られ続ける乳首から意識を逸らしていた京司だったが、突如脳髄を貫くような痛みが走り抜け、その場で大きく体をのたうたせた。

「ぁぁッ──!!」

　声を上げるなどまっぴら御免だと思っていたのに、強制的に喉の奥から引きずり出される。捻られた時も痛みはあったが、それの比ではない。一体何をされているのだろうか。

　京司はパチパチと光が瞼の裏側で弾ける中、痛みの中心部分を見下ろした。すると、白黒の明滅を繰り返す狭い視界の中でアサドが先程と同じように京司の胸元に唇を寄せているのが目に映った。しかし、先程と違うのはアサドと視線が合ったことと、口角が上がった唇の間から白く尖った歯が覗いていたことだ。

（もしかして、あれで……）

　京司の推測を肯定するかのように、京司の白い肌の上に獰猛な獣の噛み痕が赤い血を滲ませながら付いていた。

「ああ、やっぱり思っていた通りお前の肌には赤色がよく映えるな」

　そんなことを言いながら、アサドは血が固まらない内から舌先で抉じ開けるように傷口を愛撫してくる。細く滲んだ赤色を美味そうに啜るアサドは本物の猛獣のようだ。

「……ッ、普通は、……噛むとか、しないだろ」

「生憎、私は〝普通〟という言葉が嫌いでな」

　京司は嫌味をぶつけたつもりなのだが、アサドには鼻で笑われた挙句に真っ向から言い切られてしまった。確かに、アサドは普通から一番縁遠い人間なのかもしれない。だからと言って、こういった方面でも特別である必要はないと思うのだが、それを口にする余裕は今の京司には残っていなかった。

「う、……ッ」

　小さな肉の粒などいとも簡単に噛み千切られてしまうのではと恐怖を覚える強さで乳首を噛まれ、痛みが京司の体を駆け抜ける。与えられるのが痛みだけならばまだ良かった。けれども、アサドは噛んだ後、そこをピチャピチャとわざとらしく水音を立てて舐めるのだ。

　まるで動物が舐めて傷を癒そうとしているかにも見えるが、そんな純粋で可愛らしいものではない。この行為の根底にあるものは、対極に位置するような淫靡や淫蕩といったものだ。

　今も室内には淫蕩な空気が渦巻き、気を抜いた瞬間に飲み込まれてしまいそうだった。

　腰に近い、いやもっと腹の奥底から湧き上がってきそうになる熱を京司は必死に押しとどめる。しかし、アサドの責めは容赦がない上にいつ終わるか果てがみえない。少しずつ、少しずつ京司の体はアサドから与えられる快楽に溺れていった。完全に落ちるのももはや時間の問題かもしれない。

「ふ……ッ、う」

　アサドの歯が京司の乳首を絶妙な力加減で噛み潰した。犬歯の尖った部分を食い込ませ、そのまま引っ張ることを繰り返したせいで慎ましやかな色だったそこは小指の先ほどの大きさに肥大し痛々しいほどに赤く熟れてしまっていた。しかも、そればかりではなく感度も上がっているのか、アサドの息がかかるだけでも腰が揺らめいた。

「物欲しげな顔をして……これまでに何人の男をそうやって誘惑したのだ？」

「なッ、そんな、あるわけ──ッ!!」

　食い気味に否定した京司だったが、その言葉は最後まで紡がれることはなかった。アサドが京司のジーンズのフロント部分を撫で始めたからだ。しかし、それだけで京司が狼狽したのではない。

　京司の内心を一番騒がせていたのはアサドの掌の下。京司のペニスが勃起していたことが原因だった。

（嘘、だ……。なんで、俺勃って……）

　信じられないことだが、京司が何度瞬きしようと目に映る光景は変わらない。ジーンズの布地を押し上げているのは紛れもなく京司のもので、アサドの手が動く度に生々しい感覚がそこから伝わってくる。

「勃っているな。そんなに胸を弄られるのは良かったか？」

　アサドの揶揄に京司の顔にカッと赤みが差した。もし腕を拘束されていなければアサドに平手打ちを見舞っていたかもしれない。けれども、実際はそんなこと出来るはずもなく、答えたくない京司は唇を引き結んでそっぽを向いた。

　虚勢を張る京司を嘲笑うように、アサドの手が動き始める。

　布ごと竿を扱かれ、かと思えば陰嚢を掌で押し上げるように揉まれ、京司の体は否が応でも昂ぶっていく。悔しいことに弱点を弄もてあそばれ感じないでいられるほど京司は枯れてもいないのだ。

　それに、アサドの手技は同じ男で良いポイントを知っているだけあって巧みだった。

　あっという間に京司のペニスはガチガチに育ち、ジーンズの下で苦しくなるほど持ち上がっていた。

　アサドの手が、ゆっくりと京司のジーンズの前を寛げていく。ジイィッ、とファスナーを下ろす小さな音さえも京司の耳は拾ってしまい、これから行われるであろう行為の続きを予感し恥ずかしさが募っていく。同性の、しかもアサドの手によって勃起させられてしまうとは。

「う、んんッ……ん!!」

　弱いくびれの部分をアサドの指がぐりぐりと押してきて、京司は堪らず頭を振った。束ねられた長い漆黒の髪がサラリと揺れ、汗と唾液で濡れた肌に張り付く。それさえも熟れに熟れた京司の体は快感にすり替えてしまい、きつく噛み締めていたはずの唇はいつしかうっすらと開いていた。

　アサドの掌を溢した先走りでドロドロに濡らしながら、痛いほどに張りつめ、赤く色づいたペニスがそれ自体が単独の生き物であるかのようにピクピクと震えていた。

　張り詰めた陰嚢をコリコリと擦り合わせるように揉まれ、亀頭の先。新たに蜜を吐き出す鈴口近くを指先でクルクルと円を描くように撫でられると、京司の頭は快感で塗り潰され真っ白になってしまう。

　時折太股の内側や、仰け反らせた喉がヒクリと震え限界が近いことを知らせていた。

　ペニスの根元で渦巻く欲求に、京司は意識が押し流されそうになりながらギリギリのところで踏みとどまっていた。本当は今すぐにでも吐き出したくてたまらない。堪えようとすればするほど、京司の腹部に力がこもる。それを見透かしてなのか、アサドの手は京司のペニスを扱くと同時に腹部を撫でるように擽ってきた。

「ふ、ぁ────ッ、ああぁッ!!」

　京司の体から力が抜けた一瞬のことだった。目の前が白くスパークするような感覚の中、京司のペニスから白濁が迸った。繋がれた体がビクビクと大きく震え、揺られた鎖が耳障りな音を立てるが忘我の淵に押しやられている京司の耳には届かない。狂おしいほどの感覚が京司の体も心も浸食していく。

「随分と飛んだな……お前のせいで、服が汚れてしまった」

　京司の目の前で広げられたアサドの掌は白くドロドロとした体液で汚れていた。掌だけではなくアサドのシャツにも所々飛んでいるのだが、京司の射精後の気怠い意識の中ではアサドが何を言っているのか聞き取れなかった。

　ただただ、京司は力の入らない体を吊られている腕だけで支えながら荒い息を溢していた。

　自慰とは比べ物にならないほどの快感だった。今も京司の腰の辺りで快楽の残滓が燻っているような感覚がある。これが本当の手技ならば、京司がしていた、ただ自身を擦りたて昂ぶらせるだけの自慰は児戯同然である気がした。

「顔が蕩けているな。そんなに私の手は良かったか？」

　ようやくはっきりしてきた京司の頭の中で、アサドのせせら笑う声とともにそんな台詞が聞こえた。よかったかと問われると答えは明白。アサドの手を汚しているそれがなによりの答えだというのに。京司の口でわざわざ言わせようとするのはアサドの性格が底意地悪いからかもしれない。

　一気に酔いから目覚めた心境で京司はアサドに向かって険のこもる瞳を向けた。

「そんな目で睨まれても、誘っているようにしか見えんな」

　京司を詰なじる声には明らかに欲情の色が浮かんでいた。

　京司としては仕置きと称した拷問めいた情事など早く終わってほしいのだが、まさかこれで終わるはずもないことも同時に分かっていた。

　京司の予想を肯定するかのようにアサドの手が再び京司の体の上を這い回る。

　達して柔らかくなったペニスを指先で弄ばれ、敏感になっている部分を爪先で引っ掻かれると、京司のペニスは瞬く間に固さを取り戻していく。

　勃ち上がったペニスが京司自身の淫乱さをアサドに露呈しているようだ。しかし、京司がソレを隠そうにも腕を拘束されている以上隠せない。

（くそっ!!）

　口を開いた先から喘ぎに変わってしまいそうで京司は唇を噛み締めながら、内心アサドへ悪態吐いた。不意にアサドの指がペニスではなく、ジーンズにかけられ下着も一緒に一気に足首辺りまで引き下ろされた。男にしては柔らかな京司の双丘が外気に晒される。

　ギクリ、と京司の体が強張った。知識としては男同士の性行為でソコを使うと知っていたが、まさか自身がそれを経験することになるなど微塵も思っていなかった。

「ッ、い、やだ……ッ!!」

　アサドの手から少しでも逃れようと京司は身を捩る。しかし、自由のきかない体では逃げるといってもたかが知れていた。

　京司の体は左右に揺れるだけで、アサドの抑止としては全く不十分であった。

　やわやわとアサドの掌が露になった京司の尻を揉みしだく。その度に京司の背を言い知れない嫌悪感が襲い、ヒッ、と引きつった声が喉から溢れた。

　しかし、アサドは京司の様子など気にもとめず双丘を割り開くとその奥の窄まりへと指を伸ばした。

　普段外気に晒されることのない部分を空気が撫でていく。排泄にしか使わない場所に触れられるおぞましさから、京司は狂ったように体をばたつかせた。

「っ、このッ!!　離せよ、変態野郎!!」

　口汚くアサドを罵りながら抵抗するが、京司がアサドに敵うはずがなかった。

「っ、あぁ──ッ!!」

　脳髄を貫くような痛みが胸元から走り抜け、京司は絶叫していた。目の前が黒く点滅し、生理的な涙がポロポロとあふれる。アサドが捻り潰さんばかりの力で乳首を抓ったのだ。

「心外だな。私はお前を気持ちよくしてやっているのだぞ？　変態などと罵られる謂れなどないと思うが？」

　京司を見下ろすアサドの瞳は冷たく光っていた。有無を言わさぬ圧力を感じると同時に、アサドが京司をいたぶって楽しんでいるのだと改めて理解した。

　京司が言うことを聞かない度にアサドは先程のように乳首を捻り潰さんばかりの力で摘まむ気なのだ。いや、もっと酷ければ男の象徴である部分すら潰されかねない。そんな恐怖が京司の顔から血の気を奪っていく。

　心ではアサドの与える快楽や痛み、これから先の行為を拒んでいるのに、反抗する度に痛みを与えられた体は京司の心を裏切り従順になり始めていた。

　今だって、アサドの手は京司の尻を掌で押し上げ、指先は窄まりをノックするようにつつく。それなのに、あの痛みを与えられることを怖がっている京司の体は、小刻みに震えることしか出来ない。

　京司の放った精液を塗り込めるようにアサドの指が後孔の淵を行き来する。しだいに、固く口を閉ざしていたはずの京司のソコはアサドに触れられるほどに綻びを見せていった。

　やがて、京司の下肢から、ぐちゅ、と卑猥な水音が響きだした頃。京司のソコに変化が起きた。

　つつくような動きを見せていたアサドの指先が閉ざされた肉を押し広げ、京司の奥へと進みだしたのだ。

「、ぐ……」

　京司の唇から苦しげな声が絞り出された。裂けるような痛みと、内臓を直接指でなぶられている強烈な感覚が絶え間なく京司を襲う。

　白い肌の上には幾つもの脂汗が滲み、アサドの行為が京司にとって苦痛であることを如実に物語っていた。

　与えられるものが痛みだけならば、と考えたこともあったが内臓をなぶられる気味の悪さと苦しみは予想していなかった。

　はっはっ、と荒い呼吸を溢し、なんとか内側で蠢く指の感覚をやり過ごそうとしていた京司を嘲笑うようにアサドが内壁をくの字に曲げた指で掻き回す。その度に、京司の体はまるで玩具のようにガクガクと震え全身から汗が滲み出した。

　アサドの長い指が狭い内壁をこそげるように掻き回したかと思うと、縁ギリギリまで引き抜き、京司の中の抵抗を楽しむように押し入ってくる。

　後孔内での異物感で京司のペニスはすっかり萎えてしまい、情けなく縮こまったソレが京司の体が波打つ度に揺れた。

　京司が嫌だ、と泣きじゃくりながら頭を振る度に汗や涙で汚れた顔に長い前髪が貼り付く。煩わしさを感じるよりも地獄のような責め苦から一分一秒でも早く逃れたかった。そうでなければ、アサドによって京司自身が変えられてしまうような、そんな恐ろしさを京司は感じていたのだ。

「流石にここは処女だったようだな、ひどく狭い」

「う、るさッ、ひ、ぃッ!!」

　京司に対する侮蔑ともとれる言葉に京司は噛みつくが、アサドの指がある一点を押した瞬間に悲鳴のような声をあげていた。

　先程までは嫌悪しか感じなかったというのに、そこをアサドの指の腹で撫でられると、京司の全身を甘ったるい感覚が包み込んだ。

　腰から下が蕩けてなくなってしまうのではと錯覚を抱くほどで、中をぐにぐにと開拓されている間無反応だった京司のペニスがゆっくりと首をもたげていた。

　このままでは、後ろを弄られ高みまで上り詰めさせられてしまうかもしれない。京司はアサドの指で押し上げられていく自身の情けない姿を想像しおぞけが走った。

「い、やだッ！　頼む、から……抜いて、くれ」

　恥などかなぐり捨て、京司はアサドに懇願していた。それほどまでにアサドから与えられる快感は強く、恐ろしく。故に甘美だった。

「ほう、私の指では不満か……。ならば、代わりにこれを入れてやろう」

　アサドの指が抜けていくことに京司が安堵を覚えたのもつかの間。アサドが胸ポケットから何かを取り出すのが京司の視界に入った。

　そして、アサドはあろうことかその取り出したものを先程までアサドの指が蹂躙していた京司の後孔へと宛がったのだ。

「ヒッ、や……あ、あぁ……」

　ツプリ、と京司の縁を潜り抜け入ってくる感覚に京司は目を見開き、言葉にならない声を溢していた。

　太さ的にはアサドの指よりも細いが所々凹凸がある冷たいソレが、京司から体温を奪いながら奥へと突き進んでくる。

　時折アサドによって解された内壁に引っ掛かり痛みともつかない快楽が京司を苛む。

「どうだ、お前が欲しがっていた物を与えられた感覚は？」

　アサドの言葉に〝こんな与えられ方は望んでいなかった〟と文句をぶつけてやりたい京司だが、金色の鍵が京司の中でグルリと回転させられ大きく体をのた打たせた。

　そう、アサドが京司の後孔へと挿入したのは京司の腕を戒める枷の鍵だった。

　アサドがポケットからソレを取り出した時は、京司はもう流石に期待はしていなかったものの、まさかこんな使い方をされるとは予想の範疇を越えていた。

　長さも大してあるわけではないので、鍵は簡単に京司の中に呑み込まれてしまう。それをアサドの指が埋めては引き抜き、角度を変えて再び埋めるを繰り返す。

「あ、あぁ、……う、んッ!!」

　偶然鍵の先の部分や、頭の装飾の施された部分が京司のあのたまらなくいい場所を抉っていく。アサドの指は焦らすような動きだったが、鍵は無機質であるぶんそういった小細工はなく、ダイレクトに京司の快感のツボをついてくれた。

　そのせいか、首をもたげていただけだった京司のペニスは今や腹に付かんばかりに反りかえっている。鈴口から滲む先走りが滴り落ち、乾いた床に暗い染みを作っていった。

「随分いいみたいだな。ここも蕩けてきている」

　鍵をぐちぐちと前後に動かしながらアサドが京司の中の様子を告げる。

　京司としてはそんなこと一言だって聞きたくない。今すぐにでも耳を塞いでしまいたいのだが、手を動かせない以上そう出来ない。

　意識しないようにしようにも、痼を鍵先に押し上げられ散らしていた意識を引き戻されてしまう。

　鍵とアサドの指によって拡げられた内壁は、今や京司の意思とは裏腹に突き入れられた異物に絡み始めていた。

「この分ならば、私のモノも入りそうだな」

　不穏なアサドの言葉が聞こえた次の瞬間、京司の膝裏を掴んだアサドが脚をグッと持ち上げた。

　足元に絡んでいた下着とジーンズを引き抜かれ、何が始まるのか京司が理解するよりも先に京司の身を引き裂かんばかりの衝撃が襲った。

「、あぁ──ッ!!」

　指や鍵とは比べ物にならないほどの質量と太さをもつソレが京司の後孔の縁を限界まで広げ、中に押し入ってきたのだ。

　まるで、熱した鉄の棒で下から突き刺されているような感覚に京司は絶叫に近い声をあげ、体を震わせていた。

　ぶわりと全身から脂汗が浮かぶ。どうにか痛みを和らげようと短い呼吸を溢すが、アサドは容赦なくその熱杭を奥へと押し込んでくる。

　やがて、京司にとっては永遠とも思える時間をかけて熱杭の進行はようやく止まった。

　京司の白い双丘にピッタリとアサドの腰が重なっている。

　どうしようもない悔しさが腹の底から込み上げてくる。

　何故自分は同じ男にいいように扱われた挙げ句、犯されなければならないのか。そもそも、ニスルと話をしていただけなのに、仕置きと称して犯されるのはおかしい。

　理不尽なアサドに対する怒りが京司の体を内側から焼いていくが、肉の楔によって無理矢理体を繋げられている京司にはアサドを拒む術がない。

　二つの炎に内側から焼かれ、京司は白い喉を仰け反らせた。

「っ、ぐ……抜け、よ……」

　苦しみの混じる声で京司はアサドに訴える。しかし、アサドは薄い笑みを顔に貼り付かせたまま繋がった京司の腰を揺すった。

「まだ始まったばかりだろう？　根をあげるのは早いぞ」

　京司の中の剛直が、京司の奥を鋭く抉る。それにあわせて入れられたままの鍵が動き、違う部分を突いてきて京司は困惑した。

　みっしりと埋めつくされて苦しいはずなのに、鍵がアサドとは違う動きをして熟れ始めた媚肉を擦る。その度に京司の苦痛に濡れていたはずの声に甘さがかかり、京司はそれが零れてしまわないように唇を噛み締めるしかなかった。

「ふ、……ぅん……」

　京司が堪えようとすればするほどアサドは追い詰めるように抽挿を激しくした。亀頭の一番太い部分が抜けきるか、きらないかの位置まで引き抜かれたかと思うと、グプッと淫猥な音を響かせながら再び後孔の縁を目一杯広げながらアサドのものが潜り込んでくる。それだけではなく、信じられないほど奥まで入り込んできたそれで中を掻き回したり、入口に近いあの京司の弱い部分を重点的に抉ってきたりと巧みに責めてくるのだ。

　苦しいとしか感じていなかった京司も次第に内壁を擦られるうちにむず痒いような感覚が腰の奥からせり上がってくるのに気が付いいた。

　アサドの性器を飲み込まされたそこは、相変わらず内臓を直接愛撫されているような気味の悪さがあるのに、それ以上に奥を突いて掻き回してほしいような気に京司をさせる。

　勿論、京司にも意地があるから自身から強ね請だるなど死んでも御免だった。

「う、ん……ッ、ぅ……」

「強情だな。我慢する必要はないと言ったはずだが？」

　京司はアサドに揺さぶられながら、それでも声だけは上げるまいと必死だった。噛み締めていた唇からは血の味がする。パン、パンと肉のぶつかる乾いた音と一緒にグチュ、グプッと卑猥な水音も聞こえ、京司は気が狂いそうだった。いや、狂えた方が楽だったかもしれない。

　アサドによって揺さぶられてどれくらい経った頃だろうか。ピタピタと京司の腹を何かが叩いているのに気が付いた。さあっと京司の顔が青ざめる。京司が視線を下ろした先にあったのは腹に付くほど反り勃った京司のペニスだった。

「そ、んな……ッ、あ……」

　嘘だと言わんばかりに京司の声は震えていた。しかし、今、自分の身に起こっていることは紛れもなく現実で、最奥を穿たれる感覚と腹で擦れる性器から伝わってくる感覚が京司を逃してくれない。

「感じているのだろう？　少しは素直になったらどうだ？」

「ッぐ、うぅ……んぅ……」

　悪魔のような誘惑が京司の耳朶にねっとりと吹き込まれるが、京司は頭を横に振って撥ねつけた。

　揺らがなかったといえば嘘になる。京司も男であるから快感には弱い。しかし、ここで頭を縦に振ってしまったらズルズルと快感の坩堝に飲まれ戻って来れない予感があった。だからこそ、撥ねつけたわけだが、それがアサドの嗜虐心を煽ることになるとは京司は思ってもいなかった。

「そうまでして声を上げたくないか。くく、ならばお前の我慢とやらがどこまで持つのか試させてもらうぞ」

「ぅう……ぁ、……ふ」

　アサドの笑い混じりの声が京司の耳に届くと同時にがくがくと体を揺すられる。ずるりと、アサドの長大なものが抜け出ていく感覚に京司の全身が総毛立つ。かと思うと、一ひと息いきに突き込まれ息が止まりそうなほど奥を侵される。

　アサドの性器が抽挿を繰り返す度に、京司の体が中から変えられていくのが分かっていても京司には止めることが出来ない。少し前までアサドのものを拒むように押し返していた内壁は、今はアサドを受け入れる度に蠢き、誘うように絡みつく。そのことがまた、京司自身を困惑させた。

　心では拒んでいるのに快楽に絡めとられた体は着実に高みへと昇っていっている。

　アサドの動きに合わせゆらゆらと揺れる京司のペニスは触れられてもいないのにガチガチに張り詰め。まるで呼吸でもするようにパクパクと開閉する鈴口から先走りを溢していた。

　放っておかれたままの乳首は赤い色をしたままで、ジンジンと疼くような物足りない感覚を持ち続けている。

　何もかもが、数刻前までの京司と変わってしまっていた。

「しかし、……ん、お前のここは具合がいいな。きつく締め付けたかと思えば、奥へと誘うように蠢く」

　少しばかり快感で上ずったアサドの声が聞えたが、京司は悪態の一つもつけない。ただ揺すられ、朦朧とした意識を繋ぎとめるように噛み締めた唇から荒い息が漏れる。強く噛み締めすぎて切れたのか口の中に鉄サビの味が広がった。

　穿たれ、蠢く内壁を擦りあげられると、どうしようもなく奥がヒクついた。浅い部分を抉られると、そこではなくもっと奥を穿ってほしいと無意識に腰が揺らめく。

　時折、アサドのシャツの生地にペニスが擦れるのもたまらなく良かった。上質なシルクの生地が京司の先走りで濡れ、テラテラと妖しい光沢を放っていた。

　繋がれた手は、とっくに痺れ感覚がなく。もはや京司の頭には、ギリギリのところで消えずに残っている意地と体のあちこちから送られてくる快感しかなかった。

「案外、粘るな……、だが、これなら……どうだ」

　アサドも感じているのかうっすらと快感に色づいた瞳で京司を見つめた。そして、見せつけるように赤い舌を口内から覗かせ、あろうことか散々嬲られ敏感になっている京司の乳首に噛みついたのだ。

「ッ、んぐ、あぁ────ッ!!」

　ビクン、と京司の体が大きくしなった。目の前でバチバチと黒や白の光が弾け飛ぶ。堪えきれなかったものが京司のペニスの根元からせり上がり、勢いよく放出された。

　それと同時に、京司の中が蠢いてアサドのものを食い締める。搾り取ろうとするかのような収縮に誘発されて、アサドも京司の奥に潜り込むと「……ん、ッ……」と小さく呻いて白濁を吐き出した。

　白濁に奥壁を叩かれる感覚ですらイッたばかりの京司の身には強烈で、アサドの腕の中で京司はビクビクと体をのたうたせる。

　心臓がこれまでにないくらいの速さで脈打っていた。噛み締めていたはずの京司の唇は綻び、細く流れていた血をアサドの舌が舐めとっていく。もう、抵抗する気力は京司に残っていなかった。

　されるがままにアサドに唇を貪られ、苦しさに喘いだ喉に噛みつかれた。京司の白い肌にアサドの歯型が赤く咲いて、それを見て興奮したアサドが再び京司の中でむくむくと育っても京司は微かな喘ぎを溢すのみだった。

　白濁の滑りを借りて初めの時よりも滑らかに律動が開始される。アサドのものが引き抜かれると同時に中に注がれたものが掻き出され、地面にボタボタと落ちていった。

　しかし流石に固形物である鍵は出てこないようで、中で引っかかっているような異物感が京司を苛んだままだ。

「うっ、ああ……」

　つい先程までアサドのものを咥えこんでいたソコに、ぐちゅりと濡れた音を伴ってアサドの指が入ってくる。

「鍵をとってやろう」

　そう言って、アサドはアサドの精液で潤んだ中を散々掻き回した。そうして、ようやく鍵を引きぬいた頃には、京司のペニスは二度達したというのに再び腹を叩かんばかりに勃起していた。

「ふ、…………素直なお前は可愛いな。ここで飼っておきたいくらいだ」

　アサドの上機嫌な声が聞こえ、京司は快楽で濁った瞳を向けた。汗でアサドの金色の髪が額に張り付いているのがとても色っぽいと思った。それだけで、京司のスイッチはすっかり入ってしまい、自分からアサドの唇に口付けた。

「……ん、……ふ、ぅ……んッ」

　さっきまで意地を張っていたことがバカのようだ。いや、今のこの京司の状態の方が狂っているのだろうか。

　ともかく底なしの快楽に飲み込まれてしまった京司にはどうでもいいことで。

　再び挿入されゆるゆると熟れた肉を中から外からこねくり回され、アサドの力強い脈動を後孔で感じながら京司の意識はプツリと途切れた。
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「ッ、く……う……ふ、ぅ……ん」

　室内に鼻にかかったような甘ったるい、押し殺した声が響く。それと同時に虫の羽音にも似たヴィィィィッ、と何かが振動する音も聞こえていた。

　アサドから犯され最終的に気を失ってしまい、そうしてどれくらいの時間が経ったかは分からない。しかし、アサドのいなくなった室内で再び目を覚ました京司を待っていたのは救いではなく、更なる凌辱だった。

　目を覚ました京司はまず自身の格好に驚いた。全裸のまま簡素なベッドに括りつけられていたからである。しかもご丁寧なことに、手枷と足枷までついている。

　手は頭上の柵に纏めて繋がれ、足に至っては大きく股を開かせるような格好で足元の柵に繋がれていた。

　それだけでなく京司を一番驚かせ困惑させたのは後孔に無機質な物体を埋められていたことだった。

　どうやら羽音のような音はその物体から聞こえてきているようだ。

　京司は形状を目にしたわけではないから詳細は分からないが恐らく男性器を模した性具なのだろう。

　アサドのものと同じか、あれよりもほんの少し小さいものが京司の内壁に絶えず微振動と規則的に抉るような動きを送り続けていた。その度に、京司は戒められた体をベッドの上で暴れさせた。

　体の中で出口を求め熱が暴れまわっている。

　それなのに、イきたいのにイけない。

　京司は吐き出せない苦しみといまだに終わりの見えない凌辱に涙を溢す。

　性具は確実に京司の良いポイントを押さえているのに、アサドによって設定されているのだろう。与えられる刺激は京司を苦しめるような力加減で設定されていて、かれこれ目が覚めて一時間以上はなぶられ続けていた。

　性具をくわえさせられた京司の後孔は気を失う前まで続けられていたアサドとの性交のせいもあって、柔らかく蕩けていた。震える性具に内壁が絡み付くように蠢く。もはや、そこに京司の意思は存在していなかった。

　このままでは、本来の機能を失ってしまうのではないかといった危惧すら京司の頭の中に浮かぶのだが、性具の先端が前立腺を掠める度に体と共に蕩けきった思考は簡単に快楽に流されてしまう。

　生殺しのような刺激ではなく、脳髄まで焼き焦がすような強烈な快楽が欲しくてたまらなかった。

（……誰でも、いい。早く……）

　口が避けても言えないが、京司はアサドの剛直に穿たれた時の身を焦がすほどの熱と狂うほどの快楽を思い出していた。

　靄がかかったような不明瞭な視界の中で、京司は彼の姿を探してしまっていた。

「随分と愉しんでいるな」

　いつの間に扉が開いたのだろうか。音も無く開いたその扉の向こう側から、京司が探していた人物が京司の恥態を眺めながら現れた。

　鉄格子越しに見えたその姿に、京司は性具を埋められたままの後孔がズクリ、と疼くのを感じた。

「ふ、……っ、……ん」

　アサドの視線が京司のしっとりと汗ばみ、艶めいた肌の上を執拗に這う。それだけで京司の肌は粟立ち、あの刺激を望むかのように喉が鳴った。

　こんな刺激では物足りない。早く、あの熱杭で疼く最奥を滅茶苦茶に掻き回してほしい。

　淫らな欲望で京司の頭の中が埋め尽くされていく。長い時間による責めは、京司の思考をドロドロに溶かした挙げ句、淫らに染め上げ。そうして、反抗心すら奪っていた。

　言葉にしないものの、早く、早く、と瞳でせがむ京司の姿にアサドの片頬が吊り上がる。

「いい格好だな。ドロドロに溶けて、……後ろの方も具合が良さそうだ」

　獣が獲物を前にした時のようなアサドの鋭い視線を受けて、京司はそこが収縮するのを感じた。

　京司の本意ではないのに、腰が妖しく揺らめき鎖が重々しい音を立てる。

「も、頼……む。抜い、て……」

「随分といい格好になったではないか。白い肌がうっすらと赤く染まっていて……誘っているようにしか見えん」

　アサドが楽し気に京司を見つめながら、牢の中へと入ってくる。

　アサドと京司の距離が縮まれば縮まるほど、京司の体は電流を流されたようにビクビクと波打った。

「抜いてほしいのだったな？」

　京司の足元で足を止めたアサドが、不意にそんな問い掛けをしてきた。

　京司の秘部を覗きこむアサドの瞳は暗い欲望に濡れていた。普段の京司であればアサドの言葉には裏が存在していると気が付くことが出来たかもしれないが、今の熱に浮かされた京司の頭では言葉の通りにしか受け取れない。

　京司はアサドの問いに考える間もなく頷いていた。

「お願、……っ、は、やく……ふ、ぅ……ッ」

　薄い胸を喘がせながら京司は涙で詰まる声を吐き出す。この地獄の責め苦にも似た悦楽の渦の中からようやく解放されるのだと、京司の胸中に安堵が生まれた時だった。

「望み通り、抜いてやる」

「ッ、ひ──ぁぁあッ!!」

　室内に京司の絶叫が響き渡る。グッとアサドに性具の持ち手を持たれたかと思うと一気に引き抜かれたのだ。

　それまで性具にひたすらなぶられ蕩けていた内壁が絡んだまま引きずり出されるような感覚。嵩の張った先端の部分が容赦なく京司の前立腺を擦り抜け出ていく。

　焦らされていた京司の体はそれだけで高みに押しやられ、大きく体をのたうたせ、達していた。

　硬く反り勃っていた京司のものから少し薄くなった白濁が噴き上がり、京司の体を飾った。

「これだけでイクとはな。素質があったとしか思えん」

　分かっていて嘲るような言葉を選び口にするアサドに普段の京司ならば反抗していただろうが、熱で思考をドロドロに溶かされた今、ただ硬いベッドの上で体を震わせるだけしか出来ない。

　いつまでも体から去らない射精感に京司の瞳は光を無くし蕩け、唇の端からは蜜のようにトロリとした唾液が伝う。

　ギシリとベッドのスプリングが悲鳴のような軋んだ音を立てた。アサドが乗り上げ、足をグッと持ち上げるのを京司の虚ろな瞳が映していた。

　これから何をされるのか分かっているのに京司の体は動く気配を見せない。胸に膝頭が付くのではと思うほどに体を曲げられる中、衣擦れの音が京司の耳に届いた。そして、潤んだそこに焼け爛れそうなほどの熱を持ったアサドのものが宛がわれた。

　既に十分な硬さを持ったそれが狭い肉輪を割って入ってくる。

「ぁぁ、う……あ」

　京司の唇からもはや言葉ですらない音が吐き出される。しかし、アサドは侵入を止めようとしない。ズブズブと腰を押し進め、猛りを京司の中に沈めていく。散々性具に嬲られたそこは、アサドの侵入に抵抗を見せる様子もなく。寧ろ、歓喜するように絡みついてみせた。

　ただ奥に進むだけではなく、アサドは焦らすように入れては引き抜くを繰り返す。性具を咥えさせられる際に使われた潤滑剤のせいもあって、動く度に京司が正気であったならば耳を塞いでいたであろう淫猥な音が室内に響いた。

「お前のここは女よりも具合がいいな。ここを突くと……中がうねるように絡みついてくる」

「ひ、ぁあっ……ッう……」

〝ここ〟といいながらアサドが突いてきたのは京司の前立腺だった。しこりのようになったそこを切っ先でぐりぐりと押し上げられると、京司の喉から悲鳴のような声があがった。

　先程達したばかりだというのに京司のペニスは首をもたげ、鈴口から白濁の残滓とカウパーの混じり合った液体をダラダラと吐き出し続けている。

　それが、窮屈な体勢のせいで京司の腹をぬるぬると擦りあげ汚していく。

　もう、何もかもがぐちゃぐちゃだった。とうの昔に正気など吹き飛んでいた京司はアサドに突き入れられる度に甘い嬌声を溢した。ベッドが壊れそうなほどに軋み、揺れる。しかし、その音も聞こえないほどに京司はアサドとの情事に溺れていた。

「く、ッ……油断していると、すぐに持っていかれそうだな」

　低い呻きが京司の耳朶に届いた。京司が顔を上げると、額に汗を滲ませ耐えるように眉根を寄せたアサドの顔が間近に迫っていた。

　様々な匂いが混じり合った室内だが、不意に甘い匂いが京司の鼻孔を突いてくる。甘いだけではなく、少しばかり苦みの混じったような、そんな香りだ。それを嗅ぐと体の内側がズクリと疼く。無意識にその香りを追うように京司は鼻を鳴らした。

（この匂い……アサドからする……）

　アサドの肩口近くで鼻を鳴らすと、汗の匂いに混じって京司をおかしくさせるあの甘い匂いがした。アサドのことだから、恐らくコロンか何かでも付けているのかもしれない。どうでもいいことを考えていた京司だったが、抽挿が激しくなるにつれてそんなことを考えている余裕すらなくなった。

　壊れてしまうのではと思うほどにがつがつと揺さぶられ、いっそ暴力的なまでに逞しい性器に熟れた中を掻き回される。内壁を纏いつかせたままカリ首辺りまで引き抜かれ、一気に突きこまれると、衝撃で京司の目の前が白く染まった。

　このまま死んでしまうのではないか、と思うほどの激しい交わりに京司の体がガクガクと揺れる。気持ちの伴わない行為など虚しいものでしかないというのに、京司の体はアサドによって確実に高みへ押し上げられていく。

「あ、ぅ……ああ、ッ」

「くくッ、少し前まではを射殺しそうな目で見ていたというのにこの変わり様はすごいな」

　昏い、悪意に満ちた笑いと嘲りが耳殻に唇が触れそうなほど側で囁かれているというのに、熱で蕩けさせられた京司の頭は内容を一つも拾わない。それなのに、体内で息づく他人の熱はまざまざと感じられ、その形までもが分かってしまうほどだった。

　中に注がれていた潤滑剤なのか、それともアサドの体液かは分からないが、泡立つほどに掻き混ぜられ京司の背が何度もしなる。

　腰の辺りにずっと熱が燻っているような感覚。アサドに一突きされるごとに押し上げられた様に京司のペニスから先走りが零れた。

　触れたくとも触れられない性器の感覚がもどかしい。自らの腹に擦りつけるように京司が腰を揺らすと、突きこんだままのアサドにまるで仕置きだとでもいうように尻を叩かれた。

「い、あぁッ!!」

　肉を打つ乾いた音が鼓膜を揺らす。ジィン、と響く感覚と熱が前の方にも伝わり、京司は堪らず声を上げ体を捩ったのだが楔のようにアサドのものが埋められていて逃れることなど不可能だった。ずり上がる京司の体をアサドの逞しい腕が引き戻し、奥深くまで入り込もうとしてくる。

　今までに味わったことのない圧迫感に苛まれ、京司の喉が、唇が逃げ道を求めて震えた。アサドの好きなように、望むままに体を貪られる。そのことに恐怖心はあるのだが、快楽がそれを薄れさせてしまっていた。

　何度も、何度も。角度を変え、深浅を変え、速度を変え。京司の中に押し入っては媚肉を捏ね、突き。内側から京司を突き崩していく。

「あ、はぁ……ッんん……」

「ふ、……く……イク時は言え。分かったな？」

　裸体の体に珠の様な汗が浮かぶ。よく見るとアサドも同様に額や、大きく開けられた胸元から覗く褐色の肌がしっとりと汗で濡れ光っていた。それが酷く淫猥で、そして同時に京司の欲を煽った。

　奥まで含まされ密着する京司とアサドの体。目の前に見えるアサドの首筋が誘うように京司の目の前で艶やかな光を放っていた。

「ん、ぅ……む、んん……ッ」

「ッ、擽ったいぞ、キョウジ……」

　気が付くと京司はアサドの首筋に舌を這わせていた。時折吸い付いたり、歯を立てるとアサドの肩が小さく跳ねた。

　鼻孔には絶えずあの香りが入り込み、京司をたまらない気持ちにさせる。

　京司の中ではアサドのものが限界を訴えるように大きく脈打っていた。それに伴いアサドの動きも小刻みなストロークへと変わっていく。

　浅い位置で突かれ、京司はハッ、ハッ、と獣じみた呼吸で酸素を取り込もうとするのだが、それすらも許さない、とばかりに深く腰を打ち付けられる。酸素を求め京司の唇が開閉を繰り返し、薄い胸が大きく上下した。

　苦しくて、今にも気を失ってしまいそうなのに京司の性器は萎えることがなく。寧ろ、それすらも糧にして育っているようだった。

「あ、ああ、……も、イク……ッ」

　許しを請うような悲痛に濡れた声が京司の喉から絞り出される。全身から汗が噴き出て、意識が度々飛びそうになる。その度にアサドの熱杭に貫かれる感覚に引き戻された。

　今まで京司が生きていて知りようがなかった快楽の頂きへと強引に押し上げられていくというのに、京司の体はまるでそれを望んでいるかのように中のアサドをきつく締め付ける。

「……っ、く……出すぞ……」

　隙間がないほどに密着した状態でアサドが呻くように告げた。低く抑えた声が京司の鼓膜に浸透していく。後孔の奥で大きくアサドのペニスが跳ねるのを感じた。ジワリと下腹部に熱が染み込んでいく。粘膜を白濁によって濡らされるのを感じながら、京司もまた二度目の絶頂を迎えていた。

「う、あ……ぁ……」

　声すらまともに上げられない京司の中で、達しても尚、硬さを失わないアサドがゆるゆると腰を前後させる。

「……これで終われると思うな」

　飽くなき欲を感じさせるアサドの昏い声を聞きながら、京司の意識はそこでふつり、と途切れた。




　聞いたことのない鳥の囀りが何処か遠くでしている。

　酷い喉の渇きと頭に走る鈍痛に顔をしかめながら京司は目を覚ました。

　視界に広がったのは、あの鉄格子のあった部屋の薄暗く汚れた天井ではなく獅子の刺繍が金糸で施された天蓋だった。寝かされているベッドもあの簡素な硬いベッドではなく、身が沈むほど柔らかなものに変わっている。

　一体あれから自分はどうなったのであろうか。無理矢理犯され、性具を使われ拷問さながらの責め苦を味わわされていたことまでは覚えているのだが、そこから先がまるでページを毟り取ったようにプツリと無くなっていた。

（一体……何が……）

　思い出そうとすると頭がズキズキと痛んだ。思い出すことを拒んでいいるかのような痛みに負け、京司は努めてそのことを考えないようにしながら身を起こそうとしたのだが、どういうことか体がまったく動かない。

　一体何故だろうかと考える前に、その原因らしきモノがムクリと身を起こした。

「……なんだ、もう起きていたのか……？」

　寝起きのせいか掠れた艶のあるアサドの声が、しっとりとした余韻を伴って京司の耳に届いた。

　どうやら、布団を挟んで京司の胴体を枕にするようにうつ伏せで寝入っていたらしい。よく見ると、京司の寝かせられたベッドは京司も初日に過ごしたアサドの部屋のもので、ベッド脇には背凭れも装飾もない簡素な椅子が置いてあった。アサドはそこに腰かけた状態で大きく伸びをした。

　アサドを目にした途端に、京司の体が強張る。

　痛みの残る頭の中で、京司が気を失うまで。いや、気を失ってからも続けられた忌まわしい行為の残像が途切れ途切れに浮かんできた。

　男に無理矢理体を開かれる屈辱と、なりふり構わず強請り、許しを乞うた自身の浅ましさに京司は頭を掻きむしりたい衝動に駆られる。しかし、そんな姿をアサドに見せるのだけは癪だった。




「……なんの、つもりだ」

　京司が硬い声で、警戒を露わにして問うとアサドは特に堪えた様子もなく淡々とした表情のまま口を開いた。

「なんのつもり、と言われてもな……病人を床に寝せるわけにはいかんだろう？」

〝病人〟と言われ、一瞬誰のことを指して言っているのか京司には分からなかったが、京司がベッドに寝かせられていることから察するに、間違いなく京司のことなのだろう。

　考えてみれば、頭にこびりつく鈍い痛みも異常なほどの喉の渇きも全て体調の悪さからくるものだとすれば納得がいく。

　しかし、あれほどのことを京司の身にしておきながら、一方で体調を気遣うなどアサドの行動はわけが分からない。矛盾しているといっても過言ではないだろう。

　いっそ、放っておいてくれればもっと楽に、抵抗も、葛藤もなく憎めるものを。それすらも、京司の目の前の男はさせてくれないのだ。

「大丈夫か？　まだ熱があるはずだから、安静に──」

「触るなっ!!」

　熱を測るために伸ばされたアサドの手が、ヒステリックな叫びを口にする京司の手によって叩き落とされた。目の前では、叩かれた手をアサドが茫然と見つめている。何が起こったのか分からないといった表情だった。

　しかし、京司もまた自分のとった咄嗟の行動に驚きを隠せないでいた。アサドを拒んだ自らの手を揺れる瞳で見つめる。

　ジィン、とした痺れが頭にまで回ってしまったかのように、上手く働かない。あそこまで手ひどく撥ねつけるつもりは京司にはなかった。それなのに、アサドを目の前にすると思考するよりも先に京司の体は動いてしまっていたのだ。

　重たい沈黙が室内に満ちる。気まずさに耐えかねて京司が向けた視線の先。明り取りに開かれた窓の向こうには、京司の気も知らずに鳥がにぎやかにさえずり、雲一つない青空が広がっていた。

　どうして、こんなことになってしまったのだろうか。

　京司は自問自答を繰り返すが、いっこうに答えは出ない。それどころか、考えれば考えるほど深みにはまっていく気さえした。

　やがて、どれほどの時間が経過した頃だろうか。アサドがおもむろに立ち上がる。

「また、様子を見に来る。……安静にしていろ」

　京司の顔を見ないままそう告げると、京司にそっと布団を掛け直し、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　バタン、と扉の閉まる音がいやに大きく響く。その後に訪れた静寂が耳に痛くて、京司は布団を頭まで引き上げてすっぽりと包まった。

　暗く狭い自分だけしか存在しない空間で京司が考えるのはアサドのことだ。部屋を去る前に一瞬だけ振り返ったアサドのその顔はひどく悲しそうに歪められていた。

　傷付いているのは京司の方なのに、何故あんな顔をしたのだろうか。

　そして、どうして自分はこんなにもアサドのことを気にしてしまっているのだろうか。

（色々知って、体にまで快楽を教え込まれて。思考がおかしくなってしまったのか）

　これ以上考えようにも頭の痛みが邪魔をする。京司はそれ以上の思考を諦め、深く息を吐き出す。そうしてのろのろと布団から顔を出した。

　相変わらず無駄に広い部屋の中央に位置したベッドの上で改めて辺りを見渡す。家具は豪奢な物ばかりであるが、それにしては些か物が少なく感じる。よくよく観察してみると、アサド自身の私物が少ないのだと分かった。

　家具は客室の物よりも上等であるが、それ以外に置かれているものと言えば絵画が数点と壺や花瓶といったインテリアの類が多い。しかし、肝心のアサドが日頃使っているであろう生活のにおいを感じさせる物は京司の目につく範囲では見つけることが出来なかった。

（なんだか、寂しい部屋だな……）

　こんな場所で寝起きしているアサドは、寂しいと感じないのだろうか。

　自分だったならば、耐えきれないかもしれない。そんなことを考えながら京司は布団を捲り、床に足を下ろそうとした。

　その途中、はらりと何枚かの紙が布団を捲った反動でベッドの上から滑り落ちる。もしかするとアサドが突っ伏して寝ていたのは、これを読んでいた最中で睡魔に負けたからかもしれない。その様子を想像しながら、京司は紙を拾い上げた。

「えっと……なんだ？　これ、この間行った市場の写真だよな。……もう一つ写真がある……」

　紙に載っていたのはいくつかの写真とびっしりと書かれたアラビア語。それと、京司には分からないグラフのようなものだった。アラビア語が読めない京司は書いてあることを解読するのは早々に諦め、写真に目を通していたのだが、その中の数箇所は京司にも見覚えのある場所だった。

　アサドと回って買い食いした市、そしてアサドと関係のある貧民街に存在する沢山の子供達の生活する家。そういった写真と対比するように、高いガラス張りのビルディングや豊かな水を湛えたプールを背に聳える白亜の建物が載せられていた。

　どうにもただの写真とは思えない。比べるように並ぶそれらを見ていると、京司の胸の中をザラリとしたものが這いまわる。

　見てはいけないものを見てしまったような後味の悪さがあり、京司はそれを纏めると少し離れた場所に伏せて置いた。

　あれは、恐らくだが京司が見てよいものではないはずだ。京司自身としてもわけの分からない書類など気味が悪いものでしかない。早く忘れてしまおうと頭を振って叩き出す。

「……もう少し、寝ておこうかな……」

　起きていると余計なことしか考えない。それならば忘れるまで寝てしまった方がいい気がした。体調も悪いことだし、睡眠は京司の体にとっても必要なものだった。

　気怠い体を動かし、もぞもぞと布団に潜りなおしているところでギイッ、と扉が開く音が聞こえた。もしかすると、アサドが書類を忘れたことに気付いて戻ってきたのかもしれない。

　しかし、顔を見ても上手く話せる自信が京司にはない。またアサドを傷つける言葉を口にしてしまいそうで恐ろしかった。だからこそ、寝たふりをすることにしたのだが。

　アサドにしては違和感のある軽い足音が、京司の眠るベッドに近付いてくる。それに伴い、京司の心音も速く、大きくなった。

　布団の中で握りしめた掌がじっとりと汗ばんでいる。出来る限り息を殺しながら、足音が止むのを待っていると、アサドとは明らかに違う高めの澄んだ声が聞こえてきた。

『ふぅん、これが兄様の可愛がっている玩具か……。こんなののどこがいいんだか……兄様ってば趣味悪いなぁ』

　何を言っているか分からないが、あどけない声とは裏腹に京司に向けられる言葉は悪意に満ちている気がした。まるで品定めでもするような無遠慮な視線が顔に突き刺さる。

（誰だろう……。声からしてバハルやニスルじゃないだろうけど……）

　京司は声の主の正体を頭の中で見当をつけながら、早く彼が部屋から去ってくれることを待っていたのだが。無遠慮な視線は相変わらず京司の肌に容赦なく突き刺さるばかりでいっこうに出ていく気配がない。

　それどころか、ベッドに乗り上げてくる音を聞き、京司の心音が跳ねた。

「……ねえ、起きてるんでしょ？　寝たふりしても無駄だよ」

　クスクスといった笑い声に混じり放たれた言葉に京司は凍り付いた。一体、いつからばれていたのだろうか。

　分からないが、このままやり過ごすことが出来ないとなると京司に残された道は一つだった。

　意を決してそろり、と瞼を持ち上げる。差し込む光に細めた視界の先、現れたのは思わず言葉を失ってしまうほど美しい顔をした青年だった。

　歳は、京司よりもずっと若いだろう。しかし、まだあどけなさの残る顔は、どことなくだがアサドの面影があった。ここがアサドの部屋である点と、青年の顔がアサドに似ている点から考えると彼は弟のカマル王子に違いない。大きなアメジスト色の瞳が京司を至近距離から見下ろしている。所々跳ねた髪はアサドと同じく癖毛なのだろう。しかし、アサドと違っていたのはその髪の色が輝くような銀色をしていたことだ。

「ああ、やっぱり起きてたんだね。寝たふりなんてしたらダメじゃん、悪い子だね。あー、でももっと悪いのは、アサド兄様のお部屋にいることだよねぇ。……ねえ、なんでいるのさ」

「……っ」

　京司の背筋をスウッ、と冷たいものが通り抜けていく。カマルの周りの温度が一気に下がったような気がした。

　カマルの顔には可愛らしい笑みが浮かべられているはずなのに、京司を見つめる紫色の瞳は澱んだ光を放っていた。関わるべきではないと、京司の本能が頭の中で警鐘を鳴らしている。

　しかし、カマルは京司を解放するつもりはないのか。毒々しさを感じる笑みを浮かべ、言葉を続けた。

「お喋りくらい出来るんでしょ？　だったらきちんと喋りなよ。それとも、お喋りすら出来ないエッチなことをするためだけの人形なのかな？」

「違う!!　俺は、人形じゃない!!」

　一方的に悪意の籠った言葉をぶつけられ、ただでさえ限界だった。京司とアサドの間で起こったことを全て知ったうえで京司を貶める言葉に、京司は自身でも驚くほどの大声で言い返していた。

　これにはさすがにカマルも予想外だったのか、大きな瞳を更に見開き口を開けて固まっていた。

「なんだ、喋れるじゃん。だったら、最初から喋ってよね。まったくもう」

　暫し呆けていたカマルだったが、どうやら正気に返ったらしい。途端に唇を尖らせぷりぷりと怒る様子を目にして京司はドッと疲れを覚えた。

　散々人を詰っておいて、まったくもう、とはこちらの台詞である。

　これ以上彼と会話をしていると熱が上がってしまいそうだ。ぐったりとしながら京司はカマルを追い払うように手を振った。

「……悪いけど、もう放っておいてくれ……」

　早く一人になって眠ってしまいたかった。眠ることで、アサドとの気まずい空気も、あの謎の書類も忘れてしまいたかった。

　しかし、カマルはいっこうに立ち去る様子はない。居座るつもりなのか京司を強引に押しやり、スペースを作るとどっかりとベッドの上に座り込んでしまった。

「嫌だね。何で僕が君の都合を汲まないといけないのさ。ただでさえ、最近はお人形ちゃんのせいで兄様が構ってくれないのに。君のせいなんだから、君が僕に合わせなよ」

　腕組をし、頬を膨らませながらそう言い放つカマルの我が儘さ加減に京司は眩暈を感じる。仕草の一つ一つは顔の作りも相まって可愛らしいのだが、散々毒を吐かれ、ついでに付き合わされる側の体調も悪いとくれば鬱陶しいことこの上ない。

〝お人形ちゃん〟とは京司のことを指しているのであろうが、大体京司はアサドに構ってほしいなどと頼んだことは一度もなく、アサドが勝手に構ってくるのだ。それなのに、どうして非難されなければならないのか。これを理不尽と呼ばずしてなんと呼べばいいのだろう。

　兎に角、このまま話していても不毛なだけである。

　京司はこれ以上何を言われても無視するつもりで、頭から布団をすっぽりと被ってしまった。

「あ、ちょっと!!　出て来いってば!!　というか、大人がすることじゃないだろ!!」

　確かに、カマルの言う通り。京司ほどの年齢の男がするには幼稚な対抗手段なのだが、なりふり構っていられる状態ではなかった。こればかりは何と言われようと京司は出ていくつもりはなかった。

　早くカマルが諦めて、部屋から出て行ってくれればいい。そんな願いで体を丸め、布団を握る手にギュッと力を込めた。

「……そっちがその気なら、僕だって遠慮しないから。このっ!!」

　布団越しに怒り混じりのカマルの声がこもって聞こえた。それと同時に、グイッと布団が力任せに引っ張られ、簡単に力負けしてしまった京司は勢いのまま床に投げ出される。

「うわっ!?」

「ちょ、うわっ!!」

　勢いがついていたこともあり、カマルを巻き込んで床に転がった。布団が緩衝材になったのか、痛む個所はどこもないが目の前にカマルの釣り上がった瞳があって恐ろしかった。

「ちょっと!!　どうして僕を巻き込むのさ！　君のせいで腰を打ったじゃん!!」

　耳元に近い場所できゃんきゃん騒がれ、京司は露骨に眉をひそめる。そもそも、カマルが無理をするからいけないのだ、と文句が口をついて出そうになるが、それを言ってしまえば事態に収拾がつかなくなるのが目に見えていた。

「ごめん……、怪我はしてないか？」

　本当に言いたい言葉を飲み込んだ京司は、先に自身が立ち上がるとカマルに手を差し伸べる。なんとなくだが、京司にはカマルが京司の手を拒むといった予感があったのだが。

　カマルは差し出された京司の手と顔を交互に見比べ、どことなく不服そうな表情を浮かべたままその手を握り返したのだ。これには京司も驚き、危うく再び転倒してしまいそうになったほどだった。

　ふらつきかける足に何とか力を入れ、グッとカマルの掴まった腕を引き上げる。カマルも流石にこの状態で暴れる気はないのか、大人しく立ち上がった。

「まったく、酷い目にあった。床に転ぶなんて、子供じゃあるまいし。嫌になるよ」

　立ち上がった途端にぶちぶちと文句を口にしながら、カンドーラについた埃を払うカマルを見て、京司は早くも助け起こしたことを後悔していた。

　色々と遠慮して気を遣った自分がバカのようだ。

　京司は深いため息を吐き出すと、ストンとベッドに腰を下ろした。もう、疲れもピークに達していて立ち上がる気力すらない。

「もういいだろう？　早く行ってくれ……」

　京司が疲れの滲んだ顔で扉の方向を指差すと、その瞬間カマルの眦がキッと吊り上がった。不味いと思った時には既に遅く、怒りを滾らせたカマルによって京司は突き飛ばされていた。

　幸い、と言っていいかは分からないが突き飛ばされたのがベッドの上だったお蔭で怪我などはないが、京司の胴体の上にカマルが馬乗りになり、京司は慌てた。どうしてだか、嫌な予感がひしひしとしていた。カマルからも不穏な空気が漂ってきている。

「君さあ、何様なわけ？　兄様の人形でしかないのに僕に指図しないでよ。そもそもさ、僕は君のこと大嫌いなんだよね。ポッと出て来たくせに僕の兄様を独り占めした挙句に散々傷つけて……」

　一体何がカマルの地雷を踏んでしまったのだろうか。突如豹変したように激昂するカマルを茫然と見上げながら京司は考えていた。

　彼は兄を取られたと思ってその怒りを自分にぶつけているのだろうか。そうだとしたら思い込みも甚だしい。京司としてはアサドを彼から取り上げたつもりもなければ、これからもそうする予定もないというのに。

　しかし、それを今の状態のカマルに告げても解放はしてもらえないだろう。

　何かこの状況から逃れる方法はないものかと考えを巡らせるのだが、ここにきて安静にしていなかったツケが回ってきたようだ。熱が上がってしまったのか思考が上手く纏まらず、ズキズキとこめかみ辺りが刺すように痛んだ。

「ねえ、どうやって兄様に取り入ったのさ。この体で懐柔でもしたの？」

　カマルの褐色の滑らかな手が京司のシャツの襟もとに伸びる。その意図に気付き抵抗しようと試みた京司だったが一足遅かった。

　シャツの布地を掴んだカマルの手に力が籠る。ビイィッ、と布が裂ける音と共に白いボタンが何個かはじけ飛ぶのが京司の瞳に映った。

「へぇ、いやらしいんだね、君。ここにも……ここにも、兄様がつけた痕がある。……ねえ、兄様とのセックスはそんなに良かった？」

　開け放たれたシャツの胸元から覗く京司の白い肌にカマルは指を這わせていく。

　京司の白い肌には情事の激しさを物語る赤い鬱血や噛み痕が残されていた。それをカマルの指は辿っているのだ。

　京司の薄い胸に鎖骨、首筋、柔らかな腹部。至るところにあるアサドの痕の上をツゥッ、とカマルが撫でる度に、あられもなく喘いだ記憶が京司の脳内に蘇り、消え入りたい気持ちで一杯になった。

　出会ったばかりの人間に触れられているというのに、アサドによって目覚めさせられてしまった京司の体はそれすらも快感として捉え始めていた。

　このままでは、カマルの前でみっともない姿を晒してしまうのも時間の問題かもしれない。

　それだけは、なんとしても避けなければ。

　焦る京司がカマルを振り落とそうとするのだが、華奢な見た目に反してカマルの力は強かった。京司の抵抗などものともしていないのか、胴の上に乗っかり京司が藻掻く姿を冷めた瞳で見下ろしている。

「僕に敵うわけないんだからじっとしてなよ。大人しくしてたら、あんまり痛くしないであげる」

「ふ、ざけるなっ!!」

　どこまでも京司を見下したようなカマルの態度と身勝手な物言いに、京司は気がつくとそう叫んでいた。

　がむしゃらに振り回した手が、運良くカマルの頬に当たったのか。一瞬怯んだ隙を見計らい、京司はカマルの下から這い出した。

　無惨に引き千切られ、ボロボロになったシャツの前を掻き合わせ京司はカマルを睨み付ける。

「何でもかんでも、お前の好きに出来ると思ったら大間違いだ!!　そんなんだから、アサドが構ってくれなくなったんじゃないのか？」

　言い過ぎかとも思ったのだが、これくらい言ってやらないと腹の虫が収まらなかった。肩をいからせながら京司はカマルから目を逸らさない。

　カマルはと言うと、京司の怒声を聞いた当初は赤くなった頬を押さえ唖然としていたのだが、今は京司に射殺さんばかりの鋭い視線を向けていた。

　握り締めた拳はブルブルと震えカマルの中で燃え盛る怒りが京司にも見てとれる。

「生意気な人形なんて、兄様には相応しくない。……僕が壊してあげるよ。そうすれば、兄様はまた僕に構ってくれるに決まってる」

　先程も見たカマルの淀んだ瞳が京司を捉えていた。その姿は幽鬼にも似ていて、ジリジリと近寄ってくるのが恐ろしい。

　京司は身の危険を感じ、後退する。

　けれども、ここでも体調の悪さが京司の足を引っ張った。

　ベッドを下り、扉まで駆け出そうとした京司だったがその足は数歩進んだところで縺れてしまう。

　最後にまともな食事を口にしたのは一体いつだっただろうか。アサドに監禁されている間、気を失っているか、アサドに貪られているしかなかった。そのせいで、食事という食事を摂っていなかった京司の体は自身で思っている以上に衰弱していた。

　体が床に向かって傾いていく。ぶつかると分かっていても、動きの鈍った体では受け身をとることすらままならない。

「ぐ、ぅ……っ!?」

　頭から落ちることは避けられたが、体の左側面を強かに打ち付け京司の喉からくぐもった声が肺の中の空気と共に押し出される。

　痛みで白く霞む視界の中に、酷薄な笑みを唇にのせたカマルがゆっくりと近付いてくる様子が見えた。

　捕まれば何をされるか分かったものではない。だからこそ、逃げなければならないのに、京司の体は言うことを聞かない。

（くそっ、……動け!!）

　這ってでも逃れるつもりで京司は絨毯の上に爪を立てた。少しずつ体が動き始めるが、もう間に合わなかった。

　ほっそりとした、長く細い指が京司の足首に絡み付く。ヒヤリとしたその体温と恐ろしさに京司はサァッと血の気が引いた。

　ここ数日に見慣れた枷を彷彿させるカマルの指に、ギチギチと力がこもる。

「いっ、た……」

　容赦なく締め付け、肌に食い込むその痛みに京司は思わず顔をしかめた。彼のどこにここまでの力があるのだろうか、と思うほどの力だ。

「逃がすわけないじゃん。……兄様の側から消えてよ」

　不穏な言葉が呪詛の如く京司の鼓膜に染み込む。

　カマルの指がゆっくりと京司の喉に絡みつき、グウゥッ、と圧迫されていく。気道を塞がれる苦しさに、京司の瞳から涙がポロポロと零れ落ちた。

　酸素を求め、かさついた唇が開閉を繰り返すのだが、京司が求めているものは手に入らない。引き剥がそうとカマルの滑らかな肌に爪を立てたのだが、痛みを感じていないのか、いつまでもそれは離れていかない。

　それどころか、京司の爪が皮膚にくい込み、傷を付け。そこから赤い血が溢れだしてもカマルの力は弱まるどころか、ますます強く京司の首を絞めつけた。

　ただでさえ、ぼんやりとしていた意識が徐々に虫に食われたみたいに白く染まっていく。こんな時に京司の頭に浮かんだのは、部屋から去り際に見せたアサドの傷付いたみたいに眉をきつく寄せたあの表情だった。

（なんで……俺、死ぬかもしれないって時にアサドのことを考えてるんだ……？）

　その理由は遠のきかけた頭で考えるのは難しかった。けれども、これだけははっきりしていたことがある。それは、至ってシンプルで、〝アサドに会えなくなるのは嫌だ〟といった気持ちだった。

「……ア、サ……ド……」

　戦慄く京司の唇が彼の名前を呼ぶ。絞り出された声は、もはや音ですらなくなりかけていた。

　名前を呼んだくらいでアサドが戻ってこないことは京司にも分かりきっていた。それでも、どうしてだか呼ばずにはいられなかったのだ。

　涙のせいで潤み、半分ほどに狭まった視界の中でカマルの瞳だけが殺意でギラギラと輝いていた。これが京司の見る最後の光景になるのかと思うと、残念でならなかった。どうせ、最後に見るのならばアサドの獅子の鬣色の髪と褐色の中に浮かぶサファイアの輝きを焼き付けたかった。

　職業柄、今まで散々美しいものを見てきた京司だったが、一番心を揺さぶられたのはアサドの容姿と、その凛々しい立ち姿かもしれない。

　側にいながら、喧嘩ばかりですっかりそんなこと忘れていたが。今思えば、勿体ないことをした。

　後から後から湧いてくる後悔はきりがない上に、京司を生に繋ぎ留め苦しみを長引かせる。

　空っぽに近い肺が焼け付くように痛む。いよいよ、だめかもしれない。

　諦めが頭の中を占めて、今にも意識を手放そうとした、その時だった。

「キョウジ!!」

　バンッ、と叩きつけられる勢いで扉が開き、必死の形相をしたアサドが部屋に駆け込んできたのだ。

「な、なんで兄様が……」

　動揺したカマルの手から力が抜けていく。京司の咥内に渇望していた酸素が一気に雪崩れ込む。呼吸の仕方を忘れたわけではないのに、求めるあまりに胸を喘がせては大きく何度も噎せた。

　酸素を遮断されていた弊害か、頭の芯がズキズキと痛む。しかし、京司の中で痛みよりも勝っていたのは喜びだった。

（アサドが、来てくれた……）

　床に倒れたままの京司のもとに駆け寄ってくるアサドの姿に胸が締め付けられる。

　アサドはそのまま京司の傍で膝をつくと、京司をそっと抱き締めた。

　京司が最後の瞬間に見たいと思っていたあの美しい顔が、吐息が頬に触れる距離で覗き込んでいた。悲しみや怒り、安堵。そういった様々な感情がサファイア色の瞳の中で揺れていた。

　アサドは唇をきつく噛み締め、京司の額にかかった髪を優しい手つきで梳いていく。

「よかった……お前が、死ななくて……」

　弱々しいアサドの呟きを耳にした京司は、それがアサドの本心そのものである気がした。悲しくなどないのにいまだに零れる京司の涙を、アサドが優しく拭う。

　一言「ありがとう」と告げたかったのだが、散々咳き込んだせいで京司の喉から出たのはヒュウヒュウと空気の漏れ出る音だった。

「……カマル、何故こんなことをした」

　怒りを押し殺したせいで普段よりも低くなったアサドの声に、カマルの細い肩がビクンと跳ね上がる。その様子は、殺されかけた側ではあるが、京司が見ていて気の毒だと思ってしまうほど怯えきっていた。

　今にも泣きだしてしまいそうだ、なんて思っていたら、カマルは京司が見ている前で本当に涙を溢し始めた。大きな瞳から、これまた大きな涙の粒がポロポロと零れ落ちていく。

「っ、だって……ムカつくんだもん……っく。僕の、僕だけの兄様だったのに!!　そいつのせいで……。ひっ、く……」

　カマルの行動はまともではないし、理由も身勝手極まりないが、京司にはどうしてだかカマルを憎み切ることが出来なかった。

（寂しかったんだろうな、きっと……）

　京司がカマルの全てを分かるわけではないけれど、きっとそれは間違いではなくて。今回、カマルを凶行に走らせた一端なのだろう。

「……カマル、部屋から出ていけ。今はお前の顔を見ていたくない」

「っ、……そ、んな……」

　アサドが吐き捨てるように口にした一言に、カマルがフラリとよろめく。京司にはアサドがカマルをこれ以上傷つける前に遠ざけようとしているのが分かったが、頭に血が昇った状態のカマルは言葉の通り受け取ってしまったようだ。

　カマルの痛いほどに握りしめられた手が、ブルブルと震えていた。

「アンタの……、アンタのせいだ!!　兄様も、どうして僕よりそいつを選ぶんだよ!!　アンタなんて、死んじゃえばいいんだ!!」

　キッと顔を上げたカマルは、そう吐き捨てると泣きながら部屋を飛び出ていってしまった。

　京司の胸に、カマルの言葉は深く突き刺さった。誰かにこんなにも憎まれ、死を望まれるなど今まで生きてきた中で一度でもあっただろうか。

〝彩蝶〟として活動していく中で、羨望や妬みを受けたことはこれまでに何度もあったが、ここまで明確な殺意を向けられたのは京司からすると生まれて初めてのことだった。

（アサドが助けに来てくれなかったら……今頃、俺は……）

　今更ながらに京司はゾッとした。後少しでもアサドが駆け付けるのが遅れていたならば、今頃自分は物言わぬ体となって床に転がっていたはずだ。

「っ、……う……」

　嗚咽を溢しながら、京司はアサドの腕に縋りつく。震えが止まらない。まだ、カマルの指の生々しい感触が首の辺りに残っている感覚さえした。

「大丈夫か？　……私がいる、だから泣き止め……」

　あやすようにアサドの大きな手が京司の背をゆっくりと、何度もさする。この手には時に他愛もなく繋いだことも、終わりの見えない快楽に落とされたこともあった。決して京司にとっていい思い出ばかりではないが、今は触れられている部分が温かく京司に安心をもたらしていた。

　いつもは傲岸不遜で、自信に満ちた表情をしているアサドが、京司の涙を拭い困ったとばかりに眉を寄せている。

（……この顔、……好きだな……）

　京司の胸中にフッと浮かび上がってきたのはそんな感情だった。

　切っ掛けはその容姿の美しさや〝王子〟としての風格や凛々しい佇まいだったかもしれない。しかし、接してみるとアサドは存外京司と同じ人間だった。

　悩みもすれば怒りもする。楽しければ笑うし、京司の言動で傷付き、顔を曇らせることもあった。

　あんなにもアサドのことが気になったのも、手ひどく扱われた時ですら憎み切ることが出来なかったのも、恐らく京司がアサドに惹かれていたからなのであろう。

（そうか……俺、アサドのこと……）

　心の中で呟いてみるとしっくりくるものがあった。なんでよりによってこんな時に自覚してしまうのか。

　京司は複雑な気持ちで頬を撫でるアサドの手に擦り寄った。

　今思えば、初めてアサドを目にしたあの瞬間に一目惚れしていたのかもしれない。

　出会ってからともに過ごした日数こそ少ないが、アサドの人間らしい顔を目にする度になんとも言えないような気持ちが京司の中で渦巻き、蓄積されていったが、あの気持ちこそが〝恋慕〟というものではないだろうか。

（錯覚だったらいいんだが……。でも、多分これは……）

　アサドの腕の中で京司はひっそりとため息を溢す。本当に厄介なことになってしまったといった気持ちが、胸の奥でザラリと居座っていた。

「……ようやく、涙がとまったな」

　京司の顔を覗き込んだアサドが安心した表情で、そう呟いた。

　カマルが部屋を飛び出してから、もうかれこれ三十分ほど経っていた。その間、京司はずっとアサドの腕の中で中々引かない涙を拭われ続けていたのだ。

　涙は止まったが泣き通しだったせいで、瞼は腫れぼったく鼻もグズグズする。こんな顔をアサドに見られたくないとも思うのだが、もっと酷い顔を散々見られた後だと思うと、今更気にして何になるのか、とも思ってしまう。

　これも長い間、恋愛から遠のいていた弊害かもしれない。

　アサドの腕の中は居心地がいいのだが、だからと言って、いつまでもこうしているわけにもいかない。京司はあちこち痛む体に顔をしかめ、立ち上がろうとした。

　途端に、足元がふらついたが、アサドがすかさず支えてくれた。

「無理をするな。熱も上がっているのだろう？　ベッドまで運ぶ。大人しくしていろ」

　アサドの心配そうな声が聞こえたかと思うと、一瞬、彼が京司の視界から消えた。

　それが、アサドがしゃがんだためだと気が付いたのは、京司のひざ裏にアサドの手が回された後だった。

　ふわりと体が浮き上がる感覚。横抱きにされた京司の目線はいつもよりほんの少しだけ高い。それが、京司にはなんだか不思議な気がした。

「お、下ろしてくれ……歩ける、から」

「いいから、大人しくしていろ」

　ピシャリとアサドに撥ねつけられると京司としても黙るしかない。仕方なくアサドによってベッドに運ばれる。

　アサドの手によってゆっくりとシーツの上に下ろされた京司は、なあ、と小さな声でアサドに話しかけた。

「なんで、その……俺が危ないって分かったんだ？」

　あの時、京司はアサドの名前を呼びはしたが、まさかあんな小さい声が離れた場所にいたアサドに聞こえるはずもない。

「……王、それに弟と共に執務室で仕事をしていたのだが、書類を忘れたことに気が付いたのだ。しかし、お前と仲違いした後ということもあって気まずくてな……、重要なものであることには違いないが、今必要なわけでもない。それ故に、どうするべきかと悩んでいたところカマルが取りに行くと言い出したのだ。私は、お前が部屋にいるから断ったのだが。私の隙を突いて部屋を出て行ってしまってな……」

　そこで一度言葉を区切ると、アサドは疲れた様子でベッドに腰かけた。近くにアサドの体温を感じる。

　そんな状況ではないと分かっているが、京司の肌の下で妖しい感覚がざわめいた。

「急いで追い掛けようにも、王の手前そうすることが出来なかった。書類を取りに行くくらいならば、とタカを括っていたのもある。今にしてみると、それがいけなかったのだろうな。……なんにせよ、すぐに戻ってくると思っていたカマルが中々戻ってこないから、恐らく何かがあったのだろうと考え、私も自室に戻ることにしたのだ。そして、戻っている最中にカマルがお前にいい感情を抱いていなかったことを思い出した」

「それで、走って戻ってきてくれたのか？」

「……ああ」

　静かに肯定するアサドの姿を目にして、京司の胸に愛しさが溢れる。

　結果として、アサドの読み通りカマルの凶行は起こってしまったが、起こらない可能性だってあったはずなのだ。それなのにアサドは京司の身を案じ、走って戻ってきてくれた。それが、たまらなく嬉しい。

　ニスルが前に京司がアサドに〝大事にされている〟と言ったその時は、ニスルの悪い冗談だと思ったが、今になってようやく分かった。確かに、京司はアサドにアサドなりの方法で大事にされていたのだ。

　アサドとは気まずい雰囲気で別れたはずなのに、今二人の間に満ちている雰囲気は体がむず痒くなりそうなほどの甘ったるいものだった。

　そんな空気に慣れない京司は、むずむずと体を揺らし、手元のシーツを意味もなく握りしめた。向けられるアサドの優しさがやはりくすぐったい。

　ベッドに腰かけたままのアサドがゆっくりと京司の髪を撫でる。カマルに抵抗したせいで京司の髪は酷く乱れていた。アサドは、恐らくそれを整えてくれているのだろう。

　温かな指が柔らかく髪を梳く感触に京司は目を細める。

　会話が途切れたというのに、無言は苦痛ではなく。かえって京司には心地がよかった。

「すまなかったな……。私の考えの甘さのせいで、辛い目に遭わせてしまった……」

　やがて、静寂を破ったのは罪悪感に塗れたアサドの声だった。京司はすぐさま首を横に振った。

「アサドのせいじゃない……」

　これは、京司の本心だった。京司のために必死になって駆け付けてくれたアサドに文句などあるはずもなかった。しかし、京司の言葉を聞いてもアサドの表情は晴れない。

　一体何がアサドの心を重くしているというのだろうか？

　暫し、アサドの言葉を待つように京司は彼をジッと見つめていた。

　アサドの口が開いては閉じを繰り返す。きっと話しにくいことなのだろうと京司にも察しがついた。辛抱強く待っていると、ようやく決心したのか。アサドが表情を曇らせたまま、口を開いた。

「いや、私のせいだ。……カマルを育てたのは私だ。あれがああなったのも全部私の責任だ」

「育てた……って、王と王妃が、じゃなくてアサドがか？」

　ごく普通の家庭ならば、特別な事情がある場合は除くにしろ、父親と母親が子供を育てるのが一般的である。しかし、アサドは王族だ。やはり、京司の常識は当てはまらないのかもしれない。

　妙なところで納得していた京司だが、その予想はアサドによって覆された。

「前にも話したことがあったと思うが、今の王妃は私の実母でもなければニスルの実母でもない。私とカマルの母親は私が六つになった時、流行病で死んだ。その時カマルは二つになったばかりでな、カマルにとっては私が父であり母なのだ。だからこそ、あれは異常なほどの執着をみせる」

「……王は、血の繋がった本当の父親なんだろう？　だったらなんで……」

　京司の口から非難めいた声が上がる。実際に王に会ったことはないが、アサドの話を聞く限りでは京司が不快な感情を抱くのもさしておかしいことではなかった。

　しかし、当事者であるはずのアサドの顔には憤りも、悲しみも見つけられず、だからこそ、京司は口を噤んだ。

「王は私やカマルにとっていい為政者の見本ではあったが、いい父親にはなり得なかった。そういうことだ」

　淡々と言い切るアサドの姿に京司は言いようのない悲しみを覚えた。

　京司自身も父親に関する記憶は数えるほどしかないのだが、それでも、今思うと幸せな家庭だった。

　幼い頃は、父と母が構ってくれないことが不満で仕方がなく。愛されていないと思ったことも一度や二度ではない。けれども、京司が気付いていなかっただけで、そこにはちゃんとした両親なりの愛が存在していたのかもしれない。

　しかし、寂しかったのもまた事実の一つだ。京司ですら寂しいと感じたのだ、京司よりも悲しい状況下に置かれた幼いアサドが寂しいと感じないはずがない。

「アサドは、……アサドは寂しくなかったのか？」

　気が付くと、京司は考えていたことをそのまま口にしていた。こんな同情は、アサドにとって不快でしかないかもしれない。

　拒絶されることも考えていたのだが、返ってきたアサドの声は京司の予想を裏切って、穏やかで、それでいて悲しみをどこかに滲ませたものだった。

「……そんなことを訊かれたのは初めてだな。……そうだな、わけがあってその頃は下町の孤児院で暮らしていたから、同じ年頃の子供達が周りに沢山いたお蔭で賑やかではあった。まあ、だからと言って寂しくなかったわけではないが……」

　恐らく、アサドは初めてその時のことを振り返って内心を吐露したのだろう。視線を足元に落とすその姿からは、気恥ずかしさも窺えた。

（しかし、まさかアサドが孤児院にいたなんてな……）

　恐らく、王子としては異色の経歴なのではなかろうか。京司は勝手にアサドのことを何一つ不自由なく、我が儘放題で育ってきたと思っていたが、それは思い込みと偏見でしかなかったようだ。

　京司は自身の浅慮が恥ずかしくなった。自分は今までアサドの何を見ていたのだろうか。

　傲慢だと決めつけ、近付くのを嫌がった過去の自分は勿体ないことをしていた。知ってみれば、アサドはただ傲慢なだけの人間ではなかった。

（……もっと、アサドのことが知りたい……）

　アサドの過去を聞いたせいか、それともアサドとの距離が縮まったせいかは分からないが、京司の中にそんな欲求が生まれていた。それと一緒に、ある一つの予想も京司の頭の中に存在していた。

「なあ、下町の孤児院……って、もしかして……」

　思い浮かんだのは、前に一度市に寄ったついでに訪れた一軒の家だった。

　アサドが親しげに子供達と話していたところを見るに、知らない間柄ではないのだろう。いや、それどころかあの時のアサドにはバハルにさえ見せない気安さが会話の端々に滲んでいた。

　京司の考えは、間違いではないような気がした。

　それを肯定するように、アサドの口元に小さな笑みが浮かぶ。

「お前が考えている場所で合っている。……あの孤児院にも数年ほどいたが、あの辺りは、母と共に幼少期を過ごした場所でもあるのだ。お前も不思議に思っていたのだろう？　私があの辺りに詳しかったのもそのせいだ」

　ピタリとパズルのピースがはまる音が京司の頭の中で聞こえた気がした。どうりで、あの辺りに違和感なく馴染んでいると思った。幼い頃に住んでいたのならば、アサドがあの辺りに詳しいのも納得がいく。

　しかし、何故仮にも一国の王子が下町に住まねばならなかったのだろう。

「……なあ、……なんで下町に？」

　躊躇いつつも、京司は疑問をぶつけていた。今のアサドならば京司の問い掛けに答えてくれる予感があった。それでも躊躇ったのは、踏み入っていいものか京司が戸惑っていたせいでもある。

　耳に痛いほどの静寂が京司を包み込む。先程までの心地の良さはどこかに吹き飛んでしまい、落ち着かない気分が京司を挙動不審にさせた。

　シーツを握りしめては、離しを繰り返していると、アサドの手が京司の手にそっと重なった。

「……私の母は、平民の立場でありながら王の正室になった女性だった。王が母を見初め、かなり強引な手も使って周囲の人間を黙らせ正室にしたらしい。しかし、王には母以外に側室がいてな。……正室でありながら、母は長い間子宝に恵まれなかった。そうこうしている間に、側室が男の子供を身籠った。それが、ニスルだ」

　訥々と語り始めたアサドの声は、感情の揺れもなく。ただただ、静かだった。一度話を区切ったアサドの唇が、再び滑らかに動き始めるのにそう時間はかからなかった。

「ニスルが産まれ、私の母の肩身は狭くなった。ニスルは次代の王の座を約束されたも同然だったのだ……私が産まれるまでは。……ニスルが産まれて三年後に母は私を授かった。誰もが、ニスルが次代の王になるのだと思っていた中での私の出現は王宮内を揺らした。まあ、一番焦ったのはニスルの母親だろうな。ニスルを王にすることに異常なまでの執念を燃やしていたようだからな、私と母の存在が邪魔になったのだろう。初めは些細な嫌がらせだったが、次第に母は命の危険を感じるようになり四つになったばかりの私を連れ、下町に逃げ込んだ。その時には母の腹にはカマルがいて、下町の生活にも慣れ始めた頃にカマルが産まれたのだ」

　アサドの話を聞き終えた京司は、ただ唖然とするしかなかった。美しい白亜の宮殿の暗澹たる部分を垣間見てしまった気がする。

　いつだったか、アサドがバラの咲き乱れる庭を見て〝何を感じるか？〟と問いかけてきたことを京司は思い出していた。

　あの時、京司は〝綺麗〟と答え、それを聞いていたアサドに〝つまらん〟と返されたことに大して激昂したものだが。よくよく考えてみると、アサドはバラになぞらえこの王宮のことをどう思うのかと尋ねていたのかもしれない。

　質問の意図を分かっていても、あの時の京司は恐らく〝綺麗だ〟としか答えていなかっただろう。しかし、今はもうただ単に表面的な美しさを手放しで褒めたたえる気にはなれなかった。

（……アサドは、あの時から見抜いていたのか……）

　自身に欠けていたものが何か、本当は京司自身も気が付いていた。

　京司の描く絵は見た物をそのまま紙に描き写すような美しさはあれども、その内面を汲み取った上での表現が欠けていた。

　美しい、といった点では人目を惹くが、心を揺さぶられるか、といった点では答えは否だったのだ。

　京司は、ベッドの上でうずうずと体を揺らした。今ならば、今までの自分の絵を超えるものを描くことがてきるかもしれない。すぐにでも真っ白な紙に向き合いたいのだが、当然アサドがそれを許すはずもなかった。

　落着きがない京司の様子で察したのか、寝かしつけでもするように肩を押さえられ、ベッドの上に仰向けに倒されてしまった。その上、布団まで丁寧に掛けられてしまうと、京司としても抜け出すのも気が引けてくる。

　結局、いつになく優しいアサドに反抗出来るはずもなく、京司は布団から顔を覗かせたまま唸る。

「アサドが優しいと、何だか調子が狂う……」

　参ったような京司の声に、アサドが苦笑いを零した。大きな手が布団の上で京司の体を規則正しいリズムで軽く叩く。京司は子供ではないから、あやす必要などないと思うのだが、手から伝わる温もりに簡単に絆されてしまう。

「……優しい私は、嫌いか？」

　疲れた京司の体に染み入る優しい声でアサドがそっと尋ねた。

　言葉に詰まった京司は、ちろり、と視線だけを動かしてアサドを見上げた。青い二つの澄んだ瞳にジッと、見つめられる。

　そんな尋ね方は卑怯だ。いつもの傲慢な言動をみせるアサドであれば、自身の気持ちに反したことも口に出来たかもしれないのに。

　いっそここで自覚したばかりの気持ちを伝えてしまおうか。そんな自棄な気持ちもないわけではなかったが、目的を果たした後のことを考えると、どうしても京司の口は重くなった。

（筆を返してもらったら……俺は……）

　ほんの数日前まではここから早く立ち去ることしか考えていなかったというのに、この数日で京司はここから立ち去りがたくなっていた。我ながら呆れるような心境の変化である。

　どこか夢見心地だった京司の前に突きつけられた、〝身分の差〟に急速に京司の頭が冷えていく。京司を撫でる優しい手の持ち主は、このニーラムザールの王子で、行く末は王になることが約束されている人間だ。当然、その時隣に京司がいれるはずもない。

　京司は遠くない未来、現実になるであろう光景から逃げるように布団を顔までたくし上げながら、「分からない……」とだけ口にした。

　曖昧で狡い答えだ、と布団の中で独りごちる。アサドのことを勝手に卑怯だの、狡いだの言っていたが、これでは自分も変わらない……いや、アサドに期待を持たせるようにはぐらかしている点ではもっと狡いかもしれない。

（ああ、本当に厄介なことになった……）

　京司の上で穏やかに布団を叩くリズムが、京司を微睡みに誘う。

　久々に恋などするものではないな、と思いながら京司は手招く眠りの中にゆっくりと落ちて行った。
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